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教育制度体系の構造的理解に向けた理論枠組みの検討 

―「比較制度分析」による教育制度の分析可能性と意義― 

大島隆太郎 

A Study of a Theoretical Framework toward a Structural Understanding of Educational Systems: 
A Possibility and Significance of Analyzing Educational Systems with "Comparative Institutional 

Analysis" 

Ryutaro OHSHIMA 

This paper discusses the application of Comparative Institutional Analysis (CIA) as a methodological framework to 
educational systems. CIA is one of the theories of institutional economics, and this article studies Masahiko AOKI’s 
concept (Aoki, Toward a Comparative Institutional Analysis, 2001): (1) the definition of institutions, (2) institutional 
linkage (institutionalized linkage and institutional complementarity), and (3) the mechanism of institutional 
evolution/change.  CIA defines institution as “a self-sustaining system of shared beliefs about how the game is played” 
(Aoki 2001) based on the theory of games.  Owing to this definition, we can argue the synchronic and diachronic 
problem about institutions including customs. 

  This concludes that using CIA to analyze educational systems is meaningful because CIA would enable us to 
clarify the (mainly economic) mechanisms of educational systems structurally and analytically, not based on the market 
mechanism, which standard economics typically adopts, and would also bring us the realistic knowledge to help reform 
educational systems.  In particular, since Aoki’s study has the theory of post-war Japanese economic system, we could 
understand Japanese educational system in more detail according to his theory. 
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1. なぜ比較制度分析を導入するのか

 本稿の目的は、教育制度を体系的かつ構造的に分

析、理解する枠組みとして、制度経済学の理論であ

る「比較制度分析（Comparative Institutional Analysis：
CIA）」を採用・導入する意義と可能性を論じること
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である。この検討を㏻じて、筆者は、ẚ㍑制度ศᯒ

を教育制度のศᯒに⏝いることが、教育制度に機⬟

している୺に経῭的な࣓࣒࢝ࢬࢽを、୺ὶὴ経῭学

に見られるようなᕷ場୺義的な㆟論に㑏ඖせࡎに、

ᵓ㐀的かつศᯒ的にゎ᫂し、経῭・社会的ഃ㠃にお

いて⌧実的な制度㌿᥮に㈨する▱見をᥦ౪しうるⅬ

で有⏝であると୺ᙇする。 

�Ѹ�㸬ㄢ㢟タᐃ࡜ၥ㢟ࡢᡤᅾ 

᫂治期のᨵ㠉、ᡓ後ᨵ㠉に次ࡄ、「第 3 の教育ᨵ㠉」

期と࿧ばれるものは⮫᫬教育ᑂ㆟会タ⨨ἲの成❧

（1��� 年）からᩘえても᪤に 3� 年が経過している

が、�016 年⌧ᅾにあってもなお᫂☜に第 3 期の教育

制度というものが☜❧した≧ἣがあるとはゝえない。

ᕸ村（�013）のような「なࡐ、ᨵ㠉はいつまでも⥆

くのか㸽」と๪題にᥖげるᅗ᭩まで刊行されるጞᮎ

である。このᕸ村（�013）は教育社会学の❧場から

この 30 年にཬࡪᨵ㠉の᫬௦の問題Ⅼをศᯒし、最後

に、「ಶ別の㆟論から制度の㆟論へ」（ᕸ村 �013㸸終

❶）と୺ᙇをᒎ開しているが、教育行政学のどⅬか

ら見れば、入㛛᭩という఩⨨࡙けもあって、༑ศに

「制度」に㋃ࡳ㎸んだ㆟論になっているとはゝえな

い。かといって、教育行政学が、かつての教育ᶒ論

தのᵓᅗに㇟ᚩ的な「アࣥࢳ教育行政」学として༑

ศに機⬟しなくなった⮫教ᑂ௨㝆のᯟ⤌ࡳの中で、

「ᨵ㠉」を社会全体に෌⪃させるに㊊るㄝ得的な㆟

論をᒎ開できてきただࢁうか。ᴟめて༢⣧໬してし

まえば、つ制⦆࿴・自⏤໬を原๎とする「ᕷ場の論

⌮」ᑐ「教育の論⌮」というᑐ❧ᅗ式の中で、社会

全体のつ制⦆࿴を是とする㢼₻下でຎໃに❧たされ、

しかも、୧者はỈ᥃け論に㝗ってしまっているので

はないだࢁうか。とりわけ、教育（学）の❧場から

は130（1HZ 3XEOLF 0DQDJHPHQW㸸新しいබඹ経Ⴀ）

の⌮論的⫼後にあるという「新制度ὴ経῭学」にᑐ

するᢈุはᙉく、世取山（�00�）のような「新制度

ὴ経῭学」につ⠊的にᑐᢠすることを┠的とした論

文も存ᅾする。だが、次⠇で見るようにこの論文に

しても制度経῭学に㐺切なᢈุを行っているとはゝ

えない。 
 大㞧ᢕではあるが、௨上で指᦬したのは、ձなࡐ

教育ᨵ㠉が思うように進まないのか、あるいはࡑの

ようなᨵ㠉でⰋいのかといった教育制度ᨵ㠉の問題

Ⅼを指᦬するために、制度をᵓ㐀的な㠃から体⣔的

にศᯒするᚲ要があるが、ᮍだ不༑ศである、ղし

かも、問題どされる経῭学的な୺ᙇとは㆟論がჶࡳ

ྜっておらࡎ、有ຠな反論ができていない、という

教育制度を論じる上でのඞ᭹す࡭き � つのႚ⥭の課

題である。したがって、教育制度を論じるにあたっ

ては、この � つを㐺切にゎỴするศᯒᯟ⤌ࡳを⏝い

ることが不ྍḞである。ࡑして、これに㐺するศᯒ

ᯟ⤌ࡳとして筆者が╔┠するのが「ẚ㍑制度ศᯒ」

である。⌮論ᯟ⤌ࡳのヲ⣽は次❶に委ࡡるが、「ẚ㍑

制度ศᯒ」とは、㟷木昌ᙪ（௨下、㟷木昌ᙪにゝཬ

する場ྜは༢に㟷木とする。）により体⣔࡙けられた

制度経῭学の一㡿ᇦである。これは、ࢤー࣒⌮論・

契約の⌮論（本ே・௦⌮ே㛵ಀの⌮論）・⤌⧊⌮論を

もとにᵓ成されるが、とりわけࢤー࣒⌮論が制度の

ᴫᛕ໬とศᯒで୺要なᙺ割を担う。方ἲ的には、ᆒ

⾮としての制度ほに౫ᣐした制度ࣔࣝࢹの⌮論的ศ

ᯒとẚ㍑᝟ሗ・Ṕྐ᝟ሗにᇶ࡙く実ド的ศᯒを⤌ࡳ

ྜわせて行うⅬに特ᚩがある。ࡑして、制度のᵓ㐀

や࣓࣒࢝ࢬࢽの⌮ゎに㛵ᚰがᙉく、✚ᴟ的に経῭௨

外の௚㡿ᇦの制度に㛵する▱見を⤌ࡳ㎸もうとする

学際的な㔝ᚰもある。さらに、༢఩のつᶍを一つの

社会とするような制度体⣔（ࢩステ࣒）のศᯒに㐺

しており、制度㌿᥮に㛵わる᮲௳ศᯒをなしうるⅬ

にもᙉࡳがある。 
 本❶では、上記問題意㆑を㋃まえつつ、教育行政

学における先行研究にゝཬしながら、なࡐ、ẚ㍑制

度ศᯒを教育制度のศᯒᯟ⤌ࡳとして導入す࡭きか、

また、ᚑ᮶導入されてきたᯟ⤌ࡳによらࡎ、新たに

導入しなければならないかを᫂らかにする。 

�Ѹ�㸬᪂ྂ඾ὴ⤒῭学ࡢ࡬ᢈุ࡜ไᗘ⤒῭学 

ここでは、ま1、ࡎѸ1㸬で♧したඞ᭹す࡭き課題の

うࡕ、ղの経῭学的な୺ᙇにᑐᢠする手ẁとなるᯟ

 。のᚲ要ᛶに㛵する部ศから㆟論を行うࡳ⤌
 教育制度について、経῭学的な❧場からなされた

୺ᙇの௦表的なものといえば、例えば、ྂ඾的には

ード࣐ࣥの『㈨本୺義と自⏤』の中で行われたࣜࣇ

㆟論がある。これこࡑ「ᕷ場のඃ఩ᛶ」をᥖげた඾

ᆺ的な論であるが、ここには༢なるຠ⋡ᛶのඃ఩で
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である。この検討を㏻じて、筆者は、ẚ㍑制度ศᯒ

を教育制度のศᯒに⏝いることが、教育制度に機⬟

している୺に経῭的な࣓࣒࢝ࢬࢽを、୺ὶὴ経῭学

に見られるようなᕷ場୺義的な㆟論に㑏ඖせࡎに、

ᵓ㐀的かつศᯒ的にゎ᫂し、経῭・社会的ഃ㠃にお

いて⌧実的な制度㌿᥮に㈨する▱見をᥦ౪しうるⅬ

で有⏝であると୺ᙇする。

�Ѹ�㸬ㄢ㢟タᐃ࡜ၥ㢟ࡢᡤᅾ

᫂治期のᨵ㠉、ᡓ後ᨵ㠉に次ࡄ、「第 3 の教育ᨵ㠉」

期と࿧ばれるものは⮫᫬教育ᑂ㆟会タ⨨ἲの成❧

（1��� 年）からᩘえても᪤に 3� 年が経過している

が、�016 年⌧ᅾにあってもなお᫂☜に第 3 期の教育

制度というものが☜❧した≧ἣがあるとはゝえない。

ᕸ村（�013）のような「なࡐ、ᨵ㠉はいつまでも⥆

くのか㸽」と๪題にᥖげるᅗ᭩まで刊行されるጞᮎ

である。このᕸ村（�013）は教育社会学の❧場から

この 30 年にཬࡪᨵ㠉の᫬௦の問題Ⅼをศᯒし、最後

に、「ಶ別の㆟論から制度の㆟論へ」（ᕸ村 �013㸸終

❶）と୺ᙇをᒎ開しているが、教育行政学のどⅬか

ら見れば、入㛛᭩という఩⨨࡙けもあって、༑ศに

「制度」に㋃ࡳ㎸んだ㆟論になっているとはゝえな

い。かといって、教育行政学が、かつての教育ᶒ論

தのᵓᅗに㇟ᚩ的な「アࣥࢳ教育行政」学として༑

ศに機⬟しなくなった⮫教ᑂ௨㝆のᯟ⤌ࡳの中で、

「ᨵ㠉」を社会全体に෌⪃させるに㊊るㄝ得的な㆟

論をᒎ開できてきただࢁうか。ᴟめて༢⣧໬してし

まえば、つ制⦆࿴・自⏤໬を原๎とする「ᕷ場の論

⌮」ᑐ「教育の論⌮」というᑐ❧ᅗ式の中で、社会

全体のつ制⦆࿴を是とする㢼₻下でຎໃに❧たされ、

しかも、୧者はỈ᥃け論に㝗ってしまっているので

はないだࢁうか。とりわけ、教育（学）の❧場から

は130（1HZ 3XEOLF 0DQDJHPHQW㸸新しいබඹ経Ⴀ）

の⌮論的⫼後にあるという「新制度ὴ経῭学」にᑐ

するᢈุはᙉく、世取山（�00�）のような「新制度

ὴ経῭学」につ⠊的にᑐᢠすることを┠的とした論

文も存ᅾする。だが、次⠇で見るようにこの論文に

しても制度経῭学に㐺切なᢈุを行っているとはゝ

えない。

大㞧ᢕではあるが、௨上で指᦬したのは、ձなࡐ

教育ᨵ㠉が思うように進まないのか、あるいはࡑの

ようなᨵ㠉でⰋいのかといった教育制度ᨵ㠉の問題

Ⅼを指᦬するために、制度をᵓ㐀的な㠃から体⣔的

にศᯒするᚲ要があるが、ᮍだ不༑ศである、ղし

かも、問題どされる経῭学的な୺ᙇとは㆟論がჶࡳ

ྜっておらࡎ、有ຠな反論ができていない、という

教育制度を論じる上でのඞ᭹す࡭き � つのႚ⥭の課

題である。したがって、教育制度を論じるにあたっ

ては、この � つを㐺切にゎỴするศᯒᯟ⤌ࡳを⏝い

ることが不ྍḞである。ࡑして、これに㐺するศᯒ

ᯟ⤌ࡳとして筆者が╔┠するのが「ẚ㍑制度ศᯒ」

である。⌮論ᯟ⤌ࡳのヲ⣽は次❶に委ࡡるが、「ẚ㍑

制度ศᯒ」とは、㟷木昌ᙪ（௨下、㟷木昌ᙪにゝཬ

する場ྜは༢に㟷木とする。）により体⣔࡙けられた

制度経῭学の一㡿ᇦである。これは、ࢤー࣒⌮論・

契約の⌮論（本ே・௦⌮ே㛵ಀの⌮論）・⤌⧊⌮論を

もとにᵓ成されるが、とりわけࢤー࣒⌮論が制度の

ᴫᛕ໬とศᯒで୺要なᙺ割を担う。方ἲ的には、ᆒ

⾮としての制度ほに౫ᣐした制度ࣔࣝࢹの⌮論的ศ

ᯒとẚ㍑᝟ሗ・Ṕྐ᝟ሗにᇶ࡙く実ド的ศᯒを⤌ࡳ

ྜわせて行うⅬに特ᚩがある。ࡑして、制度のᵓ㐀

や࣓࣒࢝ࢬࢽの⌮ゎに㛵ᚰがᙉく、✚ᴟ的に経῭௨

外の௚㡿ᇦの制度に㛵する▱見を⤌ࡳ㎸もうとする

学際的な㔝ᚰもある。さらに、༢఩のつᶍを一つの

社会とするような制度体⣔（ࢩステ࣒）のศᯒに㐺

しており、制度㌿᥮に㛵わる᮲௳ศᯒをなしうるⅬ

にもᙉࡳがある。

本❶では、上記問題意㆑を㋃まえつつ、教育行政

学における先行研究にゝཬしながら、なࡐ、ẚ㍑制

度ศᯒを教育制度のศᯒᯟ⤌ࡳとして導入す࡭きか、

また、ᚑ᮶導入されてきたᯟ⤌ࡳによらࡎ、新たに

導入しなければならないかを᫂らかにする。

�Ѹ�㸬᪂ྂ඾ὴ⤒῭学ࡢ࡬ᢈุ࡜ไᗘ⤒῭学 

ここでは、ま1、ࡎѸ1㸬で♧したඞ᭹す࡭き課題の

うࡕ、ղの経῭学的な୺ᙇにᑐᢠする手ẁとなるᯟ

。のᚲ要ᛶに㛵する部ศから㆟論を行うࡳ⤌

教育制度について、経῭学的な❧場からなされた

୺ᙇの௦表的なものといえば、例えば、ྂ඾的には

ード࣐ࣥの『㈨本୺義と自⏤』の中で行われたࣜࣇ

㆟論がある。これこࡑ「ᕷ場のඃ఩ᛶ」をᥖげた඾

ᆺ的な論であるが、ここには༢なるຠ⋡ᛶのඃ఩で
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はなく、ᕷ場における㑅ᢥを㏻じてᐁ൉制がᣢつᙉ

制ᛶからのゎᨺを実⌧する（ࣜࣇード࣐ࣥ

1�6� �00�㸸6� 㡫）手ẁとしてᕷ場を฼⏝するとい

う発᝿がある。これに㈶ྠするかどうかは別として

も、この㆟論は経῭学から見れば一ᐃの᰿ᣐをᣢっ

た㆟論としてホ౯ྍ⬟であるし、政治的⤫制の᤼㝖

というほⅬでは教育学的つ⠊に㏻じるものがある。 
 さて、これ࡯どᴟ➃な㆟論でないにせよ、教育学

がᑐᢠしなければならない「ᕷ場」論がགྷ介なのは、

このようなつ⠊ࣞ࣋ࣝでのᢈุのᅔ㞴さがకうこと

は当↛ながら、ࡑれ௨上に、「ᕷ場」にはࡑのᛶ㉁を

ㄝ᫂するᩘ⌮的ࣔࣝࢹが存ᅾし、ࡑれを᰿ᣐとして

୺ᙇがなされるⅬであると⪃えられる。௬に、ここ

で♧したようなᕷ場໬論者がᥖげる᰿ᣐをつ⠊的に

ᢈุできたとしても、まだ、ࡑの㆟論を導いている

がṧってしまう௨上、完ࣝࢹࣔ。がṧるࣝࢹࣔ⌮ᩘ

全にはࡑの᰿ᣐをྰᐃしたことにはならない。これ

こࡑが経῭学的な❧場へのᢈุの㞴しさとゝえる。

、え、「ᕷ場」の論⌮にᑐᢠしようと思ったらࡺれࡑ

つ⠊だけでなく、ࡑの⫼後にあるࣔࣝࢹにᑐしても

有力なᢈุを行うことが不ྍḞであるだࢁう。ࡑの

ためには、自らࣔࣝࢹをᵓ⠏するか、すでにあるᑐ

ᢠ的なࣔࣝࢹに౫ᣐするか、のいࡎれかが㔜要なᡓ

␎となる。これが、経῭的なᑐᢠᯟ⤌ࡳのᚲ要ᛶを

୺ᙇする⌮⏤である。 
 これを㋃まえ、本稿でẚ㍑制度ศᯒの᥇⏝を୺ᙇ

する第 1 の⌮⏤には、ẚ㍑制度ศᯒが、もともと͆ 経

῭୺体のྜ⌮ᛶの㝈⏺、ேࠎのあいだでの᝟ሗのศ

㓄の非ᑐ⛠ᛶ、ᕷ場の不完備ᛶなどのࡺえに、᫬✵

を㉸えてᬑ㐢的なつ⠊的౯್をᣢった経῭ࢩステ࣒

などというものは本᮶ありえない。日⡿経῭㛵ಀの

あり方や社会୺義からᕷ場経῭への⛣行のための制

度ᨵ㠉に、ほᛕ上の⏘≀である࣡ࣝラスの一⯡ᕷ場

ᆒ⾮ࣔࣝࢹのྵ意を機Ე的に㐺⏝しようとしても、

実りはᑡないであࢁう。ࡴしࢁ、経῭ࢩステ࣒の多

ඖ的な存ᅾを⣲┤にㄆめ、ࡑれらの※Ἠと進໬（᫬

間的ᒎ開）、ẚ㍑ඃ఩とຎ఩、多様ᛶからの経῭฼┈

のྍ⬟ᛶなどをศᯒのᑐ㇟とする࡭きであࢁう。ࡑ

の際、ᕷ場制度のศᯒだけでは不༑ศで、」㞧に⤡

あったさまざまな経῭制度の┦஫౫存ᛶのศᯒがࡳ

ᚲ要となる。͇（㟷木 1���㸸L�LL 㡫）という問題意㆑

からጞまったⅬがあげられる。この୺ᙇを⌮ゎする

ためには、まࡎ、ẚ㍑制度ศᯒに㝈らࡎ、制度経῭

学がこのように୺ὶὴ（新ྂ඾ὴ）経῭学にᑐする

ᢈุ的問題意㆑を有するⅬから⌮ゎしなければなら

ない。 
 制度経῭学がᢈุする新ྂ඾ὴ経῭学の⌮論的特

ᚩには、（1）問題のᕷ場的ഃ㠃でのㄝ᫂には┠をや

るが、生⏘の⤌⧊やᢏ⬟、作業័行はしばしば無ど

され、企業はࣈラࢡࢵ࣎ࢡࢵス໬されて、ただ㈝⏝

の変໬とᕷ場のᅽ力に┤᥋に反ᛂするものとする

ࣥࢯࢪ࣍） 1���㸸YLLL 㡫1）（�）͆ ⌮論的ศᯒを஺᥮

ないし㈨※㓄ศ、およࡑࡧれに㝶కする意志Ỵᐃに

㝈ᐃし、社会的およࡧ経῭的≧ἣによってಶேの㑅

ዲがᆺにはめられていくことや生⏘的ᢏ術が᫬間を

㏻じて⤯えࡎ変໬していくことを無どしている͇

（ྠ㸸1� 㡫）といったものがある。 
このうࡕ、「企業のࣈラࢡࢵ࣎ࢡࢵス໬」について

であるが、これはࣔࣝࢹ上、企業は「投入」を行う

と、Ỵまったᩘ㔞の「ฟ力」を㏉す㛵ᩘと௬ᐃされ

る存ᅾで、このとき企業自体のᵓ㐀は問題にされな

いことを意味する。企業の内部ᵓ㐀は外生的に୚え

られるもので、新ྂ඾ὴではࣄエラࣝ࢟ーᆺの⤌⧊

ᵓ㐀しか᝿ᐃしない。また、ᕷ場⌮論は、「౯᱁」を

指ᶆとして、ேࠎがྜ⌮的に行ືすることでࣞࣃー

トຠ⋡的なᆒ⾮�が㐩成されるというࣔࣝࢹである

ことからもศかるように、ᇶ本的に「౯᱁」が㆟論

の中ᚰに⨨かれることになる。しかし、⌧実には、

企業の⤌⧊や័行が生⏘にもᙳ㡪を୚えているので

あって、企業をࣈラࢡࢵ࣎ࢡࢵス໬し、ᕷ場のࡳの

㆟論に㑏ඖすることはいかにも஘㞧であるというの

が第 1 のᢈุⅬである。 
これを㋃まえると、このࣔࣝࢹを教育制度のศᯒ

にࡑのまま㐺⏝してしまうと、例えば、次のような

問題が発生してしまうことがண᝿される。企業の内

部ᵓ㐀等の᮲௳は外生的なものとしてᢅわࡎ、㈈の

஺᥮だけを論じることとは、教育の文⬦に当てはめ

ると、学校をめࡄるㅖ᮲௳（教育行政・学校⤌⧊等）

は無どして、㈨※投入㔞（㈈政ண⟬）とࡑれにᑐす

る成果（例えば「学力」）のࡳをศᯒすることを意味

する。学校という㛵ᩘに㈈政㈨※を「投入」すれば、

学力を「ฟ力」するというࣔࣝࢹを᝿ᐃしているか
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らである。これでは、学校⤌⧊のᵓ㐀へとศᯒをヨ

 。ることは不ྍ⬟であるࡳ
第 � のᢈุⅬは、実際には社会的・経῭的・᫬間

的≧ἣがேࠎをᣊ᮰していることをศᯒしないとい

う問題を指᦬したものであり、これに┦当するもの

が制度経῭学においては「制度」なのである。とり

わけ、新ྂ඾ὴのࣔࣝࢹは、᫬間的なᑕ程⠊ᅖがᴟ

めて▷いという問題がある。教育が社会的になされ

るႠࡳである௨上、これらは、当↛、無どしえない

問題であるし、教育制度の㉸長期にわたる⣼✚的な

イࣥࢡࣃトをศᯒしようとする場ྜには౑えないの

である。 
 これが、制度経῭学が❧⬮する୺ὶὴ経῭学にᑐ

するᢈุ的❧場、ࡑして、୺ὶὴ経῭学のᯟ⤌ࡳを

༢⣧に教育（制度）のศᯒに㐺⏝することで生じる

と⪃えられる問題Ⅼである。ࡑもࡑも㟷木が㏙࡭る

ように3୺ὶὴ経῭学がศᯒする制度はᕷ場しかな

いという᫬Ⅼで、⌧実に༶した教育制度の࣓࢝ࢬࢽ

࣒を論じることがいかにᅔ㞴であるか容᫆に⌮ゎさ

れよう。こうして、ᑐᢠするためのᯟ⤌ࡳとして制

度経῭学を㑅ᢥするに㊊る᰿ᣐは得られたとゝえる

が、教育行政学には、世取山（�00�）という制度経

῭学への❧⬮をᢈุした論文が存ᅾするので、次に、

このホ౯をᢈุするᚲ要がある。 
世取山（�00�）は、新自⏤୺義教育ᨵ㠉をᇶ♏௜

ける「新制度ὴ経῭学（1HZ ,QVWLWXWLRQDO (FRQRPLFV㸸
1,(）」の制度論をつ⠊的にᢈุし、教育内ᅾ的な教

育制度論の方ྥᛶを検討した論文である。この論文

にᚑえば、「新制度ὴ経῭学」は、ᕷ場を⿵完するた

めの制度論であるとホ౯され、「制度経῭学」のつ⠊

はᕷ場を最上఩にᤣえた経῭ຠ⋡ᛶをඃ先するとさ

れる。だが、この世取山の「制度経῭学」にᑐする

⌮ゎはᴟめて一㠃的で不༑ศなものとホさざるをえ

ない。ࡑれは、世取山のつ⠊的なホ౯の是非を問う

௨前の問題である。 
まࡎ、制度経῭学の⠊ᅖである。世取山は「1,(」

のᢈุを行っただけで、「制度経῭学」のつ⠊をᢈุ

したかのような᭩き方を行っている⟠ᡤ（1（�）「制

度経῭学のつ⠊論のᛶ᱁」（世取山 �00�㸸�0 㡫））が

ある。しかし、これはⓒṌㆡって「1,(」のつ⠊と

ゝえたとしても、「制度経῭学」のつ⠊とは฿ᗏ࿧ࡧ

えない。というのも、一ཱྀに制度経῭学といっても、

こにศ㢮される経῭学⌮論には多くのὶὴがあるࡑ

からである。例えば、『入㛛制度経῭学』と㖭ᡴつࢩ

ࣕバࣥス（�00�）の日本ㄒ∧࢝バーに♧された学ὴ

をิᣲするだけでも「Ṕྐ学ὴ」「（ᪧ）制度学ὴ」

「࢜ーストࣜア学ὴ」「࢜ࣝド自⏤୺義」「新制度学

ὴ」「ẚ㍑制度ศᯒ」「ࣞࣗࢠラࣥ࢜ࢩ学ὴ」「コࣦࣥ

経῭学」「進໬経῭学」のࣥ࢜ࢩࣥ࢓ � つが♧されて

いる。ࡑして、ಶ別の体⣔をཝᐦに検討しようとす

れば、ࡑの㐪いはさらにいくつにも⣽ศ໬できるの

である。このうࡕ、今、問題となっている「新制度

ὴ」とは、新ྂ඾ὴ経῭学の⪃え方を修正・ᣑᙇす

ることで制度のศᯒを行おうという❧場にある経῭

学⌮論の⥲⛠である。ࡑの意味では、௚の制度ὴに

ẚして新制度ὴが新ྂ඾ὴ経῭学にぶ࿴的であるこ

とはྰᐃしないが、新制度ὴの中にもᗄつかの❧場

がある。最も新ྂ඾ὴに㊥㞳が㏆いのは、世取山も

ゝཬする࢘ィࣜア࣒ࣥࢯの「取引㈝⏝の経῭学」（世

取山 �00�㸸3� 㡫）で、これは☜かに新ྂ඾ὴを⿵完

するものとホしてもよいかもしれない。しかし、制

度を「ࢤー࣒のࣝーࣝ」とᐃ義するノースの「新制

度経῭学」の㛵ᚰは、ᕷ場のຠ⋡ᛶももࢁࡕん問題

ではあるが、「なࡐ制度は変໬しうるのか」「なࡐᕷ

場⌮論が♧すようなຠ⋡的な社会制度が実⌧されࡎ、

非ຠ⋡な制度も存⥆しうるのか」というⅬに力Ⅼが

⨨かれるなど、新ྂ඾ὴからの㊥㞳も㐲くなる（ࢩ

ࣕバࣥス �00�㸸����6 㡫）。さらに、本稿が導入しよ

うとするẚ㍑制度ศᯒも、ノースをᢈุ的に⥅ᢎし

ているⅬをྵめ、ᗈ義には新制度ὴにศ㢮されるが、

次❶で見るように、「制度」は༢にࢤー࣒のࣝーࣝと

するᐃ義は᥇⏝せࡎ、かつ、ࢤー࣒⌮論を実際にศ

ᯒに౑⏝するⅬがノースの新制度経῭学とは異なる。

さらにゝえば、ΰ஘をᣍくかもしれないが、ẚ㍑制

度ศᯒ自体も、ཝᐦには㟷木の「ẚ㍑制度ศᯒ」と

の「Ṕྐ制度ศᯒ」のࣇライࢢ � つの❧場があり、

制度のᴫᛕ໬も微ጁに異なる（次❶とト � ཬࡧ ��
を参↷）。世取山は、制度を「ࢤー࣒のࣝーࣝ」㸻「ே

間の手によって作りฟされた」（世取山 �00�㸸3� 㡫）

としているので、ノースの❧場からᤊえているよう

であるが、制度のᴫᛕ໬自体が、制度経῭学では㔜

要な課題であることを見ⴠとしている。このように
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らである。これでは、学校⤌⧊のᵓ㐀へとศᯒをヨ

。ることは不ྍ⬟であるࡳ

第 � のᢈุⅬは、実際には社会的・経῭的・᫬間

的≧ἣがேࠎをᣊ᮰していることをศᯒしないとい

う問題を指᦬したものであり、これに┦当するもの

が制度経῭学においては「制度」なのである。とり

わけ、新ྂ඾ὴのࣔࣝࢹは、᫬間的なᑕ程⠊ᅖがᴟ

めて▷いという問題がある。教育が社会的になされ

るႠࡳである௨上、これらは、当↛、無どしえない

問題であるし、教育制度の㉸長期にわたる⣼✚的な

イࣥࢡࣃトをศᯒしようとする場ྜには౑えないの

である。

これが、制度経῭学が❧⬮する୺ὶὴ経῭学にᑐ

するᢈุ的❧場、ࡑして、୺ὶὴ経῭学のᯟ⤌ࡳを

༢⣧に教育（制度）のศᯒに㐺⏝することで生じる

と⪃えられる問題Ⅼである。ࡑもࡑも㟷木が㏙࡭る

ように3୺ὶὴ経῭学がศᯒする制度はᕷ場しかな

いという᫬Ⅼで、⌧実に༶した教育制度の࣓࢝ࢬࢽ

࣒を論じることがいかにᅔ㞴であるか容᫆に⌮ゎさ

れよう。こうして、ᑐᢠするためのᯟ⤌ࡳとして制

度経῭学を㑅ᢥするに㊊る᰿ᣐは得られたとゝえる

が、教育行政学には、世取山（�00�）という制度経

῭学への❧⬮をᢈุした論文が存ᅾするので、次に、

このホ౯をᢈุするᚲ要がある。

世取山（�00�）は、新自⏤୺義教育ᨵ㠉をᇶ♏௜

ける「新制度ὴ経῭学（1HZ ,QVWLWXWLRQDO (FRQRPLFV㸸
1,(）」の制度論をつ⠊的にᢈุし、教育内ᅾ的な教

育制度論の方ྥᛶを検討した論文である。この論文

にᚑえば、「新制度ὴ経῭学」は、ᕷ場を⿵完するた

めの制度論であるとホ౯され、「制度経῭学」のつ⠊

はᕷ場を最上఩にᤣえた経῭ຠ⋡ᛶをඃ先するとさ

れる。だが、この世取山の「制度経῭学」にᑐする

⌮ゎはᴟめて一㠃的で不༑ศなものとホさざるをえ

ない。ࡑれは、世取山のつ⠊的なホ౯の是非を問う

௨前の問題である。

まࡎ、制度経῭学の⠊ᅖである。世取山は「1,(」
のᢈุを行っただけで、「制度経῭学」のつ⠊をᢈุ

したかのような᭩き方を行っている⟠ᡤ（1（�）「制

度経῭学のつ⠊論のᛶ᱁」（世取山 �00�㸸�0 㡫））が

ある。しかし、これはⓒṌㆡって「1,(」のつ⠊と

ゝえたとしても、「制度経῭学」のつ⠊とは฿ᗏ࿧ࡧ

えない。というのも、一ཱྀに制度経῭学といっても、

こにศ㢮される経῭学⌮論には多くのὶὴがあるࡑ

からである。例えば、『入㛛制度経῭学』と㖭ᡴつࢩ

ࣕバࣥス（�00�）の日本ㄒ∧࢝バーに♧された学ὴ

をิᣲするだけでも「Ṕྐ学ὴ」「（ᪧ）制度学ὴ」

「࢜ーストࣜア学ὴ」「࢜ࣝド自⏤୺義」「新制度学

ὴ」「ẚ㍑制度ศᯒ」「ࣞࣗࢠラࣥ࢜ࢩ学ὴ」「コࣦࣥ

経῭学」「進໬経῭学」のࣥ࢜ࢩࣥ࢓ � つが♧されて

いる。ࡑして、ಶ別の体⣔をཝᐦに検討しようとす

れば、ࡑの㐪いはさらにいくつにも⣽ศ໬できるの

である。このうࡕ、今、問題となっている「新制度

ὴ」とは、新ྂ඾ὴ経῭学の⪃え方を修正・ᣑᙇす

ることで制度のศᯒを行おうという❧場にある経῭

学⌮論の⥲⛠である。ࡑの意味では、௚の制度ὴに

ẚして新制度ὴが新ྂ඾ὴ経῭学にぶ࿴的であるこ

とはྰᐃしないが、新制度ὴの中にもᗄつかの❧場

がある。最も新ྂ඾ὴに㊥㞳が㏆いのは、世取山も

ゝཬする࢘ィࣜア࣒ࣥࢯの「取引㈝⏝の経῭学」（世

取山 �00�㸸3� 㡫）で、これは☜かに新ྂ඾ὴを⿵完

するものとホしてもよいかもしれない。しかし、制

度を「ࢤー࣒のࣝーࣝ」とᐃ義するノースの「新制

度経῭学」の㛵ᚰは、ᕷ場のຠ⋡ᛶももࢁࡕん問題

ではあるが、「なࡐ制度は変໬しうるのか」「なࡐᕷ

場⌮論が♧すようなຠ⋡的な社会制度が実⌧されࡎ、

非ຠ⋡な制度も存⥆しうるのか」というⅬに力Ⅼが

⨨かれるなど、新ྂ඾ὴからの㊥㞳も㐲くなる（ࢩ

ࣕバࣥス �00�㸸����6 㡫）。さらに、本稿が導入しよ

うとするẚ㍑制度ศᯒも、ノースをᢈุ的に⥅ᢎし

ているⅬをྵめ、ᗈ義には新制度ὴにศ㢮されるが、

次❶で見るように、「制度」は༢にࢤー࣒のࣝーࣝと

するᐃ義は᥇⏝せࡎ、かつ、ࢤー࣒⌮論を実際にศ

ᯒに౑⏝するⅬがノースの新制度経῭学とは異なる。

さらにゝえば、ΰ஘をᣍくかもしれないが、ẚ㍑制

度ศᯒ自体も、ཝᐦには㟷木の「ẚ㍑制度ศᯒ」と

の「Ṕྐ制度ศᯒ」のࣇライࢢ � つの❧場があり、

制度のᴫᛕ໬も微ጁに異なる（次❶とト � ཬࡧ ��
を参↷）。世取山は、制度を「ࢤー࣒のࣝーࣝ」㸻「ே

間の手によって作りฟされた」（世取山 �00�㸸3� 㡫）

としているので、ノースの❧場からᤊえているよう

であるが、制度のᴫᛕ໬自体が、制度経῭学では㔜

要な課題であることを見ⴠとしている。このように

� 

教育制度体⣔のᵓ㐀的⌮ゎにྥけた⌮論ᯟ⤌ࡳの検討 

新制度ὴ経῭学と࿧ばれるものも全てが新ྂ඾ὴを

⿵完するためにあるという見方はጇ当ではないし、

 。のようにᤊえられるものではないࡑ
次に、本ே・௦⌮ே㛵ಀの⌮論（世取山論文中は、

୺ே̾௦⌮ே⌮論（3$ ⌮論）と表記）についてㄗゎ

がྵまれているⅬを指᦬しなければならない。ここ

で本ே・௦⌮ேの⌮論にゝཬするのは、ẚ㍑制度ศ

ᯒもࡑの⌮論ᵓ⠏の上で、この⌮論を下ᩜきにして

いるからである。世取山の記㏙では、3$ ⌮論を教育

制度のศᯒに㐺⏝することが不㐺切である⌮⏤とし

て、ձ「㐃㑥政ᗓ」から「教ᖌ」に⮳る本ே・௦⌮

ேの㐃㙐㛵ಀが、㐃㑥政ᗓによる学校ᨭ㓄の正当໬

の論ᣐになっているから問題どされる࡭き（世取山

�00�㸸3� 㡫）、ղ㈹⨩が㔠㖹に㝈ᐃされるなど、3$
⌮論は௦⌮ேによるປാを過度に༢⣧໬していて、

に㐺ྜ的なປാは⧞り㏉しの༢⣧ࣝࢹのようなࣔࡑ

なປാでしかない（ྠ㸸�� 㡫）、という � つの論Ⅼ

がᥖげられるものとㄞめる。だが、本ே・௦⌮ேの

⌮論は、契約の⌮論などとも࿧ばれるように、本㉁

的には契約㛵ಀをᢅう⌮論で、もともとこれはཝᐦ

にはࢤー࣒⌮論の一ศ㔝であったので、ᚲࡎしも新

制度ὴ経῭学だけに⏝いられるものではない。ࡑの

┠的は、ఱらかの意ྥをᣢつ本ேが、ᑓ㛛的᝟ሗを

௦⌮ேが有している場ྜなど᝟ሗの非ᑐ⛠ᛶをకう

㛵ಀᛶの中で、௦⌮ேに㐺切に業務を㐙行させるた

めにはどのようなᡓ␎
㸬㸬

をとる࡭きかを᫂らかにする

ことである。もࢁࡕん「ሗ㓘の౯᱁」をᡓ␎とする

ようなศᯒを⪃えることもできるが、㔠㖹的な問題

に㑏ඖしなければならないᚲ↛ᛶはない。ࡑして、

方ἲ的には、経Ⴀ者・ᚑ業員間の契約（㞠⏝・⿕㞠

⏝）だけでなく、企業・ᾘ㈝者間、企業ྠ士間、㔠

⼥機㛵・企業間の契約等のศᯒにも⏝いうる（㟷木・

ዟ㔝編 1��6㸸�� 㡫）。130 は、ᚑ᮶の行政が担って

いた政策❧᱌と執行の୺体をࡑれࡒれศ㞳し、執行

୺体を外部໬して୧者の間に準ᕷ場的な➇த࣓࢝ࢽ

をࣝࢹがకう契約㛵ಀをᵓ⠏するというᨵ㠉࣒ࣔࢬ

᥇るので、政ᗓ̾学校間の 3$ 㛵ಀを᝿ᐃすることに

なるが、3$ ⌮論ࡑのものは、ぶ（ಖㆤ者）㹙本ே㹛̾

教ᖌ㹙௦⌮ே㹛㛵ಀを᝿ᐃしてศᯒしてもᵓわない

のである。౑いようによっては、子どもの教育に㛵

するᶒ㝈を有する「ぶ」とࡑの委クを受ける「教ᖌ」

の契約にᇶ࡙く学校経Ⴀのࣔࣝࢹ໬もできるかもし

れない⌮論なのである。世取山のᢈุは、⤖ᒁ、130
に⤌ࡳ㎸まれた 3$ ⌮論のࡳを見ているに過ぎない

ので、このようなⅬでも一㠃的なᢈุになっている

とゝわざるをえない。 
 このように、世取山が行う、教育学的な❧場から

ると大きく問題をᢪえるつ⠊に౫っている「新制ࡳ

度経῭学」というᢈุは、᰿本的な部ศにおいてㄗ

ゎが多いために、まるでᩛのいる方ゅにᙎをᨺって

いるだけで、⫢ᚰのᩛのጼをとらえていないために

┦手が⿕ᙎすることはない≧ἣと変わらࡎ、このま

までは㆟論は平行⥺を㎺る一方であることはやࡴを

得ないだࢁう。 
 ここまでは世取山の事実ㄗㄆを指᦬して、制度経

῭学をᢈุしきれていないⅬを論じてきたが、一方

で、本㉁的に世取山のᢈุが「ᕷ場୺義」であるⅬ

にྥかっていることは引き受けなければならない。

こで、ẚ㍑制度ศᯒがいかに「ᕷ場ありき」ではࡑ

ないかを♧すことにしよう。例えば、ẚ㍑制度ศᯒ

では、経῭学的にࡳてຠ⋡的でない制度の⤌（制度

㓄⨨）もྜ⌮的かつ安ᐃ的に存ᅾしうる場ྜがある

ことをも論ドする。また、業✀によっては、⟶⌮部

㛛による一ඖ的な᝟ሗ⟶⌮に特ᚩ௜けられるࣄエラ

ࣝ࢟ーᆺ⤌⧊でない⤌⧊ᙧែの࡯うが᝟ሗຠ⋡ᛶの

㠃でඃ఩な場ྜがあるという▱見（㟷木・ዟ㔝編

1��6㸸第 � ❶）もある。これが♧すことからもわか

るように、ẚ㍑制度ศᯒでは、ྠじᕷ場⎔ቃの中に

も、」ᩘの⤌⧊ᙧែが発生しうることを᝿ᐃする。

これは、ᕷ場の中で企業が生じ、3$ 㛵ಀをタᐃする

から、ᚲ↛的に㝵ᒙが発生するという世取山がᢈุ

的に取り上げる「1,(」の㆟論（世取山 �00�㸸�1 㡫）

をྰᐃするものである。ࡑして、このような▱見が

存ᅾする⌮⏤は、ẚ㍑制度ศᯒが、ࡑもࡑも、新ྂ

඾ὴ経῭学のᶆ準的なᕷ場⌮論では༑ศにㄝ᫂され

ていなかった「日本ᆺ経῭ࢩステ࣒」が、ᕷ場中ᚰ

の経῭ࢩステ࣒とྠ様に、経῭的にྜ⌮的な࣓࢝ࢽ

を有する制度であることの論ドであったことに࣒ࢬ

⏤᮶するからである。しかも、ẚ㍑制度ศᯒのึ期

（1��0 年௦）における͆ 正⤫ὴ経῭学にᑐするᢈุ

的問題意㆑ （͇㟷木 �00�㸸� 㡫）として᫂ゝされる一

㐃の記㏙の中には、当᫬の日本の経῭ࢩステ࣒のື

17
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ྥにᑐするᠱᛕが表᫂されており、これは先㏙の筆

者の問題意㆑とඹ㏻するものがある。ここではかな

り長くはなるが、あえてヱ当のಶᡤを引⏝すること

で、Ỵして、ࡑれが筆者の「ዲ意的」ゎ㔘ではない

ことを♧しておくことにしたい。 

͆バࣝࣈᔂቯまでは「ア࣓ࣜ࢝に学ࡪものは、もは

やなし」と㇦ㄒしていた論ቭや࣐ス࣓ࢹィアは、今

や世をᣲげてのつ制⦆࿴の大論㝕をはっている。ま

た、ᙼらによれば、終身㞠⏝制も、年ຌᗎิ制も、

࣓イࣥバࣥࢡ制度も、これまで日本経῭のᙉࡳをᨭ

えてきたと見なされるこれらのㅖ制度は、今やᔂቯ

にྥかいつつあるという。これらの制度体⣔は経῭

の࢟ࣕࢳࢵアࣉࢵのẁ㝵には☜かに有ຠであったか

もしれない。しかし、㹙͐㹛（➇த力をኻいつつある㸸

引⏝者）日本のࢩステ࣒は、より自⏤な➇தをチ容

し、開発の創㐀ᛶと企業ᐙ的⬟力の発᥹をはࡄくࡴ

ようなものに自ᕫᨵ㠉をとげなければ、ࡑのά力は

ኻわれるであࢁう、と。／だが、つ制⦆࿴と日本的

㞠⏝័行の終↉の後にくるࢩステ࣒はどのようなも

のであるのか。これらの論者によれば、ࡑのᵓᅗは

ᚲࡎしも᫂らかでない。おࡑらくアࣥࣟࢢ・ア࣓ࣜ

ステ࣒のいくつかの特ᚩ㹙͐㹛が、ᬯ㯲のࢩ・ࣥ࢝

手本になっているのであࢁう。しかし、㹙͐㹛はたし

てࡑれ（日本経῭㸸引⏝者）はアࣥࣟࢢ・ア࣓ࣜ࢝

ࣥのࣔࣝࢹの✚ᴟ㠃をいくつか取り㎸ࡳさえすれば、

世⏺経῭にᑐし得㞴い経῭฼┈をᥦ౪し、ࡑこにẚ

㍑ඃ఩を☜❧しうるようなࢩステ࣒に、自ᕫᨵ㠉を

なしとげられるのだࢁうか。／アࣥࣟࢢ・ア࣓ࣜ࢝

ステ࣒は、新つ参入にᑐしてᐶ大であるといࢩ・ࣥ

っても、まったくつ制をḞいたࢩステ࣒でないこと

はゝうまでもない。ࡑれはࡑれなりにᅛ有のつ制の

体⣔のもとで生成してきたࢩステ࣒である。㹙͐㹛／

一⯡に、つ制の体⣔は、ࢩステ࣒の௚の要⣲とࡑれ

なりの内部ᩚྜᛶをᣢつときに、ࢩステ࣒のാきを

助ける㹙͐㹛。したがって、ある一ᐃのࢩステ࣒をᨭ

えているつ制の体⣔が、௚のࢩステ࣒をᨭえている

つ制の体⣔に㏆寄っていけるのか、あるいは、ࡑれ

らが஫いにᩚྜ的な新しい体⣔に⼥ྜしうるのか、

ᚲࡎしも自᫂の事᯶にはᒓさないのである。㹙͐㹛／

このように⪃えてくると、日本の経῭ࢩステ࣒が、

新しいᅜ際⎔ቃに㐺ᛂした自ᕫ生成をとげていくに

は、ただ㜌㞼に「つ制⦆࿴」をኌ高にྉࡪだけでは

㥏┠ではないかとも᱌じられるのである。また、日

本のࢩステ࣒は、しだいにアࣥࣟࢢ・ア࣓ࣜ࢝ࣥ・

れがᮃましいこࡑステ࣒に㏆࡙きうるのか、またࢩ

とであるのかも、ᨵめて⪃え┤されࡡばならないよ

うに思われる。͇（㟷木 �00��㸸����� 㡫） 

 ௨上の引⏝⟠ᡤからは、ẚ㍑制度ศᯒがᚲࡎしも

「ᕷ場」を前ᥦに㆟論を行わないことが᫂ⓑであࢁ

う。また、これは 1��� 年の発表であるから、すでに

�0 年௨上も前の問題意㆑を引⏝したことになる。し

かし、この指᦬は今日も౫↛として話題となるよう

なものであり、経῭だけに当てはまる問題とはゝえ

ない。バࣝࣈᔂቯ௨㝆、政治も経῭も、ࡑして教育

もࢩステ࣒ࣞ࣋ࣝで不ᩚྜを生じているというのが

社会一⯡における見方であり、とりわけ㜌㞼なᨵ㠉

のᮎ、⌧場が⑂ᘢしてきた教育の⌧≧を見つめると

き、上記に♧した問題意㆑に༶して、日本ᆺの教育

制度をᵓ㐀的に検討する㏿やかなศᯒが不ྍḞとな

、う。日本ᆺの教育制度を問題にする場ྜに㝈ればࢁ

ẚ㍑制度ศᯒが日本ᆺ経῭ࢩステ࣒に㛵する▱見を

有するというⅬでも非ᖖに有⏝であࢁう。 
௨上が、ẚ㍑制度ศᯒをᯟ⤌ࡳとして᥇⏝す࡭き、

経῭学的な論ᣐである。ẚ㍑制度ศᯒは、ᚑ᮶、教

育（行政）学が問題としてきた「ᕷ場୺義」的なศ

ᯒに㝗らࡎ、また、学校内部のᵓ㐀にも㓄៖した㆟

論をྍ⬟にするものと⪃えられる。 

�Ѹ3㸬᪂࡞ࡓศᯒᯟ⤌ࡢࡳᚲせᛶ࡜政἞学ࡢ᪂ไᗘ論

 ⏤⌮࠸࡞࡛

次に、1�1㸬で㏙࡭たձの教育制度をᵓ㐀的・体⣔

的にศᯒするᚲ要ᛶのഃ㠃から㆟論を行う。ここで

の論Ⅼは、すでに教育行政学で⏝いられている方ἲ

やᯟ⤌ࡳによらࡎ、新たなᯟ⤌ࡳを導入す࡭き⌮⏤

である。とりわけ、政治学の新制度論とのᕪ異を問

題にしながら㆟論を行う。教育行政学の先行研究に

は、政治学の新制度論を参↷したඃれた研究として

㟷木ᰤ一（�00�）や村上（�011）などがすでに存ᅾ

する。方ἲ的にもᴫᛕ的にもẚ㍑制度ศᯒは、新制

度論とඹ㏻する部ศが多い中、なࡐ、新制度論では
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ྥにᑐするᠱᛕが表᫂されており、これは先㏙の筆

者の問題意㆑とඹ㏻するものがある。ここではかな

り長くはなるが、あえてヱ当のಶᡤを引⏝すること

で、Ỵして、ࡑれが筆者の「ዲ意的」ゎ㔘ではない

ことを♧しておくことにしたい。 
  
͆バࣝࣈᔂቯまでは「ア࣓ࣜ࢝に学ࡪものは、もは

やなし」と㇦ㄒしていた論ቭや࣐ス࣓ࢹィアは、今

や世をᣲげてのつ制⦆࿴の大論㝕をはっている。ま

た、ᙼらによれば、終身㞠⏝制も、年ຌᗎิ制も、

࣓イࣥバࣥࢡ制度も、これまで日本経῭のᙉࡳをᨭ

えてきたと見なされるこれらのㅖ制度は、今やᔂቯ

にྥかいつつあるという。これらの制度体⣔は経῭

の࢟ࣕࢳࢵアࣉࢵのẁ㝵には☜かに有ຠであったか

もしれない。しかし、㹙͐㹛（➇த力をኻいつつある㸸

引⏝者）日本のࢩステ࣒は、より自⏤な➇தをチ容

し、開発の創㐀ᛶと企業ᐙ的⬟力の発᥹をはࡄくࡴ

ようなものに自ᕫᨵ㠉をとげなければ、ࡑのά力は

ኻわれるであࢁう、と。／だが、つ制⦆࿴と日本的

㞠⏝័行の終↉の後にくるࢩステ࣒はどのようなも

のであるのか。これらの論者によれば、ࡑのᵓᅗは

ᚲࡎしも᫂らかでない。おࡑらくアࣥࣟࢢ・ア࣓ࣜ

ステ࣒のいくつかの特ᚩ㹙͐㹛が、ᬯ㯲のࢩ・ࣥ࢝

手本になっているのであࢁう。しかし、㹙͐㹛はたし

てࡑれ（日本経῭㸸引⏝者）はアࣥࣟࢢ・ア࣓ࣜ࢝

ࣥのࣔࣝࢹの✚ᴟ㠃をいくつか取り㎸ࡳさえすれば、

世⏺経῭にᑐし得㞴い経῭฼┈をᥦ౪し、ࡑこにẚ

㍑ඃ఩を☜❧しうるようなࢩステ࣒に、自ᕫᨵ㠉を

なしとげられるのだࢁうか。／アࣥࣟࢢ・ア࣓ࣜ࢝

ステ࣒は、新つ参入にᑐしてᐶ大であるといࢩ・ࣥ

っても、まったくつ制をḞいたࢩステ࣒でないこと

はゝうまでもない。ࡑれはࡑれなりにᅛ有のつ制の

体⣔のもとで生成してきたࢩステ࣒である。㹙͐㹛／

一⯡に、つ制の体⣔は、ࢩステ࣒の௚の要⣲とࡑれ

なりの内部ᩚྜᛶをᣢつときに、ࢩステ࣒のാきを

助ける㹙͐㹛。したがって、ある一ᐃのࢩステ࣒をᨭ

えているつ制の体⣔が、௚のࢩステ࣒をᨭえている

つ制の体⣔に㏆寄っていけるのか、あるいは、ࡑれ

らが஫いにᩚྜ的な新しい体⣔に⼥ྜしうるのか、

ᚲࡎしも自᫂の事᯶にはᒓさないのである。㹙͐㹛／

このように⪃えてくると、日本の経῭ࢩステ࣒が、

新しいᅜ際⎔ቃに㐺ᛂした自ᕫ生成をとげていくに

は、ただ㜌㞼に「つ制⦆࿴」をኌ高にྉࡪだけでは

㥏┠ではないかとも᱌じられるのである。また、日

本のࢩステ࣒は、しだいにアࣥࣟࢢ・ア࣓ࣜ࢝ࣥ・

れがᮃましいこࡑステ࣒に㏆࡙きうるのか、またࢩ

とであるのかも、ᨵめて⪃え┤されࡡばならないよ

うに思われる。͇（㟷木 �00��㸸����� 㡫） 
 
 ௨上の引⏝⟠ᡤからは、ẚ㍑制度ศᯒがᚲࡎしも

「ᕷ場」を前ᥦに㆟論を行わないことが᫂ⓑであࢁ

う。また、これは 1��� 年の発表であるから、すでに

�0 年௨上も前の問題意㆑を引⏝したことになる。し

かし、この指᦬は今日も౫↛として話題となるよう

なものであり、経῭だけに当てはまる問題とはゝえ

ない。バࣝࣈᔂቯ௨㝆、政治も経῭も、ࡑして教育

もࢩステ࣒ࣞ࣋ࣝで不ᩚྜを生じているというのが

社会一⯡における見方であり、とりわけ㜌㞼なᨵ㠉

のᮎ、⌧場が⑂ᘢしてきた教育の⌧≧を見つめると

き、上記に♧した問題意㆑に༶して、日本ᆺの教育

制度をᵓ㐀的に検討する㏿やかなศᯒが不ྍḞとな

、う。日本ᆺの教育制度を問題にする場ྜに㝈ればࢁ

ẚ㍑制度ศᯒが日本ᆺ経῭ࢩステ࣒に㛵する▱見を

有するというⅬでも非ᖖに有⏝であࢁう。 
 ௨上が、ẚ㍑制度ศᯒをᯟ⤌ࡳとして᥇⏝す࡭き、

経῭学的な論ᣐである。ẚ㍑制度ศᯒは、ᚑ᮶、教

育（行政）学が問題としてきた「ᕷ場୺義」的なศ

ᯒに㝗らࡎ、また、学校内部のᵓ㐀にも㓄៖した㆟

論をྍ⬟にするものと⪃えられる。 
 
�Ѹ3㸬᪂࡞ࡓศᯒᯟ⤌ࡢࡳᚲせᛶ࡜政἞学ࡢ᪂ไᗘ論

 ⏤⌮࠸࡞࡛

 次に、1�1㸬で㏙࡭たձの教育制度をᵓ㐀的・体⣔

的にศᯒするᚲ要ᛶのഃ㠃から㆟論を行う。ここで

の論Ⅼは、すでに教育行政学で⏝いられている方ἲ

やᯟ⤌ࡳによらࡎ、新たなᯟ⤌ࡳを導入す࡭き⌮⏤

である。とりわけ、政治学の新制度論とのᕪ異を問

題にしながら㆟論を行う。教育行政学の先行研究に

は、政治学の新制度論を参↷したඃれた研究として

㟷木ᰤ一（�00�）や村上（�011）などがすでに存ᅾ

する。方ἲ的にもᴫᛕ的にもẚ㍑制度ศᯒは、新制

度論とඹ㏻する部ศが多い中、なࡐ、新制度論では
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問題なのかを論じていく。 
 まࡎ、教育制度をᵓ㐀的・体⣔的にศᯒする方ἲ

を論じるに際し、伝⤫的な教育行政学における教育

制度のศᯒ手ἲには、ἲ制度をゎ㔘するというもの

があるが、本稿でこうしたアࣟࣉーࢳをᢈุする⌮

⏤を㏙࡭ることからጞめる。 
 第 1 に、ここでのᵓ㐀的・体⣔的がఱをさすかと

いう問題でもあるが、1�1㸬ཬࡧ 1��㸬で論じた、今、

ᚲ要なศᯒとは、⌧実をࣔࣝࢹ໬し、⌧に存ᅾし、

機⬟している制度の⥲体的なᵓ㐀をᢕᥱすることで

ある。ࡑれは、どのような᮲௳がྛ制度の実ຠ໬や

安ᐃ໬に寄୚しているかをᤊえることであり、実ド

に⪏えうるものでなければならない。無論、「᠇ἲ̺

教育ᇶ本ἲのもとに学校教育ἲがあり、ྠἲとྠ᪋

行௧・᪋行つ๎がᐃめるㅖつᐃにより、学校は制度

໬される。ࡑこに໅めるබ❧学校の教員は、地方බ

務員であるが教育බ務員特例ἲによって͐」という

ලྜに、ἲ体⣔としてᵓ㐀的・体⣔的に教育制度を

⌮ゎすることはできる。だが、ࡑのような体⣔が⌧

実にどのように機⬟しているかをศᯒするには、別

のᇶ準や作業がᚲ要となる。ࡑこで、伝⤫的に行わ

れてきたように「教育的なつ⠊」に౫ᣐして㆟論を

行ってしまうと、⌧実に存する制度をྰᐃ的に論じ

る௨上のことができなかったり、あるいは、௚の㡿

ᇦにᑐするㄝ得的な㆟論が成❧しなくなったりして

しまうだࢁう。 
 第 � に、より᰿※的な問題として、ἲ制度をᑐ㇟

とする㝈りは、成文໬されたἲ௧しかศᯒすること

ができないという問題がある。だが、一⯡に制度と

࿧ばれるものが、全てἲ௧につᐃされているとは㝈

らないというのが、今日の社会科学における制度ほ

である。これまでにゝཬしたノースにしても制度を

ー࣐ࣝなࣝーࣝ（政治的・ྖἲ的ࣝーࣝから契࢛ࣇ

約上のࣝーࣝまで）とイ࢛ࣥࣇー࣐ࣝな制約（័⩦

等）に区別する（ノース 1��0 1���㸸�� ������ 6��63
㡫）。このようなⅬでも、ἲ制だけのศᯒではもはや

㏻⏝しないとゝえる。 
 ௨上が、伝⤫的な方ἲにᢈุ的な⌮⏤であるが、

特に第 1 の論Ⅼは、政治学や行政学のᯟ⤌ࡳで教育

行政のศᯒを行う「教育の行政学」の❧場にもඹ㏻

する部ศであࢁう。特に、この中には政治学の新制

度論を⏝いた先行研究が存ᅾする。政治学の新制度

論には、新制度ὴ経῭学（特にノース）のᙳ㡪を受

けているため、ẚ㍑制度ศᯒにもᴫᛕ的にかなり㏆

い部ศがある。ࡑこで、なࡐ、すでにඃれた先行研

究が存ᅾするにもかかわらࡎ、政治学の新制度論で

は不༑ศで、わざわざより㞴ゎなẚ㍑制度ศᯒを導

入するᚲ要があるのか、を論じていくことにしよう。 
 はじめに、政治学における新制度論を⡆༢にᩚ⌮

しておく。これは、ࡑのアࣟࣉーࢳの㐪いから大き

く、ྜ⌮的㑅ᢥ制度論、Ṕྐ的制度論、社会学的制

度論の 3 つにศ㢮できる。ᘓᯘはこれらのඹ㏻Ⅼと

して௨下の 3 Ⅼを指᦬する。すなわࡕ、ձ⌮論໬指

ྥで、制度は政治的、社会的ᖐ⤖をㄝ᫂するための

ㄝ᫂変ᩘ、፹介変ᩘ、または⿕ㄝ᫂変ᩘとして、ࡑ

れがいかにᙧ成、⥔ᣢされ、変໬したのかというㄝ

᫂が┠指されるղ制度がὀ┠されるとྠ᫬に、ࡑれ

によって導かれる政治的、社会的ᖐ⤖がὀ┠される

ճẚ㍑研究であるという 3 Ⅼである（ᘓᯘ 1���㸸
�3��� 㡫）。௚にも、これらはアࢱࢡーの行ືへの制

度のᙳ㡪をศᯒの中ᚰに⨨くという指᦬もある（⛅

ྜྷ・ఀ⸨・໭山 �010）。 
についてのᴫㄝはここではࢳーࣟࣉれのアࡒれࡑ

最ప㝈にとどめるが、まࡎ、ྜ⌮的㑅ᢥ制度論は、

これら 3 つのうࡕで最もᩘ⌮的・⤫計的手ἲを⏝い

たศᯒへと⢭⦓໬されている。௬ㄝ導ฟの過程でࢤ

ー࣒⌮論によることもある（村ᯇ �001㸸136 㡫）が、

」ᩘᆒ⾮の発生はඞ᭹す࡭き問題Ⅼとされる場ྜも

ある（ᘓᯘ 1���㸸�0 㡫）。さらに、（1）ྛアࢱࢡー

は自らの฼┈を最大໬するためにྜ⌮的㑅ᢥを行う

という௬ᐃを⨨く、（�）制度をබ式の制度に㝈ᐃし、

制度と⤌⧊とを区ศするという制約もある。ࡑして、

制度は฼┈ㄪᩚの⤖果とゎ㔘されるため、制度タ計

のศᯒもなされる（⛅ྜྷ・ఀ⸨・໭山࣒ࢬࢽ࣓࢝

�010）。このようなྜ⌮的㑅ᢥ制度論には、㟼学的で

㏻᫬的なᒎ開を無どしているというᢈุがある。ࡑ

こで制度ᙧ成や制度変໬についてṔྐ的経⦋からᢅ

うのがṔྐ的制度論である。 
 Ṕྐ的制度論は、アーࢧーらの正のࣇィードバࢵ

཰✭㏴ቑ論やノースの新制度ὴ経῭学の⌮論の・ࢡ

ᙳ㡪をᙉく受けて成❧している（ࣆアࣥࢯ

�00� �010㸸�1�6� 㡫）。ࡑこでは、Ṕྐ的経㊰౫存

19
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とࣟࢡࢵイࣥຠ果、」ᩘᆒ⾮、ࢱイ࣑ࣥࢢと㓄ิと

いったㅖᴫᛕが指᦬され、経㊰౫存の࣓࣒࢝ࢬࢽは

ᇶ本的に正のࣇィードバࢡࢵと཰✭㏴ቑによりㄝ᫂

される。 
 社会学的制度論は、⤌⧊論を⫼ᬒに、アࢱࢡーが

特ᐃの行ືを㑅ᢥする「ㄆ㆑」にᑐする制度のᙳ㡪

のศᯒを中᰾とし、社会の文໬、つ⠊、័⩦といっ

た非බ式の制度に╔┠する。ࡑして、異なる⎔ቃ下

にある⤌⧊がྠ様のᵓ㐀を㑅ᢥするྠᆺ໬

（LVRPRUSKLVP）と࿧ばれるような社会⌧㇟が発生す

るࢭࣟࣉスがศᯒᑐ㇟である（⛅ྜྷ・ఀ⸨・໭山

�010）。 
 このような新制度論の 3 つのアࣟࣉーࢳとẚ㍑す

ると、本稿で検討するẚ㍑制度ศᯒは、これらをᢡ

⾺したような特ᚩを有しているとゝえる。ẚ㍑制度

ศᯒはࢤー࣒⌮論を⏝いてᐃ式໬するⅬで、ᇶ本的

に฼┈に╔║するためྜ⌮的㑅ᢥ制度論に発᝿はఝ

ているが、ẚ㍑制度ศᯒがᢅう制度は័⩦や⤌⧊も

制度にྵࡴので、ᐃ式໬次第で社会学的制度論の制

度もศᯒᑐ㇟になる。しかし、ẚ㍑制度ศᯒの制度

は、ࣞࣉイࣖーྠ士のࢤー࣒からᆒ⾮として⌧れ、

ඹ有ண᝿となって自ᕫᣊ᮰໬していくもので、「制度

の㐃⤖」の存ᅾから、௚の制度のᙳ㡪で別の制度の

ᙧែが方ྥ௜けられるという見ゎを᥇るので、ྠᆺ

໬のようなᴫᛕの導入はᚲࡎしも行わない。ẚ㍑制

度ศᯒは、Ṕྐ的制度論や社会学的制度論にᑐして、

ẚ㍑的導入するᴫᛕがᑡないと指᦬できるが、ࡑの

⌮⏤は、制度を内生的に㆟論するために、大部ศを

ー࣒内のᵓ㐀にᚑって、制度໬・制度進໬が㉳こࢤ

ることを⌮論໬しているからである。経㊰౫存もᢅ

い、ࡑれはṔྐ的制度論における⌮ゎに㏆いが、཰

✭㏴ቑにはᢈุ的で、ࡑの࣓࣒࢝ࢬࢽの原ᅉには཰

✭㏴ቑのࡳならࡎ、㏻᫬的な制度の㐃⤖の存ᅾも㔜

要であることを指᦬する（㟷木 �001㸸��10 ❶）。 
さて、このように指᦬するまでもなく、ྜ⌮的㑅

ᢥ制度論とṔྐ的制度論自体が新制度ὴ経῭学のᙳ

㡪で成❧した政治学のアࣟࣉーࢳであるためにẚ㍑

制度ศᯒとఝた特ᚩを♧すのは当↛だという見方も

あるかもしれない。このままでは、なࡐ教育制度ศ

ᯒにẚ㍑制度ศᯒを導入するのかという␲問はᾘえ

ないだࢁう。この␲問にᑐするᛂ⟅を➃的に㏙࡭れ

ば、教育制度の中には、政治学ではアࣟࣉーࢳでき

ない、あるいは、経῭学的なアࣟࣉーࢳを᥇⏝した

方がより⌧実に㏕るศᯒが行いやすい場ྜがあると

⪃えるからである。とりわけ、実᪋上、アࢱࢡー（ࣉ

ࣞイࣖー）の経῭的行ືが㛵㐃するような制度の場

ྜが問題である。௨下では、㟷木ᰤ一（�00�）と村

上（�011）にᚑい、政治学の新制度論がどのような

意ᅗで教育行政学に導入され、どのようなศᯒをᥦ

౪したかを⡆༢に検討する。ࡑの上で、問題Ⅼを指

᦬し、この␲問のゎᾘをᅗることにする。 
 はじめに政治学の新制度論が᥇⏝されるに⮳った

⫼ᬒであるが、まࡎ、㟷木ᰤ一も村上も、実ド指ྥ

の教育行政研究にඹ㏻するように、ᚑ᮶の教育行政

学・教育ἲ学におけるἲゎ㔘的制度論が、㟼ែ的で、

ἲ制がࡑのままに制度の実ែであるという前ᥦに❧

っているⅬをᢈุすることからጞまる（㟷木ᰤ一

�00�㸸��1� 㡫㸹村上 �011㸸�6��0 㡫）。ࡑの上で、㟷

木ᰤ一の場ྜには、政策実᪋の「実ែ」を᫂らかに

することのᚲ要ᛶが政治学や行政学の内部でもㄝか

れており、ࡑの中で新制度論が行ື論的政策過程ศ

ᯒをᢈุしたという事実を受けて、教育行政学でも

制度的制約を加味したศᯒのᚲ要ᛶを୺ᙇする（㟷

木ᰤ一 �00�㸸���0 㡫）。一方、村上は、教育委員会

制度の「安ᐃ໬」という先行研究での検討が不༑ศ

な問題にᑐして、ࡑのᅉ果的࣓࣒࢝ࢬࢽのゎ᫂に㐺

したᯟ⤌ࡳとして、新制度論の㑅ᢥに⮳る（村上

�011㸸3��3�� �0��� 㡫）。 
 次に政治学の新制度論がもたらした▱見を検討す

る。㟷木ᰤ一（�00�）は政策実᪋論の文⬦でなされ

た研究であるので、ᚲࡎしも新制度論を全㠃的にᢲ

しฟしたศᯒになっているわけではないが、「制度」

のᴫᛕ໬で新制度論のᙳ㡪を受けており、制度・「制

度」�がㅖアࢱࢡーの行Ⅽを制約する⊂❧変ᩘとして

ᢅわれている。ࡑして、このศᯒの中では、教育政

策の実᪋過程には฼┈ᅋ体の存ᅾが指᦬され、ࡑの

実᪋上行政的、政治的にᙳ㡪力を有する㔜要なアࢡ

ーとして機⬟していることが♧されている（㟷木ࢱ

ᰤ一 �00�㸸第 � ❶）。 
 村上（�011）の場ྜには、教育委員会制度の「安

ᐃ໬」のศᯒにྜ⌮的㑅ᢥ制度論を᥇⏝することが

ᐉゝされている（村上 �011㸸�1 㡫）。ࡑの⌮⏤とし

20
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とࣟࢡࢵイࣥຠ果、」ᩘᆒ⾮、ࢱイ࣑ࣥࢢと㓄ิと

いったㅖᴫᛕが指᦬され、経㊰౫存の࣓࣒࢝ࢬࢽは

ᇶ本的に正のࣇィードバࢡࢵと཰✭㏴ቑによりㄝ᫂

される。

社会学的制度論は、⤌⧊論を⫼ᬒに、アࢱࢡーが

特ᐃの行ືを㑅ᢥする「ㄆ㆑」にᑐする制度のᙳ㡪

のศᯒを中᰾とし、社会の文໬、つ⠊、័⩦といっ

た非බ式の制度に╔┠する。ࡑして、異なる⎔ቃ下

にある⤌⧊がྠ様のᵓ㐀を㑅ᢥするྠᆺ໬

（LVRPRUSKLVP）と࿧ばれるような社会⌧㇟が発生す

るࢭࣟࣉスがศᯒᑐ㇟である（⛅ྜྷ・ఀ⸨・໭山

�010）。
このような新制度論の 3 つのアࣟࣉーࢳとẚ㍑す

ると、本稿で検討するẚ㍑制度ศᯒは、これらをᢡ

⾺したような特ᚩを有しているとゝえる。ẚ㍑制度

ศᯒはࢤー࣒⌮論を⏝いてᐃ式໬するⅬで、ᇶ本的

に฼┈に╔║するためྜ⌮的㑅ᢥ制度論に発᝿はఝ

ているが、ẚ㍑制度ศᯒがᢅう制度は័⩦や⤌⧊も

制度にྵࡴので、ᐃ式໬次第で社会学的制度論の制

度もศᯒᑐ㇟になる。しかし、ẚ㍑制度ศᯒの制度

は、ࣞࣉイࣖーྠ士のࢤー࣒からᆒ⾮として⌧れ、

ඹ有ண᝿となって自ᕫᣊ᮰໬していくもので、「制度

の㐃⤖」の存ᅾから、௚の制度のᙳ㡪で別の制度の

ᙧែが方ྥ௜けられるという見ゎを᥇るので、ྠᆺ

໬のようなᴫᛕの導入はᚲࡎしも行わない。ẚ㍑制

度ศᯒは、Ṕྐ的制度論や社会学的制度論にᑐして、

ẚ㍑的導入するᴫᛕがᑡないと指᦬できるが、ࡑの

⌮⏤は、制度を内生的に㆟論するために、大部ศを

ー࣒内のᵓ㐀にᚑって、制度໬・制度進໬が㉳こࢤ

ることを⌮論໬しているからである。経㊰౫存もᢅ

い、ࡑれはṔྐ的制度論における⌮ゎに㏆いが、཰

✭㏴ቑにはᢈุ的で、ࡑの࣓࣒࢝ࢬࢽの原ᅉには཰

✭㏴ቑのࡳならࡎ、㏻᫬的な制度の㐃⤖の存ᅾも㔜

要であることを指᦬する（㟷木 �001㸸��10 ❶）。

さて、このように指᦬するまでもなく、ྜ⌮的㑅

ᢥ制度論とṔྐ的制度論自体が新制度ὴ経῭学のᙳ

㡪で成❧した政治学のアࣟࣉーࢳであるためにẚ㍑

制度ศᯒとఝた特ᚩを♧すのは当↛だという見方も

あるかもしれない。このままでは、なࡐ教育制度ศ

ᯒにẚ㍑制度ศᯒを導入するのかという␲問はᾘえ

ないだࢁう。この␲問にᑐするᛂ⟅を➃的に㏙࡭れ

ば、教育制度の中には、政治学ではアࣟࣉーࢳでき

ない、あるいは、経῭学的なアࣟࣉーࢳを᥇⏝した

方がより⌧実に㏕るศᯒが行いやすい場ྜがあると

⪃えるからである。とりわけ、実᪋上、アࢱࢡー（ࣉ

ࣞイࣖー）の経῭的行ືが㛵㐃するような制度の場

ྜが問題である。௨下では、㟷木ᰤ一（�00�）と村

上（�011）にᚑい、政治学の新制度論がどのような

意ᅗで教育行政学に導入され、どのようなศᯒをᥦ

౪したかを⡆༢に検討する。ࡑの上で、問題Ⅼを指

᦬し、この␲問のゎᾘをᅗることにする。

はじめに政治学の新制度論が᥇⏝されるに⮳った

⫼ᬒであるが、まࡎ、㟷木ᰤ一も村上も、実ド指ྥ

の教育行政研究にඹ㏻するように、ᚑ᮶の教育行政

学・教育ἲ学におけるἲゎ㔘的制度論が、㟼ែ的で、

ἲ制がࡑのままに制度の実ែであるという前ᥦに❧

っているⅬをᢈุすることからጞまる（㟷木ᰤ一

�00�㸸��1� 㡫㸹村上 �011㸸�6��0 㡫）。ࡑの上で、㟷

木ᰤ一の場ྜには、政策実᪋の「実ែ」を᫂らかに

することのᚲ要ᛶが政治学や行政学の内部でもㄝか

れており、ࡑの中で新制度論が行ື論的政策過程ศ

ᯒをᢈุしたという事実を受けて、教育行政学でも

制度的制約を加味したศᯒのᚲ要ᛶを୺ᙇする（㟷

木ᰤ一 �00�㸸���0 㡫）。一方、村上は、教育委員会

制度の「安ᐃ໬」という先行研究での検討が不༑ศ

な問題にᑐして、ࡑのᅉ果的࣓࣒࢝ࢬࢽのゎ᫂に㐺

したᯟ⤌ࡳとして、新制度論の㑅ᢥに⮳る（村上

�011㸸3��3�� �0��� 㡫）。

次に政治学の新制度論がもたらした▱見を検討す

る。㟷木ᰤ一（�00�）は政策実᪋論の文⬦でなされ

た研究であるので、ᚲࡎしも新制度論を全㠃的にᢲ

しฟしたศᯒになっているわけではないが、「制度」

のᴫᛕ໬で新制度論のᙳ㡪を受けており、制度・「制

度」�がㅖアࢱࢡーの行Ⅽを制約する⊂❧変ᩘとして

ᢅわれている。ࡑして、このศᯒの中では、教育政

策の実᪋過程には฼┈ᅋ体の存ᅾが指᦬され、ࡑの

実᪋上行政的、政治的にᙳ㡪力を有する㔜要なアࢡ

ーとして機⬟していることが♧されている（㟷木ࢱ

ᰤ一 �00�㸸第 � ❶）。

村上（�011）の場ྜには、教育委員会制度の「安

ᐃ໬」のศᯒにྜ⌮的㑅ᢥ制度論を᥇⏝することが

ᐉゝされている（村上 �011㸸�1 㡫）。ࡑの⌮⏤とし

� 
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て、行政⤌⧊のᙧ成・Ỵᐃに㛵する政治学的なศᯒ

ではྜ⌮的㑅ᢥ制度論が多く⏝いられること、ᑡな

い変ᩘで༢⣧な前ᥦにᇶ࡙き、᫂ᛌで㤳ᑿ一㈏した

㆟論をᒎ開できること（ྠ㸸�� 㡫）の � Ⅼがᣲげら

れている。このᯟ⤌ࡳのもとで、村上は、教育委員

会制度の存ᗫに㛵する制度㑅ᢥの要ᅉに、ձ自治省

や地方භᅋ体等の地方自治下఩政ᗓの無どできない

政治的な࣓ࣜࢵトの存ᅾղ地方政ᗓ内部の㆟会と㤳

長の㛵ಀᛶという政治的要ᅉがᙉくᙳ㡪しているこ

とを、⤫計的な手ἲも⏝いて論ドしている。 
 これらの政治学の新制度論を⏝いた研究にඹ㏻す

るのは、ྛ制度の実᪋や安ᐃ໬に㛵わる政治的アࢡ

。ーのᙳ㡪力や฼┈のྠᐃがなされているⅬであるࢱ

このように政治学による場ྜは、政治的アࢱࢡーが、

政治的にどのような制度的制約を受け、制度的・政

策的ᖐ⤖をもたらすのかというศᯒを┠的とするこ

とになる。筆者もまた、᪤㏙のように、これらの研

究が᰿ᕪす問題意㆑をඹ有するが、制度の実ែに㏕

るという課題は、こうした政治学的なアࣟࣉーࢳの

 。でゎỴし得ないと⪃えるものであるࡳ
 例えば、教科᭩の制度を⪃えてࡳよう。政治学的

なアࣟࣉーࢳでは、検ᐃ制や⤥௜制がἲ௧上につᐃ

される制度としていかに存⥆してきたかを、ࡑの⫼

後にあるᶒ力㓄⨨や฼┈ᅋ体の存ᅾから᫂らかにす

ることはできるかもしれない。しかし、なࡐ、これ

だけのつ制が存ᅾするにもᣊらࡎ、Ẹ間発行者が教

科᭩ᕷ場に参入し⥆けるのか、ࡑして、どうして多

くの教科が発行者不ᅾによる文部（科学）省ⴭ作教

科᭩の౑⏝（学校教育ἲ 3� ᮲）、すなわࡕᅜᐃ໬に

⮳らなかったのか、というような問題は経῭の問題

である。᫖今話題の᥇ᢥ不正問題も文科省と、᥇ᢥ

者と企業との間のࣔࢢࣥࣜࢱࢽ問題であるので、政

治問題໬するものではあっても、問題の᰿※は経῭

的な要ᅉにồめる࡭きであࢁう。あるいは、政策的

介入の問題を⪃えるならば、「೫ᕪ್㏣ᨺ」のኻᩋの

ような例をᣲげることもできるだࢁう。1��0 年௦に

行われたᝏྡ高き「೫ᕪ್」の㏣ᨺは、⤖果的に見

れば、「೫ᕪ್」を学校の外部に㏣いやっただけで、

ᖜを฼かせて生きṧっていࡎの外ഃでは┦変わらࡑ

るというఱとも⓶⫗なものである。この問題を⪃え

るには、なࡐ、බ的に制度として᥇⏝されていたわ

けではないのに社会に一⯡໬したのか、という課題

に取り⤌まなければならࡑ、ࡎれを᫂らかにしてึ

めて、政策介入の無ຠ໬が生じた本㉁に㏕れるとい

うものであࢁう。ࡑして、⌧ᅾまで一㈏している生

ᚐ自身が㔠をᡶってでも೫ᕪ್を▱ࢁうという行Ⅽ

は、まさに᝟ሗᡓにおける฼得㏣ồ行ືという࡭き

ものであって、政治的要ᅉのᙳ㡪によるものではな

い。こうしたⅬにおいて、これらの制度は、政治と

いう外生的な変ᩘにより安ᐃ໬がᅗられているとい

うよりは、制度自体のᵓ㐀に⏤᮶する内生的な᮲௳

が安ᐃ໬をもたらしているྍ⬟ᛶが高い。ࡑれࡺえ、

制度ࡑれ自体のᵓ㐀から安ᐃᛶを᥈るには、政治学

的なアࣟࣉーࢳでは不༑ศと⪃えられるのである。

の意味で、教育制度の実ែに㏕るには、政治的なࡑ

ഃ㠃とྠ等程度、経῭的なഃ㠃からもアࣟࣉーࢳを

ヨࡳなければならないとゝえよう。 
 最後に、政治学の新制度論によらࡎ、ẚ㍑制度ศ

ᯒを᥇⏝す࡭き⌮⏤には、ẚ㍑制度ศᯒには「制度

の㐃⤖」という新制度論にはない⌮論的なᙉࡳが存

ᅾすることも指᦬しておかなければならない。ẚ㍑

制度ศᯒは、ಶ別の制度の特ᚩのࡳならࡎ、制度間

の㛵ಀを体⣔的に論じうる。」ᩘの制度が特ᐃの⤌

ྛ、わせで制度໬されているྜ⌮ᛶに㏕るにはྜࡳ

制度の特ᛶをᵓ㐀的にศᯒするᚲ要ᛶがある。にも

かかわらࡎ、これらを一ᣓりにして政治的要ᅉをồ

めたとこࢁで、⤖ᒁ、制度に内ᅾ的な問題をᯒฟす

るには⮳らないだࢁう。このⅬ「制度の㐃⤖」のᴫ

ᛕを⏝いれば、政治的な過程を介ᅾさせࡎに、制度

ྠ士の㛵ಀを᫂らかにすることもできる。このよう

なศᯒができれば、教育制度に⊂自的な特ᚩを♧す

一助にもなࢁう。 
 これが、教育制度のศᯒに際し、すでに先行研究

が存ᅾする政治学の新制度論によらࡎ、ẚ㍑制度ศ

ᯒを導入す࡭き⌮⏤である。なお、本⠇での୺ᙇは、

政治学の新制度論ではアࣟࣉーࢳしにくいᑐ㇟への

ศᯒᯟ⤌ࡳとして、ẚ㍑制度ศᯒの฼⏝を୺ᙇした

ものであって、政治学の新制度論によるศᯒࡑのも

のを問題どしたものではないことに␃意頂きたい。 

 ௨上、本❶を㏻じて、教育制度のศᯒにおいて、

経῭学的などぬからのศᯒがᚲ要であることを論じ

21
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た。これは、ᕷ場原⌮にᇶ࡙く制度論へのᑐᢠとい

う社会的な要ㄳによるものと、ศᯒにおいて政治学

のアࣟࣉーࢳがᅔ㞴な事例への経῭学的なഃ㠃から

のアࣟࣉーࢳのᚲ要ᛶという学術的な要ㄳによるも

のである。ࡑして、筆者は、௨上に㏙࡭たようなほ

Ⅼから、ẚ㍑制度ศᯒが、これらの要ㄳにᛂえるも

のであると⪃えている。ただし、まだ、ẚ㍑制度ศ

ᯒがいかなるものであるか、᩿∦的にしか論じてい

ない。ࡑこで、次❶では、ẚ㍑制度ศᯒの⌮論を体

⣔的にᴫほしよう。 

 
�� ẚ㍑ไᗘศᯒࡢᯟ⤌ࡳ 

 
 本❶では、ẚ㍑制度ศᯒの⌮論ᯟ⤌ࡳをᴫほする。

௨下、ㄞ者の౽を⪃えて、本文中ではᩘ式によらࡎ、

できる㝈り༢⣧໬した㆟論を行う。これは、ẚ㍑制

度ศᯒがいかに前❶で論じた問題Ⅼをඞ᭹するのに

㐺したᯟ⤌ࡳであるのか、ࡑの⌮論的特ᚩからᢕᥱ

することを┠的とするものであるが、ᇶ本的に㟷木

（�001）を紹介するものに過ぎないのでㄞࡳ㣕ばし

てもらってもᵓわない。 
 
���㸬ᴫせ 

 先㏙の㏻り、ẚ㍑制度ศᯒは日本ᆺ経῭ࢩステ࣒

のศᯒにጞまる。ẚ㍑制度ศᯒが体⣔໬していく過

程の、日本ㄒで入手できる௦表的なᅗ᭩を年௦順に

ᣲげれば、㟷木（1��� 1���）『日本経῭の制度ศᯒ』、

㟷木（1���）『経῭ࢩステ࣒の進໬と多ඖᛶ ẚ㍑制

度ศᯒᗎㄝ』、㟷木・ዟ㔝編（1��6）『経῭ࢩステ࣒

のẚ㍑制度ศᯒ』、㟷木（�001）『ẚ㍑制度ศᯒにྥ

けて』が指᦬ྍ⬟である。㟷木・ዟ㔝編（1��6）ま

でのⴭ作は、ᇶ本的に日本ᆺ経῭ࢩステ࣒を要⣲ご

とに検討することを㏻じて全体をศᯒ的に論じてい

るもので、意㆑されてはいるものの、ᚲࡎしもẚ㍑

制度ศᯒとしての一㈏した方ἲ論的ᯟ⤌ࡳをᣢって

いるわけではない。これらの後にⴭされる㟷木（�001）
では、ಶ別事例の検討にṆまらない経῭ศᯒの方ἲ

として一⯡໬したᯟ⤌ࡳがᥦ♧されており、これを

௨てẚ㍑制度ศᯒが制度経῭学の一⌮論として体⣔

໬したものと見なせる。ࡑの後、㟷木の制度論は、

これまでのศᯒをさらに⢭⦓໬していくとྠ᫬に、

経῭制度のࡳならࡎ、社会に存する制度全⯡をど㔝

に入れた「制度」⌮ゎのᯟ⤌ࡳのᵓ⠏が┠指されて

いく。このようにᒎ開してきたẚ㍑制度ศᯒである

が、本稿では、㟷木（�001）をẚ㍑制度ศᯒのᇶ本

ᯟ⤌ࡳとして中᰾的に検討を行っていく。ࡑして、

本⠇では、ẚ㍑制度ศᯒの研究課題とᇶ本的な⪃え

方を♧す。  
 ẚ㍑制度ศᯒのᇶ本的な研究課題は、͆第 1 に、（⌧

௦）経῭における全体的制度㓄⨨の」㞧ᛶと多様ᛶ

を、ある✀の」ᩘᆒ⾮として⌮ゎすること（ඹ᫬的
ࢡࢵࢽࣟࢡࣥࢩ

問題）、第 � に、ᆒ⾮としての制度ほとᩚྜ的なᯟ⤌

を⌮ゎするとྠ᫬࣒ࢬࢽの中で、制度進໬の࣓࢝ࡳ

に、新ወᛶが創発するྍ⬟ᛶをチ容すること

（㏻ ᫬ 的
ࢡࢵࢽࣟࢡイアࢲ

問題）である （͇㟷木 �001㸸� 㡫、ࣝࣅ

は原文）とされる。この⫼ᬒには、ノースがᴫᛕ໬

した「ࢤー࣒のࣝーࣝとしての制度」はどのような

場ྜに実ຠ໬されるか、という制度の実ຠ໬ྍ⬟ᛶ

の問題への㛵ᚰがある。㟷木は、次のように⥆ける。

͆実ຠ໬୺体6（HQIRUFHU）のฟ⌧によってであࢁう

か。しかし実ຠ໬୺体は、ᙼらが実ຠ໬す࡭きࢤー

࣒のࣝーࣝを実ຠ໬させるために、どのようにື機

࡙けられるのであࢁうか。⡆༢にゝえば、いかにし

て実ຠ໬୺体に㐺切な仕事を行わせることができる

か。この᥎論において無㝈後㏥（LQILQLWH UHJUHVVLRQ）
からᢤけฟすための㐨は、ࢤー࣒のࣝーࣝが、実ຠ

໬୺体をྵࡴ経῭୺体たࡕのᡓ␎的┦஫作⏝を㏻じ

て内生的に創ฟされ、⤖果的に自ᕫᣊ᮰的

（VHOI�HQIRUFLQJ�）となることを♧すことである。こ

のようなどⅬから制度にアࣟࣉーࢳする最もጇ当な

方ἲは、制度をࢤー࣒のᆒ⾮としてᴫᛕ໬すること

である。͇（㟷木 �001㸸� 㡫）こうして、ࢤー࣒⌮論

にᇶ࡙く制度ศᯒへと⮳るが、ࢤー࣒⌮論を⏝いる

⌮⏤は、௚にも͆ᪧ制度ὴ経῭学とは㐪って、われ

われは、༢に㇏富な制度の࢝ࢢࣟࢱを編集したり、

あるいは制度に㛵するアド࣍ࢡࢵなศ㢮を♧すので

はなく、ࡴしࢁ⤫一的なࢤー࣒⌮論的ᯟ⤌ࡳを⏝い

て制度的多様ᛶの※Ἠやྵ意にかんするศᯒをヨࡳ

る͇という意ᅗによるものである。͆ しかしながら、

さらに、われわれは、ࢤー࣒⌮論的ศᯒがࡑれ自体

22
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た。これは、ᕷ場原⌮にᇶ࡙く制度論へのᑐᢠとい

う社会的な要ㄳによるものと、ศᯒにおいて政治学

のアࣟࣉーࢳがᅔ㞴な事例への経῭学的なഃ㠃から

のアࣟࣉーࢳのᚲ要ᛶという学術的な要ㄳによるも

のである。ࡑして、筆者は、௨上に㏙࡭たようなほ

Ⅼから、ẚ㍑制度ศᯒが、これらの要ㄳにᛂえるも

のであると⪃えている。ただし、まだ、ẚ㍑制度ศ

ᯒがいかなるものであるか、᩿∦的にしか論じてい

ない。ࡑこで、次❶では、ẚ㍑制度ศᯒの⌮論を体

⣔的にᴫほしよう。 

 
�� ẚ㍑ไᗘศᯒࡢᯟ⤌ࡳ 

 
 本❶では、ẚ㍑制度ศᯒの⌮論ᯟ⤌ࡳをᴫほする。

௨下、ㄞ者の౽を⪃えて、本文中ではᩘ式によらࡎ、

できる㝈り༢⣧໬した㆟論を行う。これは、ẚ㍑制

度ศᯒがいかに前❶で論じた問題Ⅼをඞ᭹するのに

㐺したᯟ⤌ࡳであるのか、ࡑの⌮論的特ᚩからᢕᥱ

することを┠的とするものであるが、ᇶ本的に㟷木

（�001）を紹介するものに過ぎないのでㄞࡳ㣕ばし

てもらってもᵓわない。 
 
���㸬ᴫせ 

 先㏙の㏻り、ẚ㍑制度ศᯒは日本ᆺ経῭ࢩステ࣒

のศᯒにጞまる。ẚ㍑制度ศᯒが体⣔໬していく過

程の、日本ㄒで入手できる௦表的なᅗ᭩を年௦順に

ᣲげれば、㟷木（1��� 1���）『日本経῭の制度ศᯒ』、

㟷木（1���）『経῭ࢩステ࣒の進໬と多ඖᛶ ẚ㍑制

度ศᯒᗎㄝ』、㟷木・ዟ㔝編（1��6）『経῭ࢩステ࣒

のẚ㍑制度ศᯒ』、㟷木（�001）『ẚ㍑制度ศᯒにྥ

けて』が指᦬ྍ⬟である。㟷木・ዟ㔝編（1��6）ま

でのⴭ作は、ᇶ本的に日本ᆺ経῭ࢩステ࣒を要⣲ご

とに検討することを㏻じて全体をศᯒ的に論じてい

るもので、意㆑されてはいるものの、ᚲࡎしもẚ㍑

制度ศᯒとしての一㈏した方ἲ論的ᯟ⤌ࡳをᣢって

いるわけではない。これらの後にⴭされる㟷木（�001）
では、ಶ別事例の検討にṆまらない経῭ศᯒの方ἲ

として一⯡໬したᯟ⤌ࡳがᥦ♧されており、これを

௨てẚ㍑制度ศᯒが制度経῭学の一⌮論として体⣔

໬したものと見なせる。ࡑの後、㟷木の制度論は、

これまでのศᯒをさらに⢭⦓໬していくとྠ᫬に、

経῭制度のࡳならࡎ、社会に存する制度全⯡をど㔝

に入れた「制度」⌮ゎのᯟ⤌ࡳのᵓ⠏が┠指されて

いく。このようにᒎ開してきたẚ㍑制度ศᯒである

が、本稿では、㟷木（�001）をẚ㍑制度ศᯒのᇶ本

ᯟ⤌ࡳとして中᰾的に検討を行っていく。ࡑして、

本⠇では、ẚ㍑制度ศᯒの研究課題とᇶ本的な⪃え

方を♧す。  
 ẚ㍑制度ศᯒのᇶ本的な研究課題は、͆第 1 に、（⌧

௦）経῭における全体的制度㓄⨨の」㞧ᛶと多様ᛶ

を、ある✀の」ᩘᆒ⾮として⌮ゎすること（ඹ᫬的
ࢡࢵࢽࣟࢡࣥࢩ

問題）、第 � に、ᆒ⾮としての制度ほとᩚྜ的なᯟ⤌

を⌮ゎするとྠ᫬࣒ࢬࢽの中で、制度進໬の࣓࢝ࡳ

に、新ወᛶが創発するྍ⬟ᛶをチ容すること

（㏻ ᫬ 的
ࢡࢵࢽࣟࢡイアࢲ

問題）である （͇㟷木 �001㸸� 㡫、ࣝࣅ

は原文）とされる。この⫼ᬒには、ノースがᴫᛕ໬

した「ࢤー࣒のࣝーࣝとしての制度」はどのような

場ྜに実ຠ໬されるか、という制度の実ຠ໬ྍ⬟ᛶ

の問題への㛵ᚰがある。㟷木は、次のように⥆ける。

͆実ຠ໬୺体6（HQIRUFHU）のฟ⌧によってであࢁう

か。しかし実ຠ໬୺体は、ᙼらが実ຠ໬す࡭きࢤー

࣒のࣝーࣝを実ຠ໬させるために、どのようにື機

࡙けられるのであࢁうか。⡆༢にゝえば、いかにし

て実ຠ໬୺体に㐺切な仕事を行わせることができる

か。この᥎論において無㝈後㏥（LQILQLWH UHJUHVVLRQ）
からᢤけฟすための㐨は、ࢤー࣒のࣝーࣝが、実ຠ

໬୺体をྵࡴ経῭୺体たࡕのᡓ␎的┦஫作⏝を㏻じ

て内生的に創ฟされ、⤖果的に自ᕫᣊ᮰的

（VHOI�HQIRUFLQJ�）となることを♧すことである。こ

のようなどⅬから制度にアࣟࣉーࢳする最もጇ当な

方ἲは、制度をࢤー࣒のᆒ⾮としてᴫᛕ໬すること

である。͇（㟷木 �001㸸� 㡫）こうして、ࢤー࣒⌮論

にᇶ࡙く制度ศᯒへと⮳るが、ࢤー࣒⌮論を⏝いる

⌮⏤は、௚にも͆ᪧ制度ὴ経῭学とは㐪って、われ

われは、༢に㇏富な制度の࢝ࢢࣟࢱを編集したり、

あるいは制度に㛵するアド࣍ࢡࢵなศ㢮を♧すので

はなく、ࡴしࢁ⤫一的なࢤー࣒⌮論的ᯟ⤌ࡳを⏝い

て制度的多様ᛶの※Ἠやྵ意にかんするศᯒをヨࡳ

る͇という意ᅗによるものである。͆ しかしながら、

さらに、われわれは、ࢤー࣒⌮論的ศᯒがࡑれ自体
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で、制度の体⣔的研究として完全なものたりえない

ということをㄆ㆑しておくᚲ要がある。ࢤー࣒⌮論

的ᯟ⤌ࡳのもとでの制度の┦஫౫存ᛶのศᯒは、制

度㓄⨨�が」ᩘかつ非最㐺で、さらにࣞࣃートの意味

でのラࣥࢡ௜けが不ྍ⬟なᙧで存ᅾするྍ⬟ᛶを♧

၀する。すなわࡕ制度㓄⨨は、たとえྠ一のᢏ術的

▱㆑に┤㠃し、ྠ一のᕷ場を㏻じて┦஫に㐃⤖され

ていたとしても、経῭間で多様ᛶをもࡕうる。かく

して、特ᐃの制度㓄⨨が、なࡐ௚の経῭ではなくあ

る経῭で進໬を㐙げたかは、ࢤー࣒⌮論によって自

ᕫ完⤖的に⌮ゎできࡎ、ẚ㍑᝟ሗとṔྐ᝟ሗにも౫

ᣐせࡡばならない。ࡑのྵ意は、制度ศᯒが本㉁的

にẚ㍑的なものにならざるをえないということであ

り、ࡑれࡺえにẚ㍑制度ศᯒ（ &RPSDUDWLYH 
,QVWLWXWLRQDO $QDO\VLV）と࿧ばれるのである （͇㟷木

�001㸸��6 㡫）と㏙࡭、「ẚ㍑」が意味することをᙉ

ㄪする。 
 すでに㞴ゎであるが、ここでの୺ᙇを༢⣧໬して

要約するならば௨下のようになる。ノースのᐃ義に

よる制度「ࢤー࣒のࣝーࣝ」では、ࡑれが実際にேࠎ

をᣊ᮰するࣝーࣝとして機⬟するಖ㞀はない。ㄡか

実ຠ໬する୺体がฟ⌧することによって、と⪃える

と、ࡑの実ຠ໬୺体が「ࣝーࣝを実ຠ໬する」とい

うࣝーࣝを実ຠ໬するのはㄡなのか、という問題が

無㝈に発生し、ゎỴすることはできない。この問題

をゎỴするためにᚲ要なのは、経῭୺体が┦஫作⏝

的に行ືすることでࢤー࣒のࣝーࣝがฟ⌧し、ࡑれ

に୺体がᣊ᮰されるようになるという⪃え方であっ

て、ࡑれに㐺した方ἲがࢤー࣒⌮論を⏝いる方ἲで

ある。ただし、ࢤー࣒⌮論だけではศᯒが不༑ศな

ので、ẚ㍑᝟ሗやṔྐ᝟ሗにも౫ᣐしなければなら

ない。これが、ẚ㍑制度ศᯒがࢤー࣒⌮論を⏝いる

᰿ᣐなのだが、なࢤ、ࡐー࣒⌮論を⏝いるとࡑのよ

うな㆟論がྍ⬟なのか、というⅬについて次に検討

していくことにしよう。 
 
�Ѹ�㸬ࠕไᗘࠖࡢᴫᛕ໬࣒࣮ࢤ࡜⌮論ⓗ⌮ゎ㸸࢖࣓ࢻ

ࣥȘࡿࡅ࠾࡟ไᗘ$࡜ไᗘDࡢศᯒ 

 ẚ㍑制度ศᯒは、「制度」をࢤー࣒⌮論でゎ㔘する

ことからጞまる。本⠇では、ࢤー࣒⌮論にᇶ࡙く制

度のᐃ義の導入を行い、最もᇶ本的なศᯒのᅾり方

を♧す。 
ー࣒⌮論とは、方ἲ論的ಶே୺義に❧⬮し、ᡓࢤ 

␎的に行ືしうる」ᩘのࣞࣉイࣖーの、┦஫౫存的

な≧ἣにおける意思Ỵᐃのᅾり方をศᯒするᩘ⌮的

な⌮論である。ࢤー࣒は大きく � つの要⣲からᵓ成

され、ձㄡ（ࣞࣉイࣖー）が、ղどのような行 （ືᡓ

␎）をとることができ、ճࣞࣉイࣖーは┦஫にどの

ようにࢤー࣒をࣞࣉイしているとศかっているか

（᝟ሗ）、մ行ືの⤖果、最終的にどのような฼得（ᖐ

⤖㛵ᩘ）を得られるか、というࢤー࣒のࣝー �ࣝでタ

ᐃされる。ࢤー࣒⌮論は、ྛࣞࣉイࣖーがࣝーࣝに

ᣊ᮰されることは当↛としても、特ᐃのࣞࣉイࣖー

ಶேの行ືだけでは฼得がᐃまらࡎ、全てのࣞࣉイ

ࣖーの行ືがỴᐃしてึめて、ྛࣞࣉイࣖーの฼得

がỴᐃされるという≧ἣをࣔࣝࢹ໬しているⅬに特

ᚩがある。ࡑして、特にྂ඾的ࢤー࣒⌮論では、ࡑ

のような≧ἣの中で自ᕫの฼┈を最大໬する行ືを

᥇⏝すると௬ᐃすることで、ࡑのᖐ⤖をồめるので

あるが、ࡑのゎとして「ࣗࢩࢵࢼᆒ⾮」というᴫᛕ

が導入され、このࣗࢩࢵࢼᆒ⾮をồめることがࢤー

࣒をゎく行Ⅽとなる。 
 さてࣗࢩࢵࢼᆒ⾮�とは、⡆₩には、「௚者のᡓ␎

をᅛᐃした≧ែで、自ศの฼┈を最大໬するᡓ␎を

全てのࣞࣉイࣖーが┦஫に取りྜっている≧ែ」で、

「自ศ一ேだけがᡓ␎を変᭦しても自らの฼┈をቑ

加させることはできないため、ᆒ⾮௨外のᡓ␎を᥇

⏝するㄏ引を生じࡎ、安ᐃ的である」という特ᚩを

ᐃ義上有している。これを⏝いることで、次のよう

な⪃えが成り❧つ。あるࢤー࣒でࡑのようなᆒ⾮が

存ᅾする᫬、ձᆒ⾮の≧ែにあるࢤー࣒参加者にᑐ

しては、ᆒ⾮からの㐓⬺のㄏᅉを生じない安ᐃ的な

≧ែを実⌧させる。㏫に、ࣞࣉイࣖーから見ると、

ղࡑのような特ᐃのᆒ⾮≧ែがあると皆にண᝿され

れば、ࡑのᆒ⾮を実⌧するためのᡓ␎を取ることで、

安ᐃ的にࡑのᵓ㐀がᥦ౪する฼得を得られるとࣞࣉ

イࣖーはุ᩿する。ᚑって、ճྛࣞࣉイࣖーがࡑの

ようなᆒ⾮を実⌧するためのᡓ␎を᥇⏝するように

なり、⤖果的に、մࡑのようなᆒ⾮が実⌧され、実

⌧されたᆒ⾮からྛࣞࣉイࣖーは実際にࡑの฼得と

安ᐃ≧ែを得て、これを☜ㄆすることでձの≧ែに

ᡠるという࣓࣒࢝ࢬࢽが発生する。こうしてձࠥմ

23
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が⧞り㏉し行われると、ᆒ⾮の≧ែがேࠎのㄆ㆑と

行ືによって⥔ᣢ、෌生⏘されるという≧ἣが生じ

る。また、このような行ືがなされるとき、ேࠎは、

自らがᆒ⾮をᙧ成するとྠ᫬にᆒ⾮にᣊ᮰される≧

ἣにあるとゝえる。これが前㡯で☜ㄆした、ࣝーࣝ

に୺体が自ᕫᣊ᮰されるという部ศとᑐᛂするので、

ẚ㍑制度ศᯒでは、このᆒ⾮にある≧ែのものを「制

度」とᐃ義し、特にࡑのㄆ㆑と行Ⅽの部ศに╔┠す

る。௨下に♧すのが、ࡑの自↛ゝㄒによるᐃ義であ

る。 
 

͆制度とは、社会ࢤー࣒が⧞り㏉しࣞࣉイされ、ま
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

たࡑうࣞࣉイされる࡭き、仕方につ
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

いてのඹ㏻ㄆ㆑
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

されているࢱࣃーࣥである。
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

（͇㟷木 �010 �011㸸��
㡫、ഐⅬは原文） 
 
あるいは௨下のようにも୚えられる。 
 
͆制度とは、ࢤー࣒がいかにࣞࣉイされるかにかん

して、集ᅋ的にඹ有されたண᝿の自ᕫ⥔ᣢ的ࢩステ

࣒である。ࡑの実㉁（VXEVWDQFH）は、特ᐃのᆒ⾮経

㊰の際❧った、不変的な特ᚩを⦰約して表⌧したも

ので、ド࣓イࣥにおける࡯とんどす࡭ての経῭୺体

によって自ศたࡕのᡓ␎㑅ᢥに㛵㐃があるとㄆ▱さ

れる。ࡑのようなものとして、制度は経῭୺体たࡕ

のᡓ␎的┦஫作⏝を自ᕫᣊ᮰的に⤫治（JRYHUQ）す

る一方、不᩿に変໬する⎔ቃの下でᙼらの実際のᡓ

␎㑅ᢥによって෌生⏘される。͇（㟷木 �001㸸33 㡫） 
 
�001 年のᐃ義には「ド࣓イࣥ（GRPDLQ）」というㄒ

が⌧れているが、ࢤー࣒のド࣓イࣥとは、͆自↛ேな

いし⤌⧊といった経῭୺体たࡕの集ྜ、およࡧ⥅㉳

的な期間においてࡑれࡒれの経῭୺体が㑅ᢥできる

≀⌮的に実⌧ྍ⬟な行ືの集ྜによってᵓ成される͇

（㟷木 �001㸸�� 㡫）とᐃ義する。これは、ࢤー࣒⌮

論におけるࢤー࣒のࣝーࣝのうࣞࣉ、ࡕイࣖーの集

ྜとᡓ␎の集ྜにᑐᛂするもので、ẚ㍑制度ศᯒの

ศᯒ༢఩となる。この一つのド࣓イࣥにつき⌧れる

ᆒ⾮（୺に部ศࢤー࣒完全ᆒ⾮）がࡑのド࣓イࣥに

ᑐᛂする「制度」である。 

 一つ例♧的にㄝ᫂を行うが、ここでは、この✀の

㆟論を行う᫬によく例にᣲげられる㐨㊰㏻行の制度

を⏝いることにしよう10。今、ある㐨㊰において �
ྎの㌴୧がࡑれࡒれ反ᑐの方ྥからやって᮶た᫬、

どうすればお஫いに⾪✺することなく㏻行できるだ

うか、という問いがあるとしよう。これにᑐするࢁ

一つの⟅えは、୧者とも自ศのᕥ方ྥに寄って㏻行

する、である。こうしてฟ᮶上がるのが「ᕥഃ㏻行」

である。しかし、ゝうまでもなく、この問題にはも

う一つのゎが存ᅾする。ࡑれは୧者ともྑを㑅ᢥす

る場ྜの「ྑഃ㏻行」である。これはࢤー࣒⌮論的

には、� ேのᑐ⛠なࣞࣉイࣖーが、ࡑれࡒれ「ྑ」

または「ᕥ」というᡓ␎をᣢつྠ᫬ࢤー࣒（ここま

でがẚ㍑制度ศᯒにおけるド࣓イࣥに┦当）で、୧

者がྠじᡓ␎を᥇⏝する᫬に「安全に㏻行できる」、

୧者がࡑれࡒれ異なるᡓ␎を᥇⏝すると「⾪✺する」

という฼得を୧者が得るというタᐃがなされており、

これをゎくことで（ྑ㸪ྑ）と（ᕥ㸪ᕥ）という஧

つのࣗࢩࢵࢼᆒ⾮11が得られたとゎ㔘される。この

例からศかるように、ࢤー࣒⌮論では」ᩘのᆒ⾮ゎ

が発生しうる。この≧ែを」ᩘᆒ⾮とゝうが、この

ように 1 つのド࣓イࣥについて発生する制度が」ᩘ

存ᅾする≧ែを制度の」ᩘᆒ⾮と࿧ࡪ。こうした」

ᩘᆒ⾮にある制度はࡑれࡒれ一つのド࣓イࣥにおい

ては௦᭰ྍ⬟であるྍ⬟ᛶをᣢつ。ࡑして、この」

ᩘᆒ⾮を生じるࣔࣝࢹは制度の多様ᛶを表すࣔࣝࢹ

としてゎ㔘することがྍ⬟である。これが制度ศᯒ

にࢤー࣒⌮論を᥇⏝する意義である。とこࢁで、こ

の例では、どࡕらのᆒ⾮であれ୧者の得る฼得にᕪ

はないので、ຠ⋡ᛶのᕪを論じることに意味はない

が、ᆒ⾮によりᖐ⤖㛵ᩘが異なる場ྜもある。こう

してᖐ⤖㛵ᩘを฼⏝することで、୧者のᕪ異をᵓ㐀

的にẚ㍑することがྍ⬟となる。つまり、」ᩘᆒ⾮

を⏝いることで、ド࣓イࣥ Į における制度$ と D の
ẚ㍑が行えるのである。⌧実の社会にほᐹされる制

度をศᯒするというどⅬでは、㏻ᖖ㸯つの社会にお

いては、いࡎれか㸯つのᆒ⾮が実⌧されている≧ἣ

があると⪃えられるので、これを฼⏝することで、

」ᩘの社会で実⌧されているྠじド࣓イࣥの異なる

制度をศᯒ的にẚ㍑することがྍ⬟となる。 
 とこࢁで、こうしたᆒ⾮であるが、ࢤー࣒⌮論を

2�

東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢　第 36 号　2016 年



12 

東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢 第 36 号 2016 年 

が⧞り㏉し行われると、ᆒ⾮の≧ែがேࠎのㄆ㆑と

行ືによって⥔ᣢ、෌生⏘されるという≧ἣが生じ

る。また、このような行ືがなされるとき、ேࠎは、

自らがᆒ⾮をᙧ成するとྠ᫬にᆒ⾮にᣊ᮰される≧

ἣにあるとゝえる。これが前㡯で☜ㄆした、ࣝーࣝ

に୺体が自ᕫᣊ᮰されるという部ศとᑐᛂするので、

ẚ㍑制度ศᯒでは、このᆒ⾮にある≧ែのものを「制

度」とᐃ義し、特にࡑのㄆ㆑と行Ⅽの部ศに╔┠す

る。௨下に♧すのが、ࡑの自↛ゝㄒによるᐃ義であ

る。

͆制度とは、社会ࢤー࣒が⧞り㏉しࣞࣉイされ、ま
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

たࡑうࣞࣉイされる࡭き、仕方につ
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

いてのඹ㏻ㄆ㆑
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

されているࢱࣃーࣥである。
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

（͇㟷木 �010 �011㸸��
㡫、ഐⅬは原文）

あるいは௨下のようにも୚えられる。

͆制度とは、ࢤー࣒がいかにࣞࣉイされるかにかん

して、集ᅋ的にඹ有されたண᝿の自ᕫ⥔ᣢ的ࢩステ

࣒である。ࡑの実㉁（VXEVWDQFH）は、特ᐃのᆒ⾮経

㊰の際❧った、不変的な特ᚩを⦰約して表⌧したも

ので、ド࣓イࣥにおける࡯とんどす࡭ての経῭୺体

によって自ศたࡕのᡓ␎㑅ᢥに㛵㐃があるとㄆ▱さ

れる。ࡑのようなものとして、制度は経῭୺体たࡕ

のᡓ␎的┦஫作⏝を自ᕫᣊ᮰的に⤫治（JRYHUQ）す

る一方、不᩿に変໬する⎔ቃの下でᙼらの実際のᡓ

␎㑅ᢥによって෌生⏘される。͇（㟷木 �001㸸33 㡫）

�001 年のᐃ義には「ド࣓イࣥ（GRPDLQ）」というㄒ

が⌧れているが、ࢤー࣒のド࣓イࣥとは、͆自↛ேな

いし⤌⧊といった経῭୺体たࡕの集ྜ、およࡧ⥅㉳

的な期間においてࡑれࡒれの経῭୺体が㑅ᢥできる

≀⌮的に実⌧ྍ⬟な行ືの集ྜによってᵓ成される͇

（㟷木 �001㸸�� 㡫）とᐃ義する。これは、ࢤー࣒⌮

論におけるࢤー࣒のࣝーࣝのうࣞࣉ、ࡕイࣖーの集

ྜとᡓ␎の集ྜにᑐᛂするもので、ẚ㍑制度ศᯒの

ศᯒ༢఩となる。この一つのド࣓イࣥにつき⌧れる

ᆒ⾮（୺に部ศࢤー࣒完全ᆒ⾮）がࡑのド࣓イࣥに

ᑐᛂする「制度」である。

一つ例♧的にㄝ᫂を行うが、ここでは、この✀の

㆟論を行う᫬によく例にᣲげられる㐨㊰㏻行の制度

を⏝いることにしよう10。今、ある㐨㊰において �
ྎの㌴୧がࡑれࡒれ反ᑐの方ྥからやって᮶た᫬、

どうすればお஫いに⾪✺することなく㏻行できるだ

うか、という問いがあるとしよう。これにᑐするࢁ

一つの⟅えは、୧者とも自ศのᕥ方ྥに寄って㏻行

する、である。こうしてฟ᮶上がるのが「ᕥഃ㏻行」

である。しかし、ゝうまでもなく、この問題にはも

う一つのゎが存ᅾする。ࡑれは୧者ともྑを㑅ᢥす

る場ྜの「ྑഃ㏻行」である。これはࢤー࣒⌮論的

には、� ேのᑐ⛠なࣞࣉイࣖーが、ࡑれࡒれ「ྑ」

または「ᕥ」というᡓ␎をᣢつྠ᫬ࢤー࣒（ここま

でがẚ㍑制度ศᯒにおけるド࣓イࣥに┦当）で、୧

者がྠじᡓ␎を᥇⏝する᫬に「安全に㏻行できる」、

୧者がࡑれࡒれ異なるᡓ␎を᥇⏝すると「⾪✺する」

という฼得を୧者が得るというタᐃがなされており、

これをゎくことで（ྑ㸪ྑ）と（ᕥ㸪ᕥ）という஧

つのࣗࢩࢵࢼᆒ⾮11が得られたとゎ㔘される。この

例からศかるように、ࢤー࣒⌮論では」ᩘのᆒ⾮ゎ

が発生しうる。この≧ែを」ᩘᆒ⾮とゝうが、この

ように 1 つのド࣓イࣥについて発生する制度が」ᩘ

存ᅾする≧ែを制度の」ᩘᆒ⾮と࿧ࡪ。こうした」

ᩘᆒ⾮にある制度はࡑれࡒれ一つのド࣓イࣥにおい

ては௦᭰ྍ⬟であるྍ⬟ᛶをᣢつ。ࡑして、この」

ᩘᆒ⾮を生じるࣔࣝࢹは制度の多様ᛶを表すࣔࣝࢹ

としてゎ㔘することがྍ⬟である。これが制度ศᯒ

にࢤー࣒⌮論を᥇⏝する意義である。とこࢁで、こ

の例では、どࡕらのᆒ⾮であれ୧者の得る฼得にᕪ

はないので、ຠ⋡ᛶのᕪを論じることに意味はない

が、ᆒ⾮によりᖐ⤖㛵ᩘが異なる場ྜもある。こう

してᖐ⤖㛵ᩘを฼⏝することで、୧者のᕪ異をᵓ㐀

的にẚ㍑することがྍ⬟となる。つまり、」ᩘᆒ⾮

を⏝いることで、ド࣓イࣥ Į における制度$ と D の
ẚ㍑が行えるのである。⌧実の社会にほᐹされる制

度をศᯒするというどⅬでは、㏻ᖖ㸯つの社会にお

いては、いࡎれか㸯つのᆒ⾮が実⌧されている≧ἣ

があると⪃えられるので、これを฼⏝することで、

」ᩘの社会で実⌧されているྠじド࣓イࣥの異なる

制度をศᯒ的にẚ㍑することがྍ⬟となる。

とこࢁで、こうしたᆒ⾮であるが、ࢤー࣒⌮論を

13 
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ᢅう場ྜにకう問題として、どうやってᆒ⾮が実⌧

されるのか、という問題がある。ẚ㍑制度ศᯒの場

ྜには、どうやって最ึのᆒ⾮≧ែを見ฟすのか、

が課題となる。ࣗࢩࢵࢼᆒ⾮が実⌧されるためには、

ー࣒のࣝーࣝをお஫いによく▱ってࢤイࣖーがࣞࣉ

いて、かつ、ある≧ἣにおける最ၿの฼得を得られ

るᡓ␎が᥇⏝されなければならないので、ࢤー࣒⌮

論のྂ඾的なやり方では、ࣞࣉイࣖーにᙉいྜ⌮ᛶ

が存ᅾすることを௬ᐃしてᑐฎする。しかし、この

ような経῭学が௬ᐃするྜ⌮的なே間ീには非⌧実

であるというᢈุが௜きまとう。ࡑの問題をゎỴす

るために、ẚ㍑制度ศᯒでは、ᚲࡎしもྜ⌮ᛶを௬

ᐃしないࣞࣉイࣖー間で行われるᶍೌや学⩦、ヨ行

㘒ㄗの過程を㏻じて、安ᐃ的なᆒ⾮が得られていく

と⪃え、௨下の大きく � ㏻りの࣓࣒࢝ࢬࢽを᝿ᐃす

る（㟷木 �001㸸�0���1� 㡫）。 
 一つは、ձ௚者とྠじᡓ␎を᥇⏝する場ྜに自ศ

の฼得もቑ加するというような≧ἣ（ᡓ␎的⿵完ᛶ）

の存ᅾ）やղᮃましい฼得を得ている௚者とྠじ฼

得を得ようと皆がࡑのࣞࣉイࣖーのᡓ␎を真ఝする

（進໬的安ᐃᛶ）という≧ἣである。これらは、先

の㐨㊰㏻行の例のように、ࢤー࣒のᵓ㐀がẚ㍑的༢

⣧な≧ἣで発生する࣓࣒࢝ࢬࢽとして᝿ᐃされる。 
 もう一つは、ࢤー࣒のᵓ㐀が༑ศにᢕᥱされてい

ない≧ែで、ఱらかのᡓ␎を᥇⏝した⤖果、いࡎれ

かのࣞࣉイࣖーにとってᮃましい฼得が実⌧されࡎ

（不ᆒ⾮ᡓ␎の᥇⏝）、ᮃましい≧ែが実⌧できるま

で異なるᡓ␎を᥇⏝し⥆けるうࡕに、ึ期᮲௳にᚑ

った最㐺なᡓ␎を発見するというものである。この

安ᐃ的な≧ែを見つける過程で、ࣞࣉイࣖーは᥇⏝

してはいけないᡓ␎を学⩦し1�、」㞧であったり、

よりᵓ㐀໬されたりしているࢤー࣒ᵓ㐀を⌮ゎして

いくのである。 
この � ㏻りの࣓࣒࢝ࢬࢽの㐪いは、ࢤー࣒・ࣔࢹ

ࣝのᵓ⠏方ἲのᕪ異を反ᫎしている。前者は進໬ࢤ

ー࣒13アࣟࣉーࢳ、後者はྂ඾的ࢤー࣒（部ศࢤー

࣒完全ᆒ⾮）アࣟࣉーࢳである。ẚ㍑制度ศᯒでは、

こうした進໬的アࣟࣉーࢳとྂ඾的アࣟࣉーࢳとの

୧者を┦஫⿵完的に⏝いることで、制度のࣔࣝࢹ໬

を行う。前者は、ᶍೌ的、機⬟的、㝈ᐃྜ⌮的な次

ඖを↔Ⅼ໬し、័⩦のようなẚ㍑的ᵓ㐀໬されてい

ない制度の自ᕫᣊ᮰ᛶのศᯒに㐺ᛂするとされる。

後者は、計⟬的・₇⧢的・ྜ⌮的な次ඖに↔Ⅼを当

て、つ⠊、契約、࢞バࣥࢼスᵓ㐀といったㅖ制度の

自ᕫᣊ᮰ᛶのศᯒにより㐺切であり、よくᵓ㐀໬さ

れたド࣓イࣥにᑐして㐺ᛂ的とされる。また、前者

は進໬したもの、後者はࢨࢹイࣥされたものという

見方もྍ⬟である。ࡑして、୧者はྠ一のゎをྵ意

することもあるので、ྠ一のド࣓イࣥにᑐしても⿵

完的であるྍ⬟ᛶも♧၀されている（㟷木 �001㸸
�1���1� 㡫）1�。 
 ௨上がẚ㍑制度ศᯒにおける「制度」のᴫᛕ໬と

ー࣒⌮論による⌮ゎのᇶ♏であるが、この「制度」ࢤ

はᴟめてศᯒ的なᴫᛕであって、一⯡的に⏝いる制

度というㄒとはややᴫᛕ的に異なる部ศがあること

にὀ意がᚲ要である。 
 ẚ㍑制度ศᯒをྵめ、ᆒ⾮としての制度ほでは、

බ式／非බ式を問わࡎ、あるいは᫂文໬の有無にᣊ

らࡎ、ఱらかのᡓ␎が安ᐃ的に機⬟している≧ែを

「制度」とᤊえる。この฼Ⅼは、㏻ᖖ、制度と࿧ば

れるものが、実ែとして、ᚲࡎしも意ᅗした㏻りに

機⬟しなかったり、意ᅗせざるᙧで機⬟したりする

場ྜのゎ㔘をྍ⬟にするⅬである。つまり、意ᅗし

たものが不ᆒ⾮のᡓ␎であったり、意ᅗしない≧ἣ

がᆒ⾮ᡓ␎から導かれたりすることがㄝ᫂ྍ⬟であ

り、このことから制度であってもࡑの全てが「制度」

であるとは㝈らないというศᯒのែ度がᐃまる。ࡑ

して、ᆒ⾮としての制度ほにᚑう㝈り、反ᑐに、㏻

ᖖ、制度と࿧んだり、あえて㢮ᆺ໬したりしないよ

うなものも、ᆒ⾮というᤊえ方をすれば、」ᩘ存ᅾ

する「制度」になることもある。例えば、ẚ㍑制度

ศᯒにおいては、（企業）⤌⧊のᵓ㐀もࣞࣉイࣖーの

ー࣒から導かれる「制度」とᐃ義されるし（㟷木ࢤ

�001㸸� � � ❶）、ᅜᐙのᙧែ（政ᗓíẸ間㛵ಀのᵓ㐀）

も「制度」としてศ㢮がなされている（ྠ �001㸸6
❶）。㟷木（�001）の㆟論ではないが༢⣧な例をᣲげ

ると、全てのࣞࣉイࣖーが㹹ἲᚊにᚑう㹻ᡓ␎を᥇

⏝するᅜᐙの≧ែが「ἲ治ᅜᐙ」という「制度」と

して⌧れる一方、ྠじࢤー࣒に⌧れる、全てのࣞࣉ

イࣖーに㹹ἲにᚑわࡎ、㈥㈣を行う㹻ᡓ␎がᶓ行し

ているような「無ἲᅜᐙ」も等しく一つのゎである

（」ᩘᆒ⾮）（㟷木・ዟ㔝編 1��6㸸�� 㡫）、というよ

2�
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うな㆟論である。ࡑして、⌧実に༶して、あるᅜの

≧ἣがࡴしࢁ後者であるならば、ࡑれを「制度」と

ᤊえる࡭きというのがẚ㍑制度ศᯒのែ度である。

このように、ẚ㍑制度ศᯒでは、༢に᫂文໬された

ࣝーࣝだけでは「制度」たりえࡎ、実ຠ໬されてึ

めて「制度」であるし、反ᑐに、᫂文໬されていな

くとも័⩦のようなᙧで࡯とんどのࣞࣉイࣖーがࡑ

の行ື様式をඹ有໬している場ྜには「制度」であ

る（㟷木・ዟ㔝編 1��6㸸����� 㡫）。この制度ほが有

ຠであると⪃えられる教育制度における例は、年ᩘ

ᒚ修୺義の問題である。ἲ௧上は、義務教育であっ

ても原⣭␃⨨がྍ⬟であるにもかかわらࡎ、実ែと

して、ࡰ࡯行われないという≧ἣにᑐして、ẚ㍑制

度ศᯒでは、日本における「制度」は年ᩘᒚ修୺義

とㄆめ、なࡐ、修得୺義が実ຠ໬しないかをศᯒの

ಋ上に㍕せることになる。 
、のため、このようなᆒ⾮としての制度ほにはࡑ 

ᆒ⾮さえᵓ成すればఱでもかんでも制度になってし

まうため、どこまでが制度の⠊ᅖなのかという大き

な問題がకっていることが᫂らかだࢁう。これは本

㉁的にゎỴできない問題であって、⤖ᒁ、ศᯒ者に

委ࡡられていることになる。ࡑの意味で、ᐃ義、特

にศᯒの際にはド࣓イࣥに㛵するᐃ義を᫂☜໬して

おかなければ、都ྜのⰋいศᯒに成り下がるᜍれも

ある。  
 ここまでの検討により、制度がࢤー࣒⌮論を⏝い

て表⌧ྍ⬟であることとࡑのᴫᛕについて⌮ゎされ

たものと⪃えるが、なࡐ、特ᐃの社会では」ᩘある

うࡕの特ᐃの経㊰が㑅ᢥされたのか、あるいは、ど

うして௚の⤌ྜࡳわせではなく特ᐃの⤌ྜࡳわせが

実⌧されたのか、ࡑして、௚の経㊰が存ᅾするとし

て別の経㊰への⛣行、すなわࡕ制度の㌿᥮はྍ⬟な

のか、という㔜大な問題がṧっている。次⠇௨㝆で

は、この課題についてᢅう。 
 
�Ѹ3㸬ไᗘࡢ㐃⤖㸦LQVWLWXWLRQDO OLQNDJH㸧㸸࢖࣓ࢻ

ࣥȘ࡜șࡿࡅ࠾࡟ไᗘ㸦$㸭D㸧࡜ไᗘ㸦%㸭E㸧ࡢ

 ศᯒࡢࡏྜ⤌

 次の㆟論に入るにあたり、前⠇で㏻行制度の例を

ᣲげたので、また、஺㏻に㛵する例から話をしよう。

当たり前のことだが、日本で㉮る（஧㍯でない）自

ື㌴は、᫬ᢡ見かける一部の「外㌴」を㝖いて、ᇶ

本的にྑࣥࣁドࣝ㌴である。これもまた一つの័⩦

で成❧している「制度」とするならば、この制度は

先࡯どの㏻行制度とは論⌮的に⊂❧であってもよい。

実際、㊰上を㏻行するだけならば、どࡕらにࣥࣁド

ࣝがあࢁうと問題ないからである。しかし、⌧実に

は、ᕥഃ㏻行においてྑࣥࣁドࣝが「制度໬」して

いる。これには、ᑐྥする㐠㌿者ྠ士の㊥㞳が㏆く

なることやྠ஌者の஌㝆が安全にできることなどい

くつかのྜ⌮的な⌮⏤が⪃えられる。ᕥഃ㏻行の⎔

ቃで、ᕥࣥࣁドࣝの㊰⥺バスが㉮っていたら、と⪃

えてࡳれば容᫆に⌮ゎされよう。この㆟論からศか

るように、⌧実には、୧者は⊂❧ではなく（ᕥഃ㏻

行㸪ྑࣥࣁドࣝ）、（ྑഃ㏻行㸪ᕥࣥࣁドࣝ）という

� ⤌の⤌ྜࡳわせのᆒ⾮が存ᅾしているのである。 
こで、こうした⌧実にほᐹされる制度間の┦஫ࡑ 

౫存的な㛵ಀを⌮論的にᢅうために導入されるᴫᛕ

が「制度の㐃⤖（制度的㐃⤖ LQVWLWXWLRQDO OLQNDJH）」1�

である。�í� では༢一のド࣓イࣥについてのࡳをᢅ

ったが、ここではこうしたド࣓イࣥྠ士の㛵ಀをᢅ

う。これは、次⠇でよりල体的に㆟論を行う制度進

໬においても㔜要な㆟論である。このᴫᛕの要Ⅼは、

特ᐃのド࣓イࣥで、あるᆒ⾮（制度）が実⌧されて

いるとき、㛵㐃する別のド࣓イࣥで特ᐃのᆒ⾮（制

度）を᥇⏝する場ྜに、ࡑれらのᆒ⾮（制度）間に

ᆒ⾮が生じる、つまり、┦஫౫存的かつ安ᐃな⤌を

なす、というⅬである。なお、⠇の見ฟしは � つの

制度の⤌ྜࡳわせとしてあるが、3 つ௨上でもよい。 
 さて、この「制度の㐃⤖」は、よりཝᐦには「制

度໬した㐃⤖」と「制度的⿵完ᛶ」との � つにศ㢮

される。ẚ㍑制度ศᯒ௨外でも⏝いられるため、後

者の方がよりᗈく▱られたᴫᛕであるが、ここでは

「制度の㐃⤖」の一下఩ᴫᛕである。୧者は、ᐃ義

上、ࣞࣉイࣖーの取り得るᡓ␎の≧ἣのᕪ異に⏤᮶

する、ド࣓イࣥ間ࢤー࣒のᆒ⾮ᆺの㐪いにより㢮別

される。まࡎ、「制度໬した㐃⤖」のᐃ義は、͆ ྛ経

῭୺体が異なるࢱイࣉのド࣓イࣥ間での自ᕫの㑅ᢥ

をᡓ␎的にコーࢹィࢿートし
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

、⤖果として、経῭୺

体たࡕがᏙ❧したド࣓イࣥ別ࠎの㑅ᢥをしなければ

ならないときには実⌧不ྍ⬟であったような制度が

発生する≧ἣ （͇㟷木 �001㸸��� 㡫、ഐⅬは引⏝者）
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うな㆟論である。ࡑして、⌧実に༶して、あるᅜの

≧ἣがࡴしࢁ後者であるならば、ࡑれを「制度」と

ᤊえる࡭きというのがẚ㍑制度ศᯒのែ度である。

このように、ẚ㍑制度ศᯒでは、༢に᫂文໬された

ࣝーࣝだけでは「制度」たりえࡎ、実ຠ໬されてึ

めて「制度」であるし、反ᑐに、᫂文໬されていな

くとも័⩦のようなᙧで࡯とんどのࣞࣉイࣖーがࡑ

の行ື様式をඹ有໬している場ྜには「制度」であ

る（㟷木・ዟ㔝編 1��6㸸����� 㡫）。この制度ほが有

ຠであると⪃えられる教育制度における例は、年ᩘ

ᒚ修୺義の問題である。ἲ௧上は、義務教育であっ

ても原⣭␃⨨がྍ⬟であるにもかかわらࡎ、実ែと

して、ࡰ࡯行われないという≧ἣにᑐして、ẚ㍑制

度ศᯒでは、日本における「制度」は年ᩘᒚ修୺義

とㄆめ、なࡐ、修得୺義が実ຠ໬しないかをศᯒの

ಋ上に㍕せることになる。 
、のため、このようなᆒ⾮としての制度ほにはࡑ 

ᆒ⾮さえᵓ成すればఱでもかんでも制度になってし

まうため、どこまでが制度の⠊ᅖなのかという大き

な問題がకっていることが᫂らかだࢁう。これは本

㉁的にゎỴできない問題であって、⤖ᒁ、ศᯒ者に

委ࡡられていることになる。ࡑの意味で、ᐃ義、特

にศᯒの際にはド࣓イࣥに㛵するᐃ義を᫂☜໬して

おかなければ、都ྜのⰋいศᯒに成り下がるᜍれも

ある。  
 ここまでの検討により、制度がࢤー࣒⌮論を⏝い

て表⌧ྍ⬟であることとࡑのᴫᛕについて⌮ゎされ

たものと⪃えるが、なࡐ、特ᐃの社会では」ᩘある

うࡕの特ᐃの経㊰が㑅ᢥされたのか、あるいは、ど

うして௚の⤌ྜࡳわせではなく特ᐃの⤌ྜࡳわせが

実⌧されたのか、ࡑして、௚の経㊰が存ᅾするとし

て別の経㊰への⛣行、すなわࡕ制度の㌿᥮はྍ⬟な

のか、という㔜大な問題がṧっている。次⠇௨㝆で

は、この課題についてᢅう。 
 
�Ѹ3㸬ไᗘࡢ㐃⤖㸦LQVWLWXWLRQDO OLQNDJH㸧㸸࢖࣓ࢻ
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 ศᯒࡢࡏྜ⤌

 次の㆟論に入るにあたり、前⠇で㏻行制度の例を

ᣲげたので、また、஺㏻に㛵する例から話をしよう。

当たり前のことだが、日本で㉮る（஧㍯でない）自

ື㌴は、᫬ᢡ見かける一部の「外㌴」を㝖いて、ᇶ

本的にྑࣥࣁドࣝ㌴である。これもまた一つの័⩦

で成❧している「制度」とするならば、この制度は

先࡯どの㏻行制度とは論⌮的に⊂❧であってもよい。

実際、㊰上を㏻行するだけならば、どࡕらにࣥࣁド

ࣝがあࢁうと問題ないからである。しかし、⌧実に

は、ᕥഃ㏻行においてྑࣥࣁドࣝが「制度໬」して

いる。これには、ᑐྥする㐠㌿者ྠ士の㊥㞳が㏆く

なることやྠ஌者の஌㝆が安全にできることなどい

くつかのྜ⌮的な⌮⏤が⪃えられる。ᕥഃ㏻行の⎔

ቃで、ᕥࣥࣁドࣝの㊰⥺バスが㉮っていたら、と⪃

えてࡳれば容᫆に⌮ゎされよう。この㆟論からศか

るように、⌧実には、୧者は⊂❧ではなく（ᕥഃ㏻

行㸪ྑࣥࣁドࣝ）、（ྑഃ㏻行㸪ᕥࣥࣁドࣝ）という

� ⤌の⤌ྜࡳわせのᆒ⾮が存ᅾしているのである。 
こで、こうした⌧実にほᐹされる制度間の┦஫ࡑ 

౫存的な㛵ಀを⌮論的にᢅうために導入されるᴫᛕ

が「制度の㐃⤖（制度的㐃⤖ LQVWLWXWLRQDO OLQNDJH）」1�

である。�í� では༢一のド࣓イࣥについてのࡳをᢅ

ったが、ここではこうしたド࣓イࣥྠ士の㛵ಀをᢅ

う。これは、次⠇でよりල体的に㆟論を行う制度進

໬においても㔜要な㆟論である。このᴫᛕの要Ⅼは、

特ᐃのド࣓イࣥで、あるᆒ⾮（制度）が実⌧されて

いるとき、㛵㐃する別のド࣓イࣥで特ᐃのᆒ⾮（制

度）を᥇⏝する場ྜに、ࡑれらのᆒ⾮（制度）間に

ᆒ⾮が生じる、つまり、┦஫౫存的かつ安ᐃな⤌を

なす、というⅬである。なお、⠇の見ฟしは � つの

制度の⤌ྜࡳわせとしてあるが、3 つ௨上でもよい。 
 さて、この「制度の㐃⤖」は、よりཝᐦには「制

度໬した㐃⤖」と「制度的⿵完ᛶ」との � つにศ㢮

される。ẚ㍑制度ศᯒ௨外でも⏝いられるため、後

者の方がよりᗈく▱られたᴫᛕであるが、ここでは

「制度の㐃⤖」の一下఩ᴫᛕである。୧者は、ᐃ義

上、ࣞࣉイࣖーの取り得るᡓ␎の≧ἣのᕪ異に⏤᮶

する、ド࣓イࣥ間ࢤー࣒のᆒ⾮ᆺの㐪いにより㢮別

される。まࡎ、「制度໬した㐃⤖」のᐃ義は、͆ ྛ経

῭୺体が異なるࢱイࣉのド࣓イࣥ間での自ᕫの㑅ᢥ

をᡓ␎的にコーࢹィࢿートし
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

、⤖果として、経῭୺

体たࡕがᏙ❧したド࣓イࣥ別ࠎの㑅ᢥをしなければ

ならないときには実⌧不ྍ⬟であったような制度が

発生する≧ἣ （͇㟷木 �001㸸��� 㡫、ഐⅬは引⏝者）

1� 
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であり、ド࣓イࣥ間ࢤー࣒のᆒ⾮は部ศࢤー࣒完全

ᆒ⾮をなす。௚方、「制度的⿵完ᛶ」とは͆ 㑅ᢥ⠊ᅖ

の制㝈、ㄆ▱㝈⏺、ࡑの௚の⌮⏤によって、経῭୺

体たࡕが異なるド࣓イࣥ間で㑅ᢥをᡓ␎的にコーࢹ
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

ィࢿートすることはしない
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

が、ᙼらの㑅ᢥが௚のド

࣓イࣥでᨭ㓄的な行ື㑅ᢥࣝーࣝ（制度）によって

的にᙳ㡪を受けているような≧ἣで発生ࢱラ࣓ーࣃ

する制度間の┦஫㐃⤖͇で͆⤖果として、ド࣓イࣥ

間で┦஫౫存が発生する͇とᐃ義され、スーࣃーࣔ

���ー࣒ᆒ⾮16をなす（ྠ㸸ࢤラーࣗࢪ 㡫、ഐⅬは引

⏝者）。このᐃ義の㐪いからは、前者では」ᩘの制度

が意ᅗ的に㑅ᢥされることで発生している制度の㐃

⤖を、後者では制度間の㑅ᢥを意ᅗ的に行っていな

いにもかかわらࡎ┦஫౫存的な≧ἣがほᐹされる㐃

⤖を♧している。ࡑの意味では、୧者の㐪いはࣞࣉ

イࣖーの制度にᑐするㄆ㆑のᕪ異にある。このよう

なᕪ異はあるが、どࡕらもᆒ⾮をᵓ成していること

が᮲௳であり、一方の制度がఱらかの制度にỴ╔す

ると、ࡑのᙳ㡪により、もう一方の制度がỴᐃ࡙け

られ、一᪦ࡑの⤌が成❧すると、୧者は┦஫౫存的

にࡑの機⬟をᙉ໬しあい、安ᐃ的に存❧するように

なるというⅬが特ᚩである。 
 ただし、このように区別されるものの、「制度໬し

た㐃⤖」と「制度的⿵完ᛶ」とでは、ẚ㍑制度ศᯒ

においてもやはり後者の方がよくゝཬされる。制度

的⿵完ᛶについては、もうᑡしわかりやすい͆ある

ド࣓イࣥで」ᩘの୺体がᡓ␎㑅ᢥに┤㠃していると

き、ᙼらは、௚の㛵㐃するド࣓イࣥに生成している

制度を、実際にはࡑれらがᙼら自身のࣞࣉイによっ

て生ࡳฟされた内生的な⤖果であるにもかかわらࡎ、

自ศのᡓ␎㑅ᢥにたいする外生的にᅛᐃされた制約

とࡳなすだࢁう。⤖果的に、ࡑれࡒれのド࣓イࣥで

存❧しうる制度は┦஫౫存制をᣢࡕ、஫いにാきを

ᙉめྜうようになࢁう （͇㟷木 �010 �011㸸10� 㡫）

というㄝ᫂もある。また、「制度的⿵完ᛶ」という術

ㄒは、「㈨本୺義の多様ᛶ」論などẚ㍑制度ศᯒ௨外

のὶὴでも⏝いられるために、㟷木は、自らのẚ㍑

制度ศᯒのᯟ⤌ࡳの中における制度的⿵完ᛶを௚と

のᢈุを㏻じて᫂☜にᴫᛕ໬している。すなわࡕ、

ẚ㍑制度ศᯒにおける制度的⿵完ᛶは、ド࣓イࣥ間

にまたがるࢤー࣒のᆒ⾮の⪃えに౫ᣐした、有⏝な

☜ᅛたる論⌮的ᇶ♏に᰿ざしたものとしてᵓ⠏され

る࡭きものであって（ྠ㸸10��10� 㡫）、ᆒ⾮⌧㇟と

してゎされる௨上、ࡑの制度㓄⨨がᚲࡎしもຠ⋡的

であることを意味しない（㟷木 �001㸸��� 㡫）とす

る1�。この部ศが♧すように、ẚ㍑制度ศᯒにおい

て「制度的⿵完ᛶ」とは、ຠ⋡ᛶどこࢁか、͆ 制度の

多様ᛶ、非ຠ⋡な制度の存⥆ྍ⬟ᛶの᮲௳をも᫂ら

かにする （͇㟷木 �00�㸸��6 㡫）ために⏝いられるᴫ

ᛕである。実際、㟷木は͆異なるド࣓イࣥ間に制度

的⿵完ᛶがあるとき、ࣞࣃートຎ఩の全体的制度㓄

⨨が存⥆ྍ⬟になるかもしれない。あるいは、┦஫

にࣞࣃートラࣥࢡでない」ᩘの全体的制度㓄⨨が存

ᅾするྍ⬟ᛶがある （͇㟷木 �001㸸��� 㡫）という࿨

題を୺ᙇしている。 
 これが「制度の㐃⤖」のᴫ要である。これを฼⏝

することで、まࡎ、一つのࢩステ࣒の中にඹ᫬的に

存ᅾする制度間の┦஫౫存ᛶおよࡧ安ᐃの᮲௳を検

討することがྍ⬟になる。ࡑしてこういった」ᩘの

制度の㐃⤖からなる、ඹ᫬的に存ᅾする異なるࢩス

テ࣒ྠ士のẚ㍑もྍ⬟となる。とこࢁで、ここで制

度的⿵完ᛶだけにせࡎ、ཝᐦに「制度の㐃⤖」とし

て導入をᅗった⌮⏤は、༢に、⌮論がࡑうであるか

らというのࡳならࡎ、実際に教育制度をศᯒする際

にᚲ要であると⪃えるからである。例えば、検ᐃ教

科᭩制を⪃えてࡳると、これは、学⩦指導要㡿に準

ᣐして編集、検ᐃが行われることになっており、ἲ

௧上も教科᭩制度と教育課程制度は㐃ືしている。

これを༢に┦஫౫存的と࿧ࡪことはࡴしࢁ不自↛で

あって、୧者が⤫ྜ的に制度໬しているというᴫᛕ

で⌮ゎする方が㐺切である。だからこࡑ「制度໬し

た㐃⤖」のᴫᛕがᚲ要なのである。 
 さて、ここまでで、異なる制度㓄⨨（⤌ྜࡳわせ）

からなる」ᩘのᆒ⾮体⣔が生じることの⌮論が♧さ

れたわけであるが、まだ、なࡐ、これらの」ᩘᆒ⾮

のうࡕ特ᐃの社会において特ᐃのᆒ⾮が㑅ᢥされる

かを⌮論は♧していない。なࡐ⌧実の社会では」ᩘ

あるうࡕの 1 つが制度໬したのか。なࡐ௚でもなく、

こうなったのか、という㆟論を⥆いて行う。 
 
�Ѹ�㸬ไᗘ㐍໬㸸≉ᐃࡢ⤒㊰࡟㛵ࡿࡍ㏻᫬ⓗศᯒ 

 ここからは、非ຠ⋡な制度はなࡐ存⥆するのか、

2�
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また、どのように制度は進໬するのかといった㏻᫬

的な問題をᢅうためのᯟ⤌ࡳである。この問題は制

度ὴ経῭学において㔜要な問いであり、例えばノー

スの⌮論は、ᚑ᮶の経῭学における、非ຠ⋡な制度

はṔྐ的な発ᒎ過程でῈửされるというಙᛕをそし、

ᚲࡎしもຠ⋡的1�ではない制度が存⥆しうる⌮⏤を

ㄝ᫂するᯟ⤌ࡳをᥦ౪したⅬが㔜要であった（ノー

ス 1��0 1���㸸��� 㡫）。この⌮論では、ձ཰✭㏴ቑ

の自ᕫᙉ໬࣓࣒࢝ࢬࢽの⤖果と、ղ不完全なᕷ場に

おける᩿∦的な᝟ሗのࣇィードバ1ࢡࢵ�と大きな取

引㈝⏝とから、（1）」ᩘᆒ⾮（�）非ຠ⋡ᛶのྍ⬟ᛶ

（3）㛢ሰ（�）経㊰౫存が発生するという（ྠ㸸1��
㡫）。さらに、͆ 特ᐃの制度にᇶ࡙く契約のᬑཬ・ᣑ

大がࡑのࣝーࣝのỌ⥆ᛶに㛵する不☜実ᛶをῶᑡさ

せるために、㐺ྜ期ᚅが㉳こる。⤖ᒁ、制度的ᇶ┙

の┦஫౫存ᛶは大ᖜな཰✭㏴ቑを生ࡳฟすであࢁう͇

（ྠ㸸1�� 㡫）と㏙࡭るなど、制度の┦஫౫存ᛶも

また཰✭㏴ቑをもたらす要ᅉにされる。 
一方、ẚ㍑制度ศᯒの場ྜは、制度໬の過程でࣇ

ィードバ࣒ࢬࢽ࣓࢝・ࢡࢵが生じることにより制度

をᴫᛕ໬しているが、制度進໬に㛵してこの࣓࢝ࢽ

しも全㠃的にྠ意しない。཰✭㏴ቑにࡎにはᚲ࣒ࢬ

ついても、͆」ᩘの非ຠ⋡的な⤌⧊的័⩦が進໬する

⌮⏤は、㹙͐㹛཰✭㏴ቑではなく、経῭୺体間のᡓ␎

的㑅ᢥ間の⿵完ᛶである（͇㟷木 �001㸸163 㡫）や͆ 制

度にかんする⌧存の文⊩は、ࡦとたࡧタ❧されると

制度がᣢ⥆的になる⌮⏤が、཰✭㏴ቑ（ࢵࢭトアࢵ

外部ᛶにあることをᙉࢡト࣡ーࢵࢿコスト）か・ࣉ

ㄪする。しかし、これらの⌧㇟は⣧⢋にᢏ術的なも

のとしてでなく、全体的制度㓄⨨のᅛ有のᛶ㉁から

内生的に発しているものとࡳられる࡭きである͇

（ྠ㸸��� 㡫）などのᢈุ的な୺ᙇを行っている。

」ᩘᆒ⾮などに㛵するノースの見ゎもẚ㍑制度ศᯒ

のどⅬからは、ྛド࣓イࣥにおける経῭୺体のࢤー

࣒が、」ᩘᆒ⾮を生じるものであり、⤖果的に฿㐩

したᆒ⾮がもたらすࣇィードバࢡࢵにより自ᕫᙉ໬

が内生的に生じることや「制度の㐃⤖」࣒ࢬࢽ࣓࢝

にᇶ࡙き非ຠ⋡ᛶの存⥆が⌮ゎされることになる。

௨下は、ẚ㍑制度ศᯒにおける制度進໬と経㊰౫存

の࣓࣒࢝ࢬࢽに㛵する㆟論である。 
はじめに制度変໬が生じる࣓࣒࢝ࢬࢽのẚ㍑制度

ศᯒにおける⌮論ࣔࣝࢹを♧す。制度をࢤー࣒のᆒ

⾮としてᤊえるほⅬにᚑうとき、͆制度変໬は、経῭

୺体の行ື㑅ᢥࣝーࣝとࡑれにᑐするඹ㏻のㄆ▱表

⌧（ண᝿）のࢩステ࣐ティࢡࢵで㉁的な変໬に⤖ࡧ

ついた、1 つのᆒ⾮（⣔ิ）から別のᆒ⾮（⣔ิ）

へのࣇࢩトと見なすこと （͇㟷木 �001㸸��6 㡫）がで

きる。すなわࡕ、一つのࢤー࣒に生じている」ᩘᆒ

⾮間で、あるᆒ⾮（制度）から別のᆒ⾮（制度）へ

とఱらかの⌮⏤により⛣行が㉳こった≧ែが、制度

変໬に┦当するとゎされる。ࡑして、このようなࢩ

でᢅࢳーࣟࣉトはいかにしてྍ⬟かをㄆ▱的なアࣇ

うために、㟷木は、「୺ほ的ࢤー࣒・ࣔࣝࢹ」のᴫᛕ

を導入する。「୺ほ的ࢤー࣒・ࣔࣝࢹ」は、ձ͆ ಶࠎ

の経῭୺体たࡕはᢏ術的にỴᐃされたࢤー࣒のࣝー

ࣝに㛵する完全な▱㆑をᣢつことができࡎ、௚の経

῭୺体たࡕのᡓ␎的㑅ᢥや⎔ቃ≧ែにかんして完全

な᥎ もできない 、͇ղ͆ ྛ、の௦わりにࡑ 経῭୺体

はྛ᫬Ⅼで、自ศがࣞࣉイするࢤー࣒のᵓ㐀にかん

して、過去の経験からᵓ成した㝈ᐃ的で୺ほ的なㄆ

㆑しかもたࡎ、ドラスティࢡࢵな⎔ቃ変໬と内的༴

機に反ᛂしてࡑれをᨵゞする （͇ྠ㸸 ������� 㡫）

と௬ᐃする。この᮲௳下で、͆経῭୺体が制度に㛵す

るྠ一の⌧㇟学的ㄆ▱とともに、᥎ ࣝーࣝと฼得

ண 、ᡓ␎㑅ᢥのྠじࢵࢭトを⧞り㏉し⏝いるとき、

われわれはಶேࣞ࣋ࣝで୺ほ的ࢤー࣒・ࣔࣝࢹが෌

生⏘されている （͇ྠ㸸��� 㡫）という。この≧ἣで

成❧するࣗࢩࢵࢼᆒ⾮では、す࡭ての経῭୺体が制

度Ȉ
をㄆ▱し、ࡑれにᛂじて行ືすることで、ᆒ⾮

ᡓ␎࢓ࣇࣟࣉイࣝとࡑの要約表⌧ Ȉ
が┦஫にᩚྜ

的となり、Ȉ
が⥔ᣢされることで制度が෌生⏘され

るようになる�0（ྠ㸸 �60 㡫）。これは、ྛ経῭୺体

に୺ほ的にඹ有໬されたண᝿であるᆒ⾮をもたらす

行ືと行ືの⤖果得られるᆒ⾮におけるᖐ⤖とが一

⮴する≧ἣでは、制度は෌生⏘され、安ᐃ的である

という意味であり、すなわࡕ制度安ᐃ期の≧ἣをᴫ

ᛕ໬している。（,） 
 とこࢁが、この୺ほ的ࢤー࣒が、ྛ経῭୺体に‶

㊊な⤖果をもたらさなくなったとき、ྛ経῭୺体は

ࣝーࣝの大ᖜなᨵゞをしようとດめることになる。

このࣝーࣝ変᭦のヨࡳが、ձドラスティࢡࢵな⎔ቃ

変໬と、ղࢲイࢡࢵ࣑ࢼな⤖果がࢤー࣒のᐈほ的な
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また、どのように制度は進໬するのかといった㏻᫬

的な問題をᢅうためのᯟ⤌ࡳである。この問題は制

度ὴ経῭学において㔜要な問いであり、例えばノー

スの⌮論は、ᚑ᮶の経῭学における、非ຠ⋡な制度

はṔྐ的な発ᒎ過程でῈửされるというಙᛕをそし、

ᚲࡎしもຠ⋡的1�ではない制度が存⥆しうる⌮⏤を

ㄝ᫂するᯟ⤌ࡳをᥦ౪したⅬが㔜要であった（ノー

ス 1��0 1���㸸��� 㡫）。この⌮論では、ձ཰✭㏴ቑ

の自ᕫᙉ໬࣓࣒࢝ࢬࢽの⤖果と、ղ不完全なᕷ場に

おける᩿∦的な᝟ሗのࣇィードバ1ࢡࢵ�と大きな取

引㈝⏝とから、（1）」ᩘᆒ⾮（�）非ຠ⋡ᛶのྍ⬟ᛶ

（3）㛢ሰ（�）経㊰౫存が発生するという（ྠ㸸1��
㡫）。さらに、͆ 特ᐃの制度にᇶ࡙く契約のᬑཬ・ᣑ

大がࡑのࣝーࣝのỌ⥆ᛶに㛵する不☜実ᛶをῶᑡさ

せるために、㐺ྜ期ᚅが㉳こる。⤖ᒁ、制度的ᇶ┙

の┦஫౫存ᛶは大ᖜな཰✭㏴ቑを生ࡳฟすであࢁう͇

（ྠ㸸1�� 㡫）と㏙࡭るなど、制度の┦஫౫存ᛶも

また཰✭㏴ቑをもたらす要ᅉにされる。 
一方、ẚ㍑制度ศᯒの場ྜは、制度໬の過程でࣇ

ィードバ࣒ࢬࢽ࣓࢝・ࢡࢵが生じることにより制度

をᴫᛕ໬しているが、制度進໬に㛵してこの࣓࢝ࢽ

しも全㠃的にྠ意しない。཰✭㏴ቑにࡎにはᚲ࣒ࢬ

ついても、͆」ᩘの非ຠ⋡的な⤌⧊的័⩦が進໬する

⌮⏤は、㹙͐㹛཰✭㏴ቑではなく、経῭୺体間のᡓ␎

的㑅ᢥ間の⿵完ᛶである（͇㟷木 �001㸸163 㡫）や͆ 制

度にかんする⌧存の文⊩は、ࡦとたࡧタ❧されると

制度がᣢ⥆的になる⌮⏤が、཰✭㏴ቑ（ࢵࢭトアࢵ

外部ᛶにあることをᙉࢡト࣡ーࢵࢿコスト）か・ࣉ

ㄪする。しかし、これらの⌧㇟は⣧⢋にᢏ術的なも

のとしてでなく、全体的制度㓄⨨のᅛ有のᛶ㉁から

内生的に発しているものとࡳられる࡭きである͇

（ྠ㸸��� 㡫）などのᢈุ的な୺ᙇを行っている。

」ᩘᆒ⾮などに㛵するノースの見ゎもẚ㍑制度ศᯒ

のどⅬからは、ྛド࣓イࣥにおける経῭୺体のࢤー

࣒が、」ᩘᆒ⾮を生じるものであり、⤖果的に฿㐩

したᆒ⾮がもたらすࣇィードバࢡࢵにより自ᕫᙉ໬

が内生的に生じることや「制度の㐃⤖」࣒ࢬࢽ࣓࢝

にᇶ࡙き非ຠ⋡ᛶの存⥆が⌮ゎされることになる。

௨下は、ẚ㍑制度ศᯒにおける制度進໬と経㊰౫存

の࣓࣒࢝ࢬࢽに㛵する㆟論である。 
 はじめに制度変໬が生じる࣓࣒࢝ࢬࢽのẚ㍑制度

ศᯒにおける⌮論ࣔࣝࢹを♧す。制度をࢤー࣒のᆒ

⾮としてᤊえるほⅬにᚑうとき、͆制度変໬は、経῭

୺体の行ື㑅ᢥࣝーࣝとࡑれにᑐするඹ㏻のㄆ▱表

⌧（ண᝿）のࢩステ࣐ティࢡࢵで㉁的な変໬に⤖ࡧ

ついた、1 つのᆒ⾮（⣔ิ）から別のᆒ⾮（⣔ิ）

へのࣇࢩトと見なすこと （͇㟷木 �001㸸��6 㡫）がで

きる。すなわࡕ、一つのࢤー࣒に生じている」ᩘᆒ

⾮間で、あるᆒ⾮（制度）から別のᆒ⾮（制度）へ

とఱらかの⌮⏤により⛣行が㉳こった≧ែが、制度

変໬に┦当するとゎされる。ࡑして、このようなࢩ

でᢅࢳーࣟࣉトはいかにしてྍ⬟かをㄆ▱的なアࣇ

うために、㟷木は、「୺ほ的ࢤー࣒・ࣔࣝࢹ」のᴫᛕ

を導入する。「୺ほ的ࢤー࣒・ࣔࣝࢹ」は、ձ͆ ಶࠎ

の経῭୺体たࡕはᢏ術的にỴᐃされたࢤー࣒のࣝー

ࣝに㛵する完全な▱㆑をᣢつことができࡎ、௚の経

῭୺体たࡕのᡓ␎的㑅ᢥや⎔ቃ≧ែにかんして完全

な᥎ もできない 、͇ղ͆ ྛ、の௦わりにࡑ 経῭୺体

はྛ᫬Ⅼで、自ศがࣞࣉイするࢤー࣒のᵓ㐀にかん

して、過去の経験からᵓ成した㝈ᐃ的で୺ほ的なㄆ

㆑しかもたࡎ、ドラスティࢡࢵな⎔ቃ変໬と内的༴

機に反ᛂしてࡑれをᨵゞする （͇ྠ㸸 ������� 㡫）

と௬ᐃする。この᮲௳下で、͆経῭୺体が制度に㛵す

るྠ一の⌧㇟学的ㄆ▱とともに、᥎ ࣝーࣝと฼得

ண 、ᡓ␎㑅ᢥのྠじࢵࢭトを⧞り㏉し⏝いるとき、

われわれはಶேࣞ࣋ࣝで୺ほ的ࢤー࣒・ࣔࣝࢹが෌

生⏘されている （͇ྠ㸸��� 㡫）という。この≧ἣで

成❧するࣗࢩࢵࢼᆒ⾮では、す࡭ての経῭୺体が制

度Ȉ
をㄆ▱し、ࡑれにᛂじて行ືすることで、ᆒ⾮

ᡓ␎࢓ࣇࣟࣉイࣝとࡑの要約表⌧ Ȉ
が┦஫にᩚྜ

的となり、Ȉ
が⥔ᣢされることで制度が෌生⏘され

るようになる�0（ྠ㸸 �60 㡫）。これは、ྛ経῭୺体

に୺ほ的にඹ有໬されたண᝿であるᆒ⾮をもたらす

行ືと行ືの⤖果得られるᆒ⾮におけるᖐ⤖とが一

⮴する≧ἣでは、制度は෌生⏘され、安ᐃ的である

という意味であり、すなわࡕ制度安ᐃ期の≧ἣをᴫ

ᛕ໬している。（,） 
 とこࢁが、この୺ほ的ࢤー࣒が、ྛ経῭୺体に‶

㊊な⤖果をもたらさなくなったとき、ྛ経῭୺体は

ࣝーࣝの大ᖜなᨵゞをしようとດめることになる。

このࣝーࣝ変᭦のヨࡳが、ձドラスティࢡࢵな⎔ቃ

変໬と、ղࢲイࢡࢵ࣑ࢼな⤖果がࢤー࣒のᐈほ的な
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ᵓ㐀に୚える⣼✚的イࣥࢡࣃト�1と⤖ྜして、一ᐃ

௨上の経῭୺体に生じると、制度変໬の引き㔠が引

かれる。こうして多ᩘの経῭୺体により、ྠ᫬に㑅

ᢥの見┤しが実行されるようになると、これまで存

ᅾしていた制度は、ຠ果的な要約表⌧でなくなるこ

とで、経῭୺体のண᝿の不☜実ᛶを๐ῶすることに

有⏝でなくなる。このようなඹ有ண᝿の༴機的ᦂら

ぎの≧ἣは、「制度༴機」と࿧࡭、ྂ い制度下で「当

↛とࡳなされる」前ᥦが␲問どされるようになる。

この≧ἣに⮳ると、経῭୺体は様ࠎな᝟ሗに㢗りな

がら、ࡑれࡒれの୺ほ的ࢤー࣒・ࣔࣝࢹの෌ᵓ⠏を

ồめられる。この過程では஫いに➇ྜするྍ⬟ᛶの

あるண 的・つ⠊的ண᝿ࢩステ࣒がฟ⌧し、これら

の間の➇தが⛣行ࢭࣟࣉスを特ᚩ࡙け、このうࡕの

いࡎれかが期ᚅ཰᮰のための࢛ࣇー࣏࢝ࣝイࣥトと

なり、新制度のೃ⿵となる（ྠ㸸�60��63 㡫）。（,,） 
 ྛ୺体にとって、新ࣔࣝࢹがㄆ▱的にᆒ⾮໬する

のは （͆L）（ᨭ㓄的）経῭୺体の学⩦を導いてきたண

 的・つ⠊的ண᝿ࢩステ࣒が、ド࣓イࣥに発生しつ

つある内部≧ែとᩚྜ的になるとㄆ▱されるように

なり、（LL）行ື㑅ᢥのᖐ⤖をண する際の新しい᥎

 ࣝーࣝの㐺⏝が、࡯とんどす࡭ての経῭୺体たࡕ

にとって大きな㦫きをもたらさなくなり、（LLL）上の

� つの᮲௳をᡤ୚として、新たにάᛶ໬された㑅ᢥ

の部ศ集ྜからの㑅ᢥが‶㊊できる฼得をもたらす

とき （͇ྠ㸸�63��6� 㡫）であるとされる。多くの経

῭୺体のࣔࣝࢹが஫いにᩚྜ的になり、このように

ᆒ⾮໬されるとき、制度⛣行のࢭࣟࣉスは཰᮰する。

こうして┦஫にᩚྜ的になり、ඹ有されるに⮳った

ண᝿ࢩステ࣒は、自ᕫ⥔ᣢ的となり、新制度として

☜❧され、制度は次の┦ᑐ的安ᐃ期の開ጞに⮳る

（ྠ㸸�6� 㡫）。（,,,） 
 このように制度進໬は、௨上の（,）（ᪧ）制度安

ᐃ期ĺ（,,）制度༴機・⛣行期（ᪧ制度のືᦂと新

制度のᶍ⣴）ĺ（,,,）新制度の㑅ᢥと安ᐃ໬という

過程を⧞り㏉すものとᴫᛕ໬される。しかし、（,,）
から（,,,）のẁ㝵になされる新制度の㑅ᢥはラࣥࢲ

࣒に行われるものではなく、過去の制度により一ᐃ

の制約を課せられる、すなわࡕ、経㊰౫存が発生す

る��（ྠ㸸�6� 㡫）。このような経㊰౫存が発生する

要ᅉの一つは、௚の新制度ὴ経῭学や政治学におけ

る新制度論にもඹ㏻する、Ṕྐ的ึ期᮲௳における

㈨※等の㓄⨨が指᦬されるが、ẚ㍑制度ศᯒではこ

れに加えてもう一つ、͆୺には異なるド࣓イࣥにわた

る経῭୺体たࡕのᡓ␎的㑅ᢥのࢲイࢡࢵ࣑ࢼな┦஫

作⏝を㏻して㑅ᢥされる 、͇つまり制度の㏻᫬的㐃⤖

がありうる（ 㸸ྠ�6� 㡫）ことも⪃える�3。すなわࡕ、

㏻᫬的に制度の㐃⤖が存ᅾすることにより、制度進

໬の過程で、新しい制度㓄⨨への⛣行をጉげたり、

反ᑐにಁ進したりするというのである。ここでは、

特に、制度的⿵完ᛶが㏻᫬的に存ᅾする場 （ྜ「㏻᫬

的な制度的⿵完ᛶ」）を取り上げて㆟論を行うことに

する。 
 「㏻᫬的な制度的⿵完ᛶ」では、まࡎ、஧つの制

度⿵完的な㓄⨨（Ȉ

㸪ȁ

）と（Ȉ
㸪ȁ
）の存ᅾ

を௬ᐃして、௨下の � つの࿨題が♧される。（㟷木

�001㸸��1���3 㡫） 
 
࿨題 10�1 制度㛵㐃的ࣃラ࣓ーࢱのึ期Ỉ準がపす

ぎて、Ꮩ❧したド࣓イࣥにおいては制度Ȉ
が生成不

ྍ⬟であったとしても、⿵完的制度ȁ
の存ᅾが、Ȉ

と⿵完的な制度㛵㐃的ࣃラ࣓ーࢱのึ期ᨵၿのイࣥ


トをቑᖜすることによって、やがてȈࢡࣃの制度໬

をㄏ導໬することがありうる。 
 
࿨題 10�� 制度 Ȉ

と ȁ

がある᫬Ⅼまでᨭ㓄的で

あったとしよう。ࡑの᫬Ⅼで、௦᭰的制度 Ȉ
と ȁ

に⿵完的な政策変໬ないしは⬟力の⵳✚がྛド࣓イ

ࣥで発生したとする。ࡑれでも、どࡕらのド࣓イࣥ

にも制度変໬は┤ࡕに発生しないかもしれない。し

かし、政策変໬ないし⬟力⵳✚がࡑの後も⥔ᣢされ

るならば、⣼✚的・⿵完的イࣥࢡࣃトは、┦஫に⿵

完的制度（Ȉ
㸪ȁ
）の新㓄⨨の生成を導くかもしれ

ない。 
 
 これらの࿨題は、制度的⿵完ᛶの存ᅾにより、௚

のド࣓イࣥにおける新制度や全体的制度㓄⨨の変໬

をㄏ発するྍ⬟ᛶを♧၀している。特に、࿨題 10�1
は、いࡎれかの制度が別の制度にᑐして⿵完ᛶを有

する制度をᵓ成できない場ྜでも、᫬間的な変໬に

より制度⿵完的な≧ែを実⌧するྍ⬟ᛶがあること

を♧している。ただし、͆これらの要ᅉのイࣥࢡࣃト

29
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は自ື的なものではな く͇、͆一ᐃのド࣓イࣥにおけ

る制度㛵㐃的ࣃラ࣓ーࢱとᑐᛂする内生的㑅ᢥ変ᩘ

のあいだに存ᅾする⿵完㛵ಀのᙉさのࡳならࡎ、ド

࣓イࣥ間での内生的㑅ᢥ変ᩘྠ士の⿵完㛵ಀのᙉさ

にも౫存する。このࢭࣟࣉスの微ጁなⅬは、制度㛵

㐃的ࣃラ࣓ーࢱの್の変໬にᑐᛂした制度の発生ま

たは全体的制度㓄⨨の変໬が、最ึは₯ᅾ的である

が、┦஫にᙉ໬しあう⣼✚的・内生的イࣥࢡࣃトに

よっていࡎれ実⌧されるというⅬである （͇ྠ㸸��3
㡫）と௜ゝされる。これは、㏻᫬的に見ると、いか

なる場ྜも制度⿵完的な制度㓄⨨がᚲࡎ成❧してい

る、制度的⿵完ᛶがあればᚲࡎ⿵完的な制度が発㐩

する、といったことを意味しないという♧၀である

Ⅼにὀ意す࡭きである。 
して、これに⥆けて、制度変໬における政策のࡑ

ᙺ割として、（L）政ᗓの政策変໬と⤌⧊ࢨࢹイࣥの

ᖐ⤖として、意ᅗされざる制度が進໬するྍ⬟ᛶ（LL）
制度㛵㐃的⬟力のḞዴによる、政策の意ᅗした⤖果

の᣸ᢡ（LLL）制度㛵㐃的ࣃラ࣓ーࢱの⾪✺するືき

と政ᗓのᙺ割、という 3 つを指᦬��する（ 㸸ྠ��3����
㡫）。ここからศかるように、ẚ㍑制度ศᯒでは、制

度の変໬がうまくいかない場ྜにᑐしても、「制度の

㐃⤖」のᴫᛕを⏝いて一ᐃのゎ㔘を୚えることがྍ

⬟となる場ྜがある。あるいは、ศᯒの⤖果、制度

が内生的な要ᅉでᔂቯへྥかう場ྜを♧၀すること

もありうる。 

これがẚ㍑制度ศᯒのᯟ⤌ࡳの㦵᱁である。ࢤー࣒

⌮論にᇶ࡙く制度のᴫᛕ໬とド࣓イࣥを༢఩とする

制度ศᯒがᇶ本となり、ࡑの┦஫౫存的な㐃⤖㛵ಀ

までを⌮論的にྫྷ味することで、制度のᵓ㐀や安ᐃ

໬の᮲௳、制度進໬の࣓࣒࢝ࢬࢽを᥈る。ただし、

ここまでを行っただけでは、ẚ㍑制度ศᯒとして完

成しない（��1 を参↷せよ）。これらの検討から得ら

れるㅖ᮲௳が、⌧実の社会の≧ἣ、Ṕྐに↷らし、

どのように‶たされていたかを、ᐃᛶ的・ᐃ㔞的、

Ṕྐ的な手ἲにより検ドを行って、ようやくศᯒは

完成するのである。もうᑡしල体的には、ᡓ␎とᡓ

␎がもたらすᆒ⾮・不ᆒ⾮の᮲௳から、Ṕྐ的に᥇

⏝されてきたྛᡓ␎が「制度」໬に⮳ったかྰかと

いうศᯒ、また、ᆒ⾮ᡓ␎が᥇⏝されている場ྜの

ᖐ⤖㛵ᩘにᇶ࡙き、㐩成されているᆒ⾮に┦当する

社会のᩘ㔞的ࢹーࢱがࡑの᮲௳を‶たすかྰかとい

うศᯒ等がồめられることになる。 

3㸬教育ไᗘศᯒࡢ࡬ẚ㍑ไᗘศᯒྍࡢ⬟ᛶ 

 本❶では、前❶で検討したẚ㍑制度ศᯒを教育制

度のศᯒに⏝いることによる฼Ⅼと問題Ⅼを論じ、

最後に、今後の課題とᒎᮃを㏙࡭、本稿を⤖ࡪ。 

3��㸬教育ไᗘศᯒ࡟ẚ㍑ไᗘศᯒࢆ㐺⏝ࡿࡍ฼Ⅼ࡜

ၥ㢟Ⅼ 

3����㸬฼Ⅼ 

 はじめにẚ㍑制度ศᯒを฼⏝する฼Ⅼ୪ࡧにࡑの

意義を論じる。ここではẚ㍑制度ศᯒがᣢつ、社会

科学一⯡における制度論のᯟ⤌ࡳとしてのᛶ㉁と経

῭学のᯟ⤌ࡳとしてのᛶ㉁という大きく � つのഃ㠃

から฼Ⅼを見ฟすことができる。 
第 1 の制度論のᯟ⤌ࡳというほⅬから見た場ྜに

指᦬される฼Ⅼとして、まࡎ、方ἲ論的にᢅえる制

度の⠊ᅖがᣑ大するⅬである。すでに㏙࡭た㏻り、

伝⤫的に行われてきた教育制度の研究は、ἲ制（ࣝ

ーࣝとして文᭩໬されている制度）のศᯒが中ᚰで

あり、ࡑの方ἲは୺としてṔྐ研究、つ⠊的ἲゎ㔘

によりなされてきた。これらの方ἲ論をྰᐃしない

が、特に、後者の場ྜは、༢に័⩦として成❧して

いるのࡳでἲ௧上に存ᅾしない制度は、㆟論がཬば

ないか、ᴟ➃な場ྜ、ἲ௧に౫ᣐしていないという

⌮⏤のࡳで問題どされる問題がకうと⪃えられる。

あるいはṚ文໬している制度、すなわࡕఱらかの⌮

⏤において実ຠ໬されておらࡎ、ẚ㍑制度ศᯒでは

「制度」と࿧࡭ないものが、なࡐ実ຠᛶをᣢたない

のかを論じることが原⌮的にᅔ㞴であるという㞴Ⅼ

もある。ࡑのⅬ、ẚ㍑制度ศᯒでは、ࢤー࣒⌮論を

⏝いて、制度が実ຠ໬される᮲௳や安ᐃ໬する᮲௳

をᯒฟするので、ἲ௧の有無にかかわらࡎ、「≧ἣド

ᣐ」があれば制度的⎔ቃのẚ㍑を行い、ある程度の

実ドを行うこともྍ⬟になる。⌮論ᵓ⠏に⏝いるも

のがࢤー࣒⌮論であるというⅬも㔜要で、ࢤー࣒⌮

論はᇶ本的にはᩘ学であるから、ࢤー࣒的な≧ἣが

ある㝈りにおいて㐺⏝ྍ⬟というⅬでỗ⏝ᛶが高い。
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は自ື的なものではな く͇、͆一ᐃのド࣓イࣥにおけ

る制度㛵㐃的ࣃラ࣓ーࢱとᑐᛂする内生的㑅ᢥ変ᩘ

のあいだに存ᅾする⿵完㛵ಀのᙉさのࡳならࡎ、ド

࣓イࣥ間での内生的㑅ᢥ変ᩘྠ士の⿵完㛵ಀのᙉさ

にも౫存する。このࢭࣟࣉスの微ጁなⅬは、制度㛵

㐃的ࣃラ࣓ーࢱの್の変໬にᑐᛂした制度の発生ま

たは全体的制度㓄⨨の変໬が、最ึは₯ᅾ的である

が、┦஫にᙉ໬しあう⣼✚的・内生的イࣥࢡࣃトに

よっていࡎれ実⌧されるというⅬである （͇ྠ㸸��3
㡫）と௜ゝされる。これは、㏻᫬的に見ると、いか

なる場ྜも制度⿵完的な制度㓄⨨がᚲࡎ成❧してい

る、制度的⿵完ᛶがあればᚲࡎ⿵完的な制度が発㐩

する、といったことを意味しないという♧၀である

Ⅼにὀ意す࡭きである。 
して、これに⥆けて、制度変໬における政策のࡑ

ᙺ割として、（L）政ᗓの政策変໬と⤌⧊ࢨࢹイࣥの

ᖐ⤖として、意ᅗされざる制度が進໬するྍ⬟ᛶ（LL）
制度㛵㐃的⬟力のḞዴによる、政策の意ᅗした⤖果

の᣸ᢡ（LLL）制度㛵㐃的ࣃラ࣓ーࢱの⾪✺するືき

と政ᗓのᙺ割、という 3 つを指᦬��する（ 㸸ྠ��3����
㡫）。ここからศかるように、ẚ㍑制度ศᯒでは、制

度の変໬がうまくいかない場ྜにᑐしても、「制度の

㐃⤖」のᴫᛕを⏝いて一ᐃのゎ㔘を୚えることがྍ

⬟となる場ྜがある。あるいは、ศᯒの⤖果、制度

が内生的な要ᅉでᔂቯへྥかう場ྜを♧၀すること

もありうる。 
  
 これがẚ㍑制度ศᯒのᯟ⤌ࡳの㦵᱁である。ࢤー࣒

⌮論にᇶ࡙く制度のᴫᛕ໬とド࣓イࣥを༢఩とする

制度ศᯒがᇶ本となり、ࡑの┦஫౫存的な㐃⤖㛵ಀ

までを⌮論的にྫྷ味することで、制度のᵓ㐀や安ᐃ

໬の᮲௳、制度進໬の࣓࣒࢝ࢬࢽを᥈る。ただし、

ここまでを行っただけでは、ẚ㍑制度ศᯒとして完

成しない（��1 を参↷せよ）。これらの検討から得ら

れるㅖ᮲௳が、⌧実の社会の≧ἣ、Ṕྐに↷らし、

どのように‶たされていたかを、ᐃᛶ的・ᐃ㔞的、

Ṕྐ的な手ἲにより検ドを行って、ようやくศᯒは

完成するのである。もうᑡしල体的には、ᡓ␎とᡓ

␎がもたらすᆒ⾮・不ᆒ⾮の᮲௳から、Ṕྐ的に᥇

⏝されてきたྛᡓ␎が「制度」໬に⮳ったかྰかと

いうศᯒ、また、ᆒ⾮ᡓ␎が᥇⏝されている場ྜの

ᖐ⤖㛵ᩘにᇶ࡙き、㐩成されているᆒ⾮に┦当する

社会のᩘ㔞的ࢹーࢱがࡑの᮲௳を‶たすかྰかとい

うศᯒ等がồめられることになる。 
 

3㸬教育ไᗘศᯒࡢ࡬ẚ㍑ไᗘศᯒྍࡢ⬟ᛶ 

 
 本❶では、前❶で検討したẚ㍑制度ศᯒを教育制

度のศᯒに⏝いることによる฼Ⅼと問題Ⅼを論じ、

最後に、今後の課題とᒎᮃを㏙࡭、本稿を⤖ࡪ。 
 
3��㸬教育ไᗘศᯒ࡟ẚ㍑ไᗘศᯒࢆ㐺⏝ࡿࡍ฼Ⅼ࡜

ၥ㢟Ⅼ 

3����㸬฼Ⅼ 

 はじめにẚ㍑制度ศᯒを฼⏝する฼Ⅼ୪ࡧにࡑの

意義を論じる。ここではẚ㍑制度ศᯒがᣢつ、社会

科学一⯡における制度論のᯟ⤌ࡳとしてのᛶ㉁と経

῭学のᯟ⤌ࡳとしてのᛶ㉁という大きく � つのഃ㠃

から฼Ⅼを見ฟすことができる。 
 第 1 の制度論のᯟ⤌ࡳというほⅬから見た場ྜに

指᦬される฼Ⅼとして、まࡎ、方ἲ論的にᢅえる制

度の⠊ᅖがᣑ大するⅬである。すでに㏙࡭た㏻り、

伝⤫的に行われてきた教育制度の研究は、ἲ制（ࣝ

ーࣝとして文᭩໬されている制度）のศᯒが中ᚰで

あり、ࡑの方ἲは୺としてṔྐ研究、つ⠊的ἲゎ㔘

によりなされてきた。これらの方ἲ論をྰᐃしない

が、特に、後者の場ྜは、༢に័⩦として成❧して

いるのࡳでἲ௧上に存ᅾしない制度は、㆟論がཬば

ないか、ᴟ➃な場ྜ、ἲ௧に౫ᣐしていないという

⌮⏤のࡳで問題どされる問題がకうと⪃えられる。

あるいはṚ文໬している制度、すなわࡕఱらかの⌮

⏤において実ຠ໬されておらࡎ、ẚ㍑制度ศᯒでは

「制度」と࿧࡭ないものが、なࡐ実ຠᛶをᣢたない

のかを論じることが原⌮的にᅔ㞴であるという㞴Ⅼ

もある。ࡑのⅬ、ẚ㍑制度ศᯒでは、ࢤー࣒⌮論を

⏝いて、制度が実ຠ໬される᮲௳や安ᐃ໬する᮲௳

をᯒฟするので、ἲ௧の有無にかかわらࡎ、「≧ἣド

ᣐ」があれば制度的⎔ቃのẚ㍑を行い、ある程度の

実ドを行うこともྍ⬟になる。⌮論ᵓ⠏に⏝いるも

のがࢤー࣒⌮論であるというⅬも㔜要で、ࢤー࣒⌮

論はᇶ本的にはᩘ学であるから、ࢤー࣒的な≧ἣが

ある㝈りにおいて㐺⏝ྍ⬟というⅬでỗ⏝ᛶが高い。

1� 
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これにより、自らの手で、実ドに⪏えうるᚲ要かつ

༑ศな௬ㄝを導ฟすることがྍ⬟になる。 
 また、社会科学全体の制度にᑐするアࣟࣉーࢳと

して、ࢤー࣒⌮論が㔜要な㐨ලになってきているഴ

ྥもある。実際、こうしたࢤー࣒⌮論を⏝いて制度

にアࣟࣉーࢳ、ศᯒする方ἲは、例えば日本の政治

学・行政学では、�000 年௦前༙にはすでにࣞࣗࣅー

が行われている��（例えば河㔝 �00�㸹᭮ᡃ �00�）。
まだᗈく一⯡的に⏝いられる方ἲというわけではな

いが、制度を⌮論的にศᯒしようと思えば、ᢈุ的

な❧論をヨࡳるにしても、ࢤー࣒⌮論へのṌࡳ寄り

は㑊けられない≧ἣがある。ࡑれࡺえ、今後、௚の

社会科学の▱見と↷ྜ的にศᯒを行っていくうえで

も、ࢤー࣒⌮論による教育制度のศᯒは㔜要な課題

であり、ࡑうしたศᯒに㈉⊩しうるだࢁう。 
 次に、ẚ㍑制度ศᯒを⏝いることで、⌧ᅾの制度

から㐪う制度へと㌿᥮をヨࡳる場ྜの㌿᥮のしやす

さ、あるいは㌿᥮をྍ⬟にするための᮲௳について

も一ᐃの♧၀が得られるというⅬがᣲげられる。こ

れまで教育制度の㌿᥮は、つ⠊的なᮃましさからࡑ

のᅾり方が論じられることはあっても、どうすれば

のようなᮃましい制度が実⌧ྍ⬟であるかというࡑ

㋃ࡳ㎸んだ㆟論が༑ศになされてきたとはゝい㞴い。

ẚ㍑制度ศᯒにおいては、」ᩘᆒ⾮をྠ᫬に㆟論す

ることがྍ⬟であるため、⌧ᅾの「ᮃましくない」

制度と「⌮᝿的な」制度との間にどの程度᮲௳的に

ᕪ異があるかを検討することができる。ࡑれは、容

᫆に⛣行ྍ⬟な場ྜも、㏫に、ᴟめてᅔ㞴な場ྜも

あるかもしれないが、ᅔ㞴な場ྜにはどのような過

程を経れば、༴機的な≧ἣに㝗らࡎに⛣行がྍ⬟か

といった᮲௳的♧၀を୚えることになࢁう。あるい

は、異なる制度へと⛣行することによって、⌧ᅾの

制度のうࡕの≛≅にす࡭き部ศも♧される。これは、

これまで「⌮᝿的な制度」とされてきたものが、ど

のような≛≅の下に成❧しているのかを意㆑໬する

ことにつながるので、どⅬを┦ᑐ໬するⅬでも有┈

であࢁう。さらに、このᯟ⤌ࡳは、制度がᣢつ内生

的な安ᐃᛶを問題にするので、⢭度の高いศᯒがで

きれば、制度のᑗ᮶的な安ᐃᛶを⪃ᐹするྍ⬟ᛶも

見えてこよう。 
 さらに、ẚ㍑制度ศᯒには、「制度の㐃⤖」という

特ᚩ的なᴫᛕが存ᅾする。これにより、教育制度内

部はもࢁࡕん、㛵㐃ᛶのあるさまざまな」ᩘ制度間

の㛵ಀᛶを⌮論的にศᯒすることがྍ⬟になる。し

かも、これは、ᚑ᮶、ἲ௧上の㛵㐃ᛶや経験的、᫬

に┤ほ的なὝᐹから学ㄝ上指᦬されてきたような制

度間の┦஫౫存ᛶのࡳの指᦬にはṆまらない。Ṕྐ

的・経験的には▱られた事㇟でありながら、これま

でのศᯒではࡑの存ᅾ／不存ᅾのྜ⌮ᛶや発生の原

ᅉを༑ศにはㄝ᫂あるいはண᝿できていないかった

ものの┦஫౫存ᛶのド᫂、さらには、ࡑもࡑも᝿ᐃ

すらもཬばないような㛵㐃ᛶが導きฟされるྍ⬟ᛶ

を有するものである。こればかりはศᯒを行ってࡳ

なければල体的にはุらないものであるが、「制度の

㐃⤖」とはこのようなᙉ力なᴫᛕであり、ศᯒを㏻

じて制度間の㛵ಀᛶが意㆑໬されることは、政策論

㆟にᑐしても有┈であࢁう。 
 ⥆いて、第 � の経῭学としてのᛶ㉁に⏤᮶する฼

Ⅼの㆟論に入る。ま1、ࡎ ❶で論じたように、ẚ㍑

制度ศᯒが新ྂ඾ὴ経῭学にᑐするᢈุ的な検討か

らጞまったことに⏤᮶して、ẚ㍑制度ศᯒを教育制

度のศᯒに᥇⏝することが、ᕷ場୺義的な教育政策

の฼Ⅼや問題Ⅼ、ࡑして経῭学的にも⌮に㐺った௦

᭰᱌をᯒฟすることに⤖ࡧつくྍ⬟ᛶをᣢっている

Ⅼがᣲげられる。これは今日の社会において学術的

にも社会的にもᙉく要ㄳされている課題であり、ࡑ

のような㈉⊩がなしうるⅬでẚ㍑制度ศᯒは非ᖖに

有力なᯟ⤌ࡳとなࢁう。 
して、日本という特Ṧな文⬦においては、ẚ㍑ࡑ 

制度ศᯒがもともと（ᡓ後）日本ᆺ経῭ࢩステ࣒の

経῭的ྜ⌮ᛶを論ドするというጼໃでጞまったこと

による฼Ⅼも大きい。事実、行政学においては、᪩

くから▱見が参↷されており、中でも日本における

行政⤌⧊の特ᚩを論じる際にゝཬされている（村ᯇ

1���㸹᭮ ᡃ �013）。教育制度ศᯒへの฼Ⅼとしては、

教育制度をẚ㍑制度ศᯒのᯟ⤌ࡳに㍕せることがで

きれば、日本における「教育ド࣓イࣥ」と「経῭ド

࣓イࣥ」の間における制度の㐃⤖㛵ಀを高い⢭度で

⌮論的に⪃ᐹできるྍ⬟ᛶが開ける。⡆༢なとこࢁ

では、例えば、経῭ド࣓イࣥにおける新༞一ᣓ᥇⏝

と2-7による⫋⬟開発という࢟ࣕࣜア័行の存ᅾの

ために、教育ド࣓イࣥでは⩦得୺義によらない年㱋
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୺義的なྠ期生間の➇தがồめられ、かつ、ᚲࡎし

もᑓ㛛的な⫋業教育が㔜どされࡴ、ࡎしࢁඹ㏻的な

ᬑ㏻教育がᮃましかった、というような㆟論が⌮論

的に成❧する�6。୧者は制度的⿵完ᛶをなすもので

あり、1��0 年௦௨㝆、経῭⎔ቃの変໬が、学校にも

⩦得୺義的なあり方を要ㄳするようになってきたと

いう事実は、制度的⿵完ᛶのᦂらぎに⏤᮶する制度

の不安ᐃ໬に㉳ᅉするというゎ㔘が成り❧つ。こう

して生じた学校制度の不安ᐃ໬は、ᚲࡎしも学校制

度自体の非ຠ⋡ᛶによることを意味しない。ࡑの意

味では、このようなศᯒを✚ࡳ㔜ࡡていくことがで

きれば、新ྂ඾ὴに௦表される୺ὶὴ経῭学に౫ᣐ

するような教育制度のศᯒࣔࣝࢹでは༑ศにㄝ᫂で

きないような事ែにᑐしても、より⌧実的なᡴ開策

をᥦ౪できるྍ⬟ᛶがあるだࢁう。 
このように、ẚ㍑制度ศᯒがᣢつ � つのᛶ㉁によ

り、教育制度のศᯒにᑐしてẚ㍑制度ศᯒを㐺⏝す

ることで得られる฼Ⅼはᩘ多いと⪃えられる。 
 
3����㸬ၥ㢟Ⅼ 

 次に、ẚ㍑制度ศᯒの฼⏝にకう問題Ⅼを㏙࡭る。 
 まࡎ、㟷木昌ᙪが体⣔໬した࢜ࣜࣝࢼࢪのẚ㍑制

度ศᯒは、経῭ࢩステ࣒をㄝ᫂するための⌮論とし

てᴟめて⢭⦓໬されており、ࡑのために非ᖖに㞴ゎ

で、方ἲとしても௚ศ㔝へのᛂ⏝には౑い຾手のᝏ

いものとなっている印㇟がྰめない。例えば、ศᯒ

༢఩であるド࣓イࣥにしても、㟷木（�001）では、

ᇶ本ド࣓イࣥは「ඹ⏝㈈
コ ࣔ ࣥ ࢬ

」「㈈取引
ト ࣞ ー ド

（経῭的஺᥮）」

「⤌⧊」「社会的஺᥮」「政治」「⤌⧊ࣇィーࣝド」の

6 つであるとしている（㟷木 �001㸸���31 㡫、ࣝࣅ

は原文）。ࡑもࡑもこのศ㢮で経῭制度のศᯒ༢఩と

してもጇ当なのかという␲問をᢪくこともできるが、

れ௨上に、௚㡿ᇦへの฼⏝、特に筆者が┠指す行ࡑ

政制度としてのഃ㠃がᙉい（බ）教育制度のศᯒに、

の฼⏝を⪃えると㐺⏝ྍ⬟ᛶが非ᖖに㞴しく感じࡑ

られてしまう。このⅬをゎỴするための方策として、

ᇶ本的なᴫᛕは฼⏝しつつも、ศᯒの上では、ᚲ要

にᛂじて⌮論が体⣔的に⢭⦓໬される௨前の≧ែに

ド࣓イࣥや制度、ࡕᡠることを⪃える。すなわࡕ❧

の㐃⤖といった本稿でも導入したᴫᛕについては౫

ᣐしつつも、ࡑのド࣓イࣥについては上記のような

6 ド࣓イࣥからなるという⪃えは᥇⏝しない。௦わ

りに、㟷木・ዟ㔝編（1��6）までに見られたような、

㆟論のᚲ要にᛂじてྛ制度のศᯒをタᐃしていくᙧ

で、全体としてᩚྜ的な⌮論をᵓ⠏するようにする、

というものである。これを᥇⏝することで、ᚑ᮶、

教育行政学がᢅってきたྛ✀制度をᩚྜ的に఩⨨௜

けていくという思⪃ࢭࣟࣉスを経ることにもなるの

で、これまで⵳✚してきた▱見をᩚ⌮する上でも有

⏝であࢁう。 
、して、この行政制度へのᛂ⏝を⪃៖する際にはࡑ 

経῭学のᯟ⤌ࡳであるということ自体が฼┈をもた

らす反㠃、やはり㑊けがたい問題に┤㠃する。特に、

このᯟ⤌ࡳにおける「政ᗓ」のᢅいは、Ẹ間との㛵

ಀにおけるつ制୺体であることがある✀の前ᥦとし

て❧論されているⅬを問題どしなければならない。

行政学では、政ᗓがつ制୺体として❧ࡕ⌧れる「つ

制行政」であることもあれば、福♴や教育がࡑの඾

ᆺであるとされるように、政ᗓが事業୺体として❧

れる「⤥௜行政」となる場ྜもあることが▱ら⌧ࡕ

れている。もࢁࡕん、教育行政をヲ⣽に見るとき、

このような༢⣧な஧ศἲでㄒることはできࡎ、つ制

行政と⤥௜行政がྠ᫬にᒎ開されているような制度
��も存ᅾする。したがって、行政制度のศᯒに際し

ては、政ᗓがࡑのようなࣞࣉイࣖーであることをᛕ

㢌に⨨いて⌮論をᵓ⠏するᚲ要に㏕られる。ただし、

う。つ制的ഃ㠃ࢁのような場ྜのᑐ策は容᫆であࡑ

と⤥௜的ഃ㠃をࡑれࡒれ異なるド࣓イࣥに存する制

度としてᢅい、୧者を㐃⤖的に㆟論すれば問題はゎ

Ỵするからである。ここからも、ẚ㍑制度ศᯒのᙉ

 。が見ฟされようࡳ
 ẚ㍑制度ศᯒを౑⏝する際の最大の問題Ⅼは、教

育の制度をどこまでࢤー࣒⌮論でᐃ式໬ྍ⬟かとい

う問題である。ẚ㍑制度ศᯒに制度一⯡のศᯒ方ἲ

としてのྍ⬟ᛶを見ฟすのは、ࢤー࣒⌮論を⏝いて

ᐃ式໬し、一⯡ᛶの高いᴫᛕをᥦ౪しているからで

あるが、当↛ながら、これが方ἲ論としてጾ力を発

᥹し、有┈な㆟論をᥦ౪するためには、ศᯒᑐ㇟と

なる制度がࢤー࣒⌮論にᇶ࡙く（」ᩘᆒ⾮が発生す

るような）ᐃ式໬がྍ⬟であることをᚲ要᮲௳とす

る。ࢤー࣒⌮論によりᐃ式໬できるための᮲௳は、
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୺義的なྠ期生間の➇தがồめられ、かつ、ᚲࡎし

もᑓ㛛的な⫋業教育が㔜どされࡴ、ࡎしࢁඹ㏻的な

ᬑ㏻教育がᮃましかった、というような㆟論が⌮論

的に成❧する�6。୧者は制度的⿵完ᛶをなすもので

あり、1��0 年௦௨㝆、経῭⎔ቃの変໬が、学校にも

⩦得୺義的なあり方を要ㄳするようになってきたと

いう事実は、制度的⿵完ᛶのᦂらぎに⏤᮶する制度

の不安ᐃ໬に㉳ᅉするというゎ㔘が成り❧つ。こう

して生じた学校制度の不安ᐃ໬は、ᚲࡎしも学校制

度自体の非ຠ⋡ᛶによることを意味しない。ࡑの意

味では、このようなศᯒを✚ࡳ㔜ࡡていくことがで

きれば、新ྂ඾ὴに௦表される୺ὶὴ経῭学に౫ᣐ

するような教育制度のศᯒࣔࣝࢹでは༑ศにㄝ᫂で

きないような事ែにᑐしても、より⌧実的なᡴ開策

をᥦ౪できるྍ⬟ᛶがあるだࢁう。 
このように、ẚ㍑制度ศᯒがᣢつ � つのᛶ㉁によ

り、教育制度のศᯒにᑐしてẚ㍑制度ศᯒを㐺⏝す

ることで得られる฼Ⅼはᩘ多いと⪃えられる。 
 
3����㸬ၥ㢟Ⅼ 

 次に、ẚ㍑制度ศᯒの฼⏝にకう問題Ⅼを㏙࡭る。 
 まࡎ、㟷木昌ᙪが体⣔໬した࢜ࣜࣝࢼࢪのẚ㍑制

度ศᯒは、経῭ࢩステ࣒をㄝ᫂するための⌮論とし

てᴟめて⢭⦓໬されており、ࡑのために非ᖖに㞴ゎ

で、方ἲとしても௚ศ㔝へのᛂ⏝には౑い຾手のᝏ

いものとなっている印㇟がྰめない。例えば、ศᯒ

༢఩であるド࣓イࣥにしても、㟷木（�001）では、

ᇶ本ド࣓イࣥは「ඹ⏝㈈
コ ࣔ ࣥ ࢬ

」「㈈取引
ト ࣞ ー ド

（経῭的஺᥮）」

「⤌⧊」「社会的஺᥮」「政治」「⤌⧊ࣇィーࣝド」の

6 つであるとしている（㟷木 �001㸸���31 㡫、ࣝࣅ

は原文）。ࡑもࡑもこのศ㢮で経῭制度のศᯒ༢఩と

してもጇ当なのかという␲問をᢪくこともできるが、

れ௨上に、௚㡿ᇦへの฼⏝、特に筆者が┠指す行ࡑ

政制度としてのഃ㠃がᙉい（බ）教育制度のศᯒに、

の฼⏝を⪃えると㐺⏝ྍ⬟ᛶが非ᖖに㞴しく感じࡑ

られてしまう。このⅬをゎỴするための方策として、

ᇶ本的なᴫᛕは฼⏝しつつも、ศᯒの上では、ᚲ要

にᛂじて⌮論が体⣔的に⢭⦓໬される௨前の≧ែに

ド࣓イࣥや制度、ࡕᡠることを⪃える。すなわࡕ❧

の㐃⤖といった本稿でも導入したᴫᛕについては౫

ᣐしつつも、ࡑのド࣓イࣥについては上記のような

6 ド࣓イࣥからなるという⪃えは᥇⏝しない。௦わ

りに、㟷木・ዟ㔝編（1��6）までに見られたような、

㆟論のᚲ要にᛂじてྛ制度のศᯒをタᐃしていくᙧ

で、全体としてᩚྜ的な⌮論をᵓ⠏するようにする、

というものである。これを᥇⏝することで、ᚑ᮶、

教育行政学がᢅってきたྛ✀制度をᩚྜ的に఩⨨௜

けていくという思⪃ࢭࣟࣉスを経ることにもなるの

で、これまで⵳✚してきた▱見をᩚ⌮する上でも有

⏝であࢁう。 
、して、この行政制度へのᛂ⏝を⪃៖する際にはࡑ 

経῭学のᯟ⤌ࡳであるということ自体が฼┈をもた

らす反㠃、やはり㑊けがたい問題に┤㠃する。特に、

このᯟ⤌ࡳにおける「政ᗓ」のᢅいは、Ẹ間との㛵

ಀにおけるつ制୺体であることがある✀の前ᥦとし

て❧論されているⅬを問題どしなければならない。

行政学では、政ᗓがつ制୺体として❧ࡕ⌧れる「つ

制行政」であることもあれば、福♴や教育がࡑの඾

ᆺであるとされるように、政ᗓが事業୺体として❧

れる「⤥௜行政」となる場ྜもあることが▱ら⌧ࡕ

れている。もࢁࡕん、教育行政をヲ⣽に見るとき、

このような༢⣧な஧ศἲでㄒることはできࡎ、つ制

行政と⤥௜行政がྠ᫬にᒎ開されているような制度
��も存ᅾする。したがって、行政制度のศᯒに際し

ては、政ᗓがࡑのようなࣞࣉイࣖーであることをᛕ

㢌に⨨いて⌮論をᵓ⠏するᚲ要に㏕られる。ただし、

う。つ制的ഃ㠃ࢁのような場ྜのᑐ策は容᫆であࡑ

と⤥௜的ഃ㠃をࡑれࡒれ異なるド࣓イࣥに存する制

度としてᢅい、୧者を㐃⤖的に㆟論すれば問題はゎ

Ỵするからである。ここからも、ẚ㍑制度ศᯒのᙉ

 。が見ฟされようࡳ
 ẚ㍑制度ศᯒを౑⏝する際の最大の問題Ⅼは、教

育の制度をどこまでࢤー࣒⌮論でᐃ式໬ྍ⬟かとい

う問題である。ẚ㍑制度ศᯒに制度一⯡のศᯒ方ἲ

としてのྍ⬟ᛶを見ฟすのは、ࢤー࣒⌮論を⏝いて

ᐃ式໬し、一⯡ᛶの高いᴫᛕをᥦ౪しているからで

あるが、当↛ながら、これが方ἲ論としてጾ力を発

᥹し、有┈な㆟論をᥦ౪するためには、ศᯒᑐ㇟と

なる制度がࢤー࣒⌮論にᇶ࡙く（」ᩘᆒ⾮が発生す

るような）ᐃ式໬がྍ⬟であることをᚲ要᮲௳とす

る。ࢤー࣒⌮論によりᐃ式໬できるための᮲௳は、
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すでに指᦬したように（1）ࣞࣉイࣖー（�）ᡓ␎集

ྜ、行ື࢓ࣇࣟࣉイࣝ（3）᝟ሗ（�）฼得（ᖐ⤖㛵

ᩘ）の � つがྠᐃྍ⬟で、かつ、タᐃできることで

ある。 
の意味で、一⯡的にゝって、ẚ㍑制度ศᯒにおࡑ 

いてศᯒྍ⬟な教育制度は、」ᩘ存ᅾする୺体の┦

஫౫存的にᙳ㡪を୚える行ືによって制度の実ែが

表⌧ྍ⬟な制度であるᚲ要がある。もࢁࡕん、ẚ㍑

制度ศᯒですでに᫂らかにされている⌮論的ྵ意か

ら௬ㄝを導き、実ドを行うといった方ἲも᝿ᐃྍ⬟

ではあるが、ࡑれで㆟論ྍ⬟な⠊ᅖは、㞠⏝័行と

⤌⧊、コー࣏ࣞート࢞バࣥࢼス等、経῭一⯡におけ

る࣓࣒࢝ࢬࢽを฼⏝できる制度に㝈られるため、自

と㝈ᐃ的になってしまうし、これでは教育制度がࡎ

内生的にᢪえ㎸ࡴ特ᚩをศᯒ的に♧せたとはゝえな

いだࢁう。 
れでも、教育制度の多くがこうした制約をకうࡑ 

ᐃ式໬に⪏えうるのであれば、ศᯒは、ここまでに

㏙࡭てきたような様ࠎなᜠ恵を得ることができると

ྠ᫬に、教育制度もまたẚ㍑制度ศᯒが᝿ᐃする制

度的࣓࣒࢝ࢬࢽを有することを論ドすることができ

る。反ᑐに、どのように手❧てをㅮじても、ࡑのよ

うな࣓࣒࢝ࢬࢽではㄝ᫂できない制度にฟくわした

ときには、ࡑれが༷って教育制度の特Ṧᛶを♧၀す

る論ᣐとなるྍ⬟ᛶもある。ここに、ẚ㍑制度ศᯒ

を⏝いる意味があるとゝえるだࢁう。 
 
3��㸬௒ᚋࡢᒎᮃ࡜ㄢ㢟 

 最後に今後のᒎᮃと課題について㏙࡭る。はじめ

にศᯒྍ⬟ᛶの高い㡿ᇦを♧၀する。 
 まࡎ、ẚ㍑制度ศᯒの▱見のᛂ⏝として、日本ᆺ

㞠⏝័行のࣔࣝࢹをࡑのままᛂ⏝することで、教員

ே事制度と学校⤌⧊のあり方を検討することがྍ⬟

であるだࢁう。本稿では༑ศにྫྷ味しなかったもの

の、ẚ㍑制度ศᯒが有する㇏富な▱見を┤᥋反ᫎさ

せることで、日本ᆺ㞠⏝័行に⨨かれた教員とࡑの

制度のᵓ㐀、ࡑして（ຠ果的な）学校⤌⧊に㐺ྜ的

な制度⎔ቃを⌮論的に♧၀できると⪃えられる。 
 方ἲ論的な฼⏝としては、ࢤー࣒⌮論の฼⏝ྍ⬟

ᛶというⅬで、意外ではあるかもしれないが教科᭩

制度のศᯒがど㔝に入る。これは大島（�01�）で㆟

論を行ったが、検ᐃ制のあり方を࢞バࣥࢼス論のど

Ⅼで෌検討した際に見えてきたものである。また、

ዲ都ྜなことに、日本の教科᭩制度は、先進ㅖ外ᅜ

とは᫂らかに異なる体⣔を᥇⏝しており、不都ྜが

ないとはゝわないにせよ、ࡑれࡒれ安ᐃ的に機⬟し

ているⅬで、」ᩘᆒ⾮になっている඾ᆺ例であると

 。なすことがྍ⬟であるࡳ
して、これらのศᯒの先に、「制度の㐃⤖」のᴫࡑ 

ᛕを⏝いることで、これらの制度⩌をࡦとまとめに

したࢩステ࣒としてのࣔࣝࢹがᵓ⠏できるようにな

ると⪃えられる。 
 また、これは経῭学のࣔࣝࢹであるので、බ教育

の外部にあるẸ間教育⏘業のࢩステ࣒を㆟論してい

くことも原⌮的にはྍ⬟であるとุ᩿できる。ࡑの

ような方ྥで㆟論を進めていくことも教育をめࡄる

⎔ቃを᫂らかにしていくうえで、大いにྍ⬟ᛶのあ

ることであࢁう。 
 このようにẚ㍑制度ศᯒを฼⏝していくことは、

経῭的なഃ㠃からᕷ場୺義的な㆟論に㝗らない教育

制度の研究に新たなྍ⬟ᛶを開き、意義のある㈉⊩

をなしていくものと⪃えられる。しかし、ẚ㍑制度

ศᯒが㞴ゎであるがࡺえに、฼⏝を㜼まれているⅬ

を༑ศにゎỴしなければならない。ࡑして、ẚ㍑制

度ศᯒのᯟ⤌ࡳがᥦ౪するのは、⌮論௬ㄝᵓ⠏とゎ

㔘の方ἲでしかなく、実ドをどのように行っていく

かという実ドの方ἲ論は、別㏵、ᚲ要にᛂじて検討

していかなければならない。このⅬをいかにඞ᭹で

きるかが、今後の研究の要であࢁう。 

㻌

㹙௜記㹛 
本稿は、-636 科研㈝（課題番号 16-03���）の助成を

受けたものである。㻌

㻌

ト 

 
1 また㟷木・ዟ㔝編（1��6㸸����3 㡫）にもྠ様の記

㏙有り。 
� ここでのᆒ⾮は、ᕷ場⌮論における意味のᆒ⾮で

あって、ࢤー࣒⌮論におけるࣗࢩࢵࢼᆒ⾮を意味し

ているわけではない。ࢤー࣒⌮論を⏝いてᐃ式໬し

たとき、ࣗࢩࢵࢼᆒ⾮がࣞࣃートຠ⋡で、ᕷ場⌮論

におけるᆒ⾮と一⮴する場ྜもあるが、ࣗࢩࢵࢼᆒ
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⾮がࣞࣃートຠ⋡であるಖドはない。ࣞࣃートຠ⋡

な≧ែとは、す࡭ての経῭୺体の฼┈をᦆなうこと

なく、ㄡか一ேの฼┈ᨵၿを行うことはもはやでき

ない≧ἣをゝう。ࢤー࣒⌮論で、ᆒ⾮ᡓ␎௨外に、

す࡭てのࣞࣉイࣖーの฼得をᨵၿするవ地のあるᡓ

␎が存ᅾする（㸻ࣞࣃートຠ⋡なᡓ␎が௚に存ᅾす

る）のに、ࡑれがᆒ⾮とならない場ྜが「ᅃேのࢪ

࣐ࣞࣥ」と࿧ばれる≧ἣである。この㆟論からもศ

かるように、୺ὶὴ経῭学はᚲࡎしもࢤー࣒⌮論を

ᚲ要としない。 
3 前࣌ーࢪᕥഃに引⏝した㟷木（1���㸸L�LL 㡫）を参

↷せよ。 
� 㟷木（�00�）は、1��� 年に刊行された『経῭ࢩス

テ࣒の進໬と多ඖᛶʊʊẚ㍑制度ศᯒᗎㄝ』（東ὒ

経῭新ሗ社）を原本とする文ᗜ∧であり、引⏝ಶᡤ

は 1��� 年当᫬を⫼ᬒに記㏙されたものである。1���
年∧との異ྠは、引⏝⟠ᡤでは、ෑ㢌の「バࣝࣈᔂ

ቯまで」が「ついᩘ年前まで」となっていたⅬのࡳ

である。 
� 㟷木ᰤ一によるㄒἲ。制度と「制度」はࡑれࡒれ

区別したᐃ義を୚えられている（㟷木ᰤ一 �00�㸸��
㡫）。 
6 文⬦上、政ᗓやྖἲなどが᝿ᐃされている。 
� このように VHOI�HQIRUFLQJ のヂが自ᕫᣊ᮰的と୚え

られる。一方で、HQIRUFH には実行໬の意もྵまれる

ので、ࢤー࣒⌮論の文⬦で自ᕫᣊ᮰的という場ྜに

は、ࢤー࣒のࣞࣉイࣖーにより内発的に実行໬され

ることがྵ意されている。 
� 新制度ὴ経῭学の௦表であるノースによる制度の

ᐃ義「ࢤー࣒のࣝーࣝ」としての制度はࢤー࣒⌮論

的に見るとここで話が終わるという見方もྍ⬟であ

る（例えば᭮ᡃ �00�㸸�� 㡫）が、ࣕࢩバࣥスは、ノ

ースがゝう「ࢤー࣒のࣝーࣝ」はス࣏ーࢶのヨ ࢤྜ）

ー࣒）のࣝーࣝのẚ႘であって、ここでいうࢤー࣒

⌮論における意味でのࣝーࣝとは全く異なるどぬで

౑っていると指᦬する（ࣕࢩバࣥス �00�㸸�� 㡫）。 
� ᆒ⾮とはあくまでもᡓ␎の集ྜである。ᖐ⤖㛵ᩘ

はᡓ␎Ỵᐃやᆒ⾮／不ᆒ⾮のホ౯に⏝いられるが、

ᆒ⾮をồめることはᡓ␎をồめることであって、ᖐ

⤖㛵ᩘのᙧをồめることではないⅬが㔜要である。

また௨下の㆟論に⌧れる部ศࢤー࣒完全ᆒ⾮もࢵࢼ

ᆒࣗࢩࢵࢼᆒ⾮の一✀である（ただし、全てのࣗࢩ

⾮が部ศࢤー࣒完全ᆒ⾮ではない）。 
10 ẚ㍑制度ศᯒにおいても⏝いられているが（㟷

木・ዟ㔝編 1��6㸸����� 㡫）、これは、新制度ὴ（政

治学の新制度論をྵࡴ）の㆟論で、制度の」ᩘᆒ⾮

をㄝ᫂する際に⏝いられる。 

 
11 ΰྜᡓ␎の⠊ᅖでこのࢤー࣒をゎくともう一つ、

ቀଵଶྑ൅ ଵ
ଶ �ᕥ�ǡ ଵଶྑ൅ ଵ

ଶ �ᕥቁというようなࣗࢩࢵࢼᆒ

⾮が存ᅾする。これは、୧者が༙ศの☜⋡でྑ、༙

ศの☜❧でᕥを᥇⏝するという≧ἣを♧すゎである

が、⌧実的にこれが制度໬することはない。このこ

とはྂ඾的ࢤー࣒⌮論の⠊ᅖにおいてฟ⌧するࢵࢼ

てが制度໬するとは㝈らないことを࡭ᆒ⾮のすࣗࢩ

意味している。後㏙の㏻り、ẚ㍑制度ศᯒでは、こ

のようなゎを᤼㝖するための一つの方ἲとして、進

໬ࢤー࣒としてタᐃしてᆒ⾮をồめる方ἲをとる。

これにより、3 つ┠に⌧れたࣗࢩࢵࢼᆒ⾮は進໬的

に安ᐃでないゎ（不安ᐃᐃᖖⅬ）であり、これをศ

Ỉᕊとして、ᑡしでも「ྑ」ᡓ␎を᥇⏝する者が多

ければ「ྑഃ」、「ᕥ」が多ければ「ᕥഃ」のゎ（進

໬的に安ᐃなᡓ␎）へと཰ᩡしていくとゎ㔘する。 
1� この「学⩦」は、⌧に存ᅾする社会のᵓ成員が全

てのᡓ␎を経験しなければならないという意味では

なく、先ேの「ኻᩋ」や「成ຌ」の経験、すなわࡕ

Ṕྐから社会が制度を⋓得していく≧ែもྵまれる。 
13 進໬ࢤー࣒⌮論とは、進໬生≀学で生ࡳฟされた

発ᒎᆺのࢤー࣒⌮論であり、ࣞࣉイࣖーにྜ⌮ᛶを

௬ᐃせࢤ、ࡎー࣒が実行された⤖果、᫬間の経過に

より㎺りつく（ࢲイࢡ࣑ࢼス）ᆒ⾮をศᯒするⅬに

特ᚩがある。これとのᑐẚで、ᚑ᮶ᆺのࢤー࣒⌮論

をྂ඾的ࢤー࣒⌮論と࿧ࡑ。ࡪして、進໬ࢤー࣒が

᫬間的な要⣲をྵࡴことから進໬ࢤー࣒のゎを「ື

学ゎ」、ྂ ඾的ࢤー࣒のゎを「㟼学ゎ」という。進໬

ー࣒では行われない、微ศ方程ࢤー࣒は、ྂ඾的ࢤ

式を⏝いた₇⟬のࡳにより、ື学的な安ᐃⅬをᯒฟ

する方ἲを᥇れるという฼Ⅼがある。しかし、᥇⏝

するࢲイࢡ࣑ࢼスやᡓ␎ᩘにᛂじてᐃ式໬が」㞧໬

しすぎるⅬ、集ᅋをศᯒᑐ㇟とする場ྜに㐺ྜ的で

あるⅬ、ᒎ開ᙧࢤー࣒となるとᡓ␎ᩘが容᫆に⇿発

してしまうことから、方程式によるศᯒ方ἲはまだ

開発㏵上にあるⅬに問題が指᦬される（大ᾆ �00�）。 
1� なお、このような୧者を⿵完的に⏝いるアࣟࣉー

はᢏ術的な㠃でも有⏝であると⪃えられる。進໬ࢳ

ー࣒⌮論には上記の問題（前ト）があり、社会にࢤ

ある「制度」のᵓ㐀が、いつもᑐ⛠ࢤー࣒のような

⡆༢な≧ἣにあるとは㝈らないことを㋃まえると、

ࣟࣉとして、ྂ඾的アࢳーࣟࣉのような場ྜのアࡑ

ーࢳの᥇⏝をど㔝に入れておくことが方ἲ上も㔜要

であࢁう。 
1� この場ྜは、「制度的⿵完ᛶ」であると⪃える。

௬に（ᕥഃ㏻行㸪ᕥࣥࣁドࣝ）であったとしても㏻

3�
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⾮がࣞࣃートຠ⋡であるಖドはない。ࣞࣃートຠ⋡

な≧ែとは、す࡭ての経῭୺体の฼┈をᦆなうこと

なく、ㄡか一ேの฼┈ᨵၿを行うことはもはやでき

ない≧ἣをゝう。ࢤー࣒⌮論で、ᆒ⾮ᡓ␎௨外に、

す࡭てのࣞࣉイࣖーの฼得をᨵၿするవ地のあるᡓ

␎が存ᅾする（㸻ࣞࣃートຠ⋡なᡓ␎が௚に存ᅾす

る）のに、ࡑれがᆒ⾮とならない場ྜが「ᅃேのࢪ

࣐ࣞࣥ」と࿧ばれる≧ἣである。この㆟論からもศ

かるように、୺ὶὴ経῭学はᚲࡎしもࢤー࣒⌮論を

ᚲ要としない。 
3 前࣌ーࢪᕥഃに引⏝した㟷木（1���㸸L�LL 㡫）を参

↷せよ。 
� 㟷木（�00�）は、1��� 年に刊行された『経῭ࢩス

テ࣒の進໬と多ඖᛶʊʊẚ㍑制度ศᯒᗎㄝ』（東ὒ

経῭新ሗ社）を原本とする文ᗜ∧であり、引⏝ಶᡤ

は 1��� 年当᫬を⫼ᬒに記㏙されたものである。1���
年∧との異ྠは、引⏝⟠ᡤでは、ෑ㢌の「バࣝࣈᔂ

ቯまで」が「ついᩘ年前まで」となっていたⅬのࡳ

である。 
� 㟷木ᰤ一によるㄒἲ。制度と「制度」はࡑれࡒれ

区別したᐃ義を୚えられている（㟷木ᰤ一 �00�㸸��
㡫）。 
6 文⬦上、政ᗓやྖἲなどが᝿ᐃされている。 
� このように VHOI�HQIRUFLQJ のヂが自ᕫᣊ᮰的と୚え

られる。一方で、HQIRUFH には実行໬の意もྵまれる

ので、ࢤー࣒⌮論の文⬦で自ᕫᣊ᮰的という場ྜに

は、ࢤー࣒のࣞࣉイࣖーにより内発的に実行໬され

ることがྵ意されている。 
� 新制度ὴ経῭学の௦表であるノースによる制度の

ᐃ義「ࢤー࣒のࣝーࣝ」としての制度はࢤー࣒⌮論

的に見るとここで話が終わるという見方もྍ⬟であ

る（例えば᭮ᡃ �00�㸸�� 㡫）が、ࣕࢩバࣥスは、ノ

ースがゝう「ࢤー࣒のࣝーࣝ」はス࣏ーࢶのヨ ࢤྜ）

ー࣒）のࣝーࣝのẚ႘であって、ここでいうࢤー࣒

⌮論における意味でのࣝーࣝとは全く異なるどぬで

౑っていると指᦬する（ࣕࢩバࣥス �00�㸸�� 㡫）。 
� ᆒ⾮とはあくまでもᡓ␎の集ྜである。ᖐ⤖㛵ᩘ

はᡓ␎Ỵᐃやᆒ⾮／不ᆒ⾮のホ౯に⏝いられるが、

ᆒ⾮をồめることはᡓ␎をồめることであって、ᖐ

⤖㛵ᩘのᙧをồめることではないⅬが㔜要である。

また௨下の㆟論に⌧れる部ศࢤー࣒完全ᆒ⾮もࢵࢼ

ᆒࣗࢩࢵࢼᆒ⾮の一✀である（ただし、全てのࣗࢩ

⾮が部ศࢤー࣒完全ᆒ⾮ではない）。 
10 ẚ㍑制度ศᯒにおいても⏝いられているが（㟷

木・ዟ㔝編 1��6㸸����� 㡫）、これは、新制度ὴ（政

治学の新制度論をྵࡴ）の㆟論で、制度の」ᩘᆒ⾮

をㄝ᫂する際に⏝いられる。 

 
11 ΰྜᡓ␎の⠊ᅖでこのࢤー࣒をゎくともう一つ、

ቀଵଶྑ൅ ଵ
ଶ �ᕥ�ǡ ଵଶྑ൅ ଵ

ଶ �ᕥቁというようなࣗࢩࢵࢼᆒ

⾮が存ᅾする。これは、୧者が༙ศの☜⋡でྑ、༙

ศの☜❧でᕥを᥇⏝するという≧ἣを♧すゎである

が、⌧実的にこれが制度໬することはない。このこ

とはྂ඾的ࢤー࣒⌮論の⠊ᅖにおいてฟ⌧するࢵࢼ

てが制度໬するとは㝈らないことを࡭ᆒ⾮のすࣗࢩ

意味している。後㏙の㏻り、ẚ㍑制度ศᯒでは、こ

のようなゎを᤼㝖するための一つの方ἲとして、進

໬ࢤー࣒としてタᐃしてᆒ⾮をồめる方ἲをとる。

これにより、3 つ┠に⌧れたࣗࢩࢵࢼᆒ⾮は進໬的

に安ᐃでないゎ（不安ᐃᐃᖖⅬ）であり、これをศ

Ỉᕊとして、ᑡしでも「ྑ」ᡓ␎を᥇⏝する者が多

ければ「ྑഃ」、「ᕥ」が多ければ「ᕥഃ」のゎ（進

໬的に安ᐃなᡓ␎）へと཰ᩡしていくとゎ㔘する。 
1� この「学⩦」は、⌧に存ᅾする社会のᵓ成員が全

てのᡓ␎を経験しなければならないという意味では

なく、先ேの「ኻᩋ」や「成ຌ」の経験、すなわࡕ

Ṕྐから社会が制度を⋓得していく≧ែもྵまれる。 
13 進໬ࢤー࣒⌮論とは、進໬生≀学で生ࡳฟされた

発ᒎᆺのࢤー࣒⌮論であり、ࣞࣉイࣖーにྜ⌮ᛶを

௬ᐃせࢤ、ࡎー࣒が実行された⤖果、᫬間の経過に

より㎺りつく（ࢲイࢡ࣑ࢼス）ᆒ⾮をศᯒするⅬに

特ᚩがある。これとのᑐẚで、ᚑ᮶ᆺのࢤー࣒⌮論

をྂ඾的ࢤー࣒⌮論と࿧ࡑ。ࡪして、進໬ࢤー࣒が

᫬間的な要⣲をྵࡴことから進໬ࢤー࣒のゎを「ື

学ゎ」、ྂ ඾的ࢤー࣒のゎを「㟼学ゎ」という。進໬

ー࣒では行われない、微ศ方程ࢤー࣒は、ྂ඾的ࢤ

式を⏝いた₇⟬のࡳにより、ື学的な安ᐃⅬをᯒฟ

する方ἲを᥇れるという฼Ⅼがある。しかし、᥇⏝

するࢲイࢡ࣑ࢼスやᡓ␎ᩘにᛂじてᐃ式໬が」㞧໬

しすぎるⅬ、集ᅋをศᯒᑐ㇟とする場ྜに㐺ྜ的で

あるⅬ、ᒎ開ᙧࢤー࣒となるとᡓ␎ᩘが容᫆に⇿発

してしまうことから、方程式によるศᯒ方ἲはまだ

開発㏵上にあるⅬに問題が指᦬される（大ᾆ �00�）。 
1� なお、このような୧者を⿵完的に⏝いるアࣟࣉー

はᢏ術的な㠃でも有⏝であると⪃えられる。進໬ࢳ

ー࣒⌮論には上記の問題（前ト）があり、社会にࢤ

ある「制度」のᵓ㐀が、いつもᑐ⛠ࢤー࣒のような

⡆༢な≧ἣにあるとは㝈らないことを㋃まえると、

ࣟࣉとして、ྂ඾的アࢳーࣟࣉのような場ྜのアࡑ

ーࢳの᥇⏝をど㔝に入れておくことが方ἲ上も㔜要

であࢁう。 
1� この場ྜは、「制度的⿵完ᛶ」であると⪃える。

௬に（ᕥഃ㏻行㸪ᕥࣥࣁドࣝ）であったとしても㏻
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行上は問題ないが、先に㏙࡭たような⌮⏤で、（ᕥഃ

㏻行㸪ྑࣥࣁドࣝ）の方が、㏣加的な฼┈が得られ

るからである（次トのスーࣃーࣔࣗࢪラー᮲௳を参

↷のこと）。なお、日本ㄒ∧において LQVWLWXWLRQDO 
OLQNDJH のヂは「制度的㐃⤖」であるが、「制度໬し

た㐃⤖」ならࡧに「制度的⿵完ᛶ」とのΰྠを㑊け

るため、本稿では「制度の㐃⤖」にしてある。 
16 制度的⿵完ᛶのཝᐦなᐃ義は௨下の㏻りに୚え

られる。今、� つのド࣓イࣥ ;、= が存ᅾし、実⌧

ྍ⬟なࣞࣉイのᆒ⾮≧ែとして（x’� x’’）と（z’� z’’）
とがࡑれࡒれにおいて � つࡎつ存ᅾすると௬ᐃする。

つまり、異なる㡿ᇦにࡑれࡒれ௦᭰ྍ⬟な制度が成

❧している≧ែの௬ᐃである。ド࣓イࣥ; と= のࣉ

ࣞイࣖーは部ศ的に㔜」しているか、完全に一⮴し

ているとして、このとき、௨下の᮲௳が成❧すると

する。 
����� ��� � ������ ���� � ����������� � �������� ����� 
��z��� ���� � ���������� � ������� ���� � ������� ���� 

u と v はࡑれࡒれ、ド࣓イࣥ; と= のࣞࣉイࣖーの

れの฼得㛵ᩘを表すものである。この不等式ࡒれࡑ

はスーࣃーࣔࣗࢪラー（⿵完ᛶ）᮲௳を表す。最ึ

の不等式は、; の୺体にとって x’’を㑅ᢥするより x’
を㑅ᢥすることによる「㏣加的」౽┈が、= におけ

る制度的⎔ቃが z’’のときより z’のときの方が大き

いことを意味する。第 � の不等式は、= の୺体にと

って z’を㑅ᢥするより z’’を㑅ᢥすることによる「㏣

加的」౽┈が、; における制度的⎔ቃが x’のときよ

り x’’のときの方が大きいことを意味する。このスー

;、ラー᮲௳のもとではࣗࢪーࣔࣃ と= から成る஧

つのࢩステ࣒にᑐして、� つの⣧⢋ᡓ␎ࣗࢩࢵࢼᆒ

⾮（x’� z’）と（x’’� z’’）とが存ᅾしうる（制度㓄⨨）。

このような」ᩘᆒ⾮がྍ⬟なとき、x’と z’とが、ま

たは x’’と z’’とが、஫いに制度的に⿵完する

（LQVWLWXWLRQDOO\ FRPSOHPHQW）という（㟷木 �001㸸
������� 㡫）。 
1� 㟷木がᢈุする、㈨本୺義の多様ᛶ論における

「制度的⿵完ᛶ」は、㟷木によれば、͆ さまざまなド

࣓イࣥにおける制度的特ᚩ㹙͐㹛についてほᐹ成果

をิᣲし、こうした一㐃の制度が機⬟㠃で┦஫にᨭ

えྜい経῭࢛ࣇࣃー࣐ࣥスにຠ果をもたらすこと͇

（㟷木 �010 �011㸸10� 㡫）とされ、このような事

後的な正当໬に౫ᣐする「制度的⿵完ᛶ」では、ࡑ

 
れがどのように進໬するかを、機⬟୺義的どⅬから

ㄝ᫂することはᅔ㞴であるという（ྠ）。 
1� ノース（1��0㸻1���）では「ຠ⋡的」のㄒを、͆ ⌧

存する制約の集ྜが経῭成長を生ࡳฟすような≧ែ

を♧すために⏝いる （͇ྠ㸸1���1�3 㡫）と᫂☜に᩿

っている。 
1� ᕷ場からの᝟ሗࣇィードバࢡࢵであるⅬでẚ㍑

制度ศᯒとは微ጁに異なる。また、ここではࣇィー

ドバࢡࢵも」ᩘᆒ⾮を生じさせる要ᅉにあげられて

いるⅬがỴᐃ的に異なる。 
�0 この制度が෌生⏘されているとき、୺ほ的ࢤー

 は「一⯡的ㄆ▱ᆒ⾮」（JHQHUDO FRJQLWLYHࣝࢹࣔ・࣒
HTXLOLEULXP）にあるという（㟷木 �001㸸�60 㡫）。 
�1 前者には、ᡓதのような外部ࢡࢵࣙࢩをྵࡴ�Ⅼ、

後者には、͆⧞り㏉しࢤー࣒の⣼✚的ᖐ⤖が㈨⏘、ᶒ

力、期ᚅされるᙺ割のศᕸに変໬をもたらし、これ

らのࣝーࣝの正⤫ᛶまたは実ຠ໬が問題となりጞめ

る 場͇ྜをྵࡴ � Ⅼが指᦬されている。（ 㸸ྠ�61 㡫） 
�� ただし、経㊰౫存があったとしても、͆ の後発ࡑ

生する制度の⛣行が最ึの不ᆒ⾮≧ែから၏一のྍ

⬟な㌶㐨であったかどうかは不☜ᐃである。୺ほ的

がどのようにして一⯡的ㄆ▱ᆒ⾮へࣝࢹࣔ・ー࣒ࢤ

⮳るかは、⎔ቃ（たとえばᢏ術）とド࣓イࣥ間での

⿵完的㑅ᢥの（അ↛的な）ࢡラスࢢࣥࣜࢱとの┦஫
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かくして、制度進໬はỴᐃ的な㌿機Ⅼ
アࣗࢳࢡࣥࣕࢪ
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も特ᚩ࡙けられることになる （͇ྠ㸸�6���66 㡫）と
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�3 ここで指᦬される࣓࣒࢝ࢬࢽは、ཝᐦには、前㡯

で論じた「制度の㐃⤖」にᑐᛂして、（1）「㔜」した

社会的ᇙめ㎸ࡳ」（�）社会的ᇙめ㎸ࡳ௨外の「ࢤー

࣒の㐃⤖の෌ᵓ成ないし෌⤌᭰え」（3）「㏻᫬的な制

度的⿵完ᛶ」の 3 つである（ྠ㸸�6���6� 㡫）。この

う（1）ࡕについては、さらに 3 つに⣽ศ໬され、（L）
⎔ቃࢡࢵࣙࢩへのඹྠ体の㐺ᛂを㜼Ṇするᇙめ㎸ࡳ

（LL）新たな外部機会へのඹྠ体の㐺ᛂをಁ進する

ᇙめ㎸ࡳ（LLL）異なる取引ド࣓イࣥ間での社会的な

㈨本の⛣㌿、とิᣲされる。なお、「社会的ᇙめ㎸ࡳ」

は、制度໬した㐃⤖の一例で、᫬間を㏻じてẚ㍑的

㡹೺な、文໬的ࢱࣃーࣥと࿧ばれるものに大体ᑐᛂ
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するものが、௚のド࣓イࣥにおける非協力的な行ື

㑅ᢥを㜼Ṇする࣓࣒࢝ࢬࢽである（㟷木 �001㸸� ❶

1 ⠇㸹�6����3 㡫）。 
れの例として、（L）日本においてᡓ中からࡒれࡑ ��

ᡓ後にかけてᙧ成された経῭ࢩステ࣒にࡳられるよ

うな、当ึの介入┠的とは異なる制度進໬がㄏ発さ

れる場ྜ（⥲力ᡓ体制のᵓ⠏ĺ高度成長に㐺した日

本ᆺ㞠⏝័行の成❧）、（LL）ࣟࢩアが社会୺義体制

からᕷ場志ྥ的なコー࣏ࣞート・࢞バࣥࢼスを発ᒎ

させられないでいるような、⿵完的な制度㛵㐃的ே

的㈨⏘の不存ᅾにより介入がኻᩋしてしまう場ྜ、

（LLL）いࡎれの฼┈集ᅋをඃ先するかというような

政ᗓのᡓ␎次第で、制度の₞進的な⛣行が実⌧され

たり、あるいは、㏫にຠ⋡的㓄⨨にᑐしてᝏᙳ㡪を

もたらしたりするような場ྜを上げる（ྠ㸸��3����
㡫）。 
�� 河㔝（�00�）におけるࢤー࣒⌮論による制度ศᯒ

方ἲのゝཬは、ࢢライࣇの「Ṕྐ制度ศᯒ」による

もののࣞࣗࣅーである。「Ṕྐ制度ศᯒ」は本稿では

༑ศに検討を行っていないが、㟷木のẚ㍑制度ศᯒ

と区別しないでẚ㍑制度ศᯒと᭩かれるものもある

（例えば中ᯘ・▼㯮編ⴭ �010）。しかし、㟷木・ዟ

㔝編（1��6㸸3�0 㡫）や㟷木（�001㸸11�1� 㡫）にお

ける記㏙を参↷すると、㟷木は、ࢢライࣇとはཝᐦ

には異なる❧場でẚ㍑制度ศᯒの体⣔໬を行ってい

たことが⌮ゎされる。ࡑの㐪いが᫂░に⌧れるのは、

制度のᴫᛕ໬の部ศであり、Ṕྐ制度ศᯒでは㟷木

のようなㄆ▱࣓࣒࢝ࢬࢽへのゝཬにより制度໬をㄝ

᫂することはしない。もともと㟷木は進໬ࢤー࣒ア

ࣟࣉー࣒完全ᆒ⾮アࢤは部ศࣇライࢢ、をࢳーࣟࣉ

ーࢳを᥇⏝していたという㐪いもあり、ᇶ本的に後

者はྂ඾的アࣟࣉーࢳ中ᚰである。また、「Ṕྐ制度

ศᯒ」は、⌧௦の制度をᑐ㇟としていなかったとい

うⅬもᣲげられる。ࢢライࣇのࣔࣝࢹをᛂ⏝したᅜ

内のศᯒには、ᒸᓮ（1���）『Ụᡞのᕷ場経῭』がᣲ

げられるが、これは㏆௦の経῭制度が☜❧する前の

ኳಖのᨵ㠉期をᑐ㇟に、株௰間の存ᅾが当᫬のᕷ場

経῭にᑐして୚えていたᙳ㡪を実ド的にศᯒしたも

のである。本稿では、あくまでも⌧௦的な問題にゝ

ཬするために前者の導入をヨࡳるので、「Ṕྐ制度ศ

ᯒ」へのゝཬは行わなかった。 
�6 㟷木・ዟ㔝編には、͆（文⬦的ᢏ⬟投㈨にᑐᛂして）

日本の大学教育では一⯡的な᝟ሗฎ⌮⬟力を身に╔

けることに୺║が⨨かれており、ࡑこではᑗ᮶企業

の文⬦にᛂじた特Ṧᢏ⬟に容᫆に㌿ᙧされるような

ྍረ的な⬟力のᙧ成が行われていると⪃えることが

できる。͇（ྠ㸸�1 㡫）という記㏙があるとともに、

日本ᆺの企業⤌⧊では、年ຌᗎิᆺの㑅ᢤࢩステ࣒

を取るため、ྠ 期間での➇தが⥔ᣢされる（ྠ㸸11�
㡫）とある。経῭学のᯟ⤌ࡳであるẚ㍑制度ศᯒで

は大学教育へのゝཬしかないが、ࡑの大学教育につ

ながるึ等中等教育のᵓ㐀がいかにこのࢩステ࣒と

㐺ྜ的であるかはゝうまでもないことであࢁう。 
�� 例えば、教科᭩制度がࡑの඾ᆺである。検ᐃ制は

教科᭩ᕷ場への参入をつ制しているので、ここを見

れば「つ制行政」だが、ᅜが㉎入してඣ❺・生ᚐに

⤥௜を行っている無ൾ制の部ศを見れば「⤥௜行政」

である。この✀のศ㢮ἲは㔜要ではあるが、「教育」

だから「⤥௜行政」などとุ᩿するのは無意味であ

 。うࢁ

ཧ⪃ᩥ⊩ 

㟷木ᰤ一『教育行政の政ᗓ間㛵ಀ』多㈡ฟ∧、�00�
年 

$RNL� 0� Toward a Comparative Institutional Analysis� 
&DPEULGJH� 0DVVDFKXVHWWV� 7KH 0,7 3UHVV� �001  

㟷木昌ᙪ『日本経῭の制度ศᯒ ᝟ሗ・イࣥࣥࢭテ

ィࣈ・஺渉ࢤー࣒』㹙Information, incentives, and 
bargaining in the Japanese economy� &DPEULGJH 
8QLYHUVLW\ 3UHVV� 1���㹛Ọ᫆ᾈ一ヂ、⟃ᦶ᭩ᡣ、1���
年 

̿̿̿̿『経῭ࢩステ࣒の進໬と多ඖᛶ ẚ㍑制度

ศᯒᗎㄝ』東ὒ経῭新ሗ社、1��� 年 
̿̿̿̿『ẚ㍑制度ศᯒにྥけて』㹙Toward a 

Comparative Institutional Analysis� 7KH 0,7 3UHVV� 
�001㹛℧澤ᘯ࿴、㇂ཱྀ࿴ᘯヂ、177 ฟ∧、�001 年 

̿̿̿̿『ẚ㍑制度ศᯒᗎㄝ 経῭ࢩステ࣒の進໬

と多ඖᛶ』ㅮㄯ社学術文ᗜ、�00� 年 
̿̿̿̿『コー࣏ࣞーࣥࣙࢩの進໬多様ᛶ 集ྜㄆ

▱・࢞バࣥࢼス・制度』㹙Corporations in evolving 
diversity: cognition, governance, and institutions� 
2[IRUG 8QLYHUVLW\ 3UHVV� �010㹛㇂ཱྀ࿴ᘯヂ、177 ฟ

∧、�011 年 
̿̿̿̿『㟷木昌ᙪの経῭学入㛛 制度論の地平を

ᣑげる』ࡕくま新᭩、�01� 年 
㟷木昌ᙪ・ዟ㔝（⸨原）正ᐶ編ⴭ『経῭ࢩステ࣒の

ẚ㍑制度ศᯒ』東京大学ฟ∧会、1��6 年 
⛅ྜྷ㈗㞝、ఀ⸨修一郎、໭山ಇဢ「第 � ❶ 政策Ỵ

ᐃと制度」『බඹ政策学のᇶ♏』有ᩫ㛶、�010 年、
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